
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















　　イラスト／睦茸








　Contents







プロローグ

第一章　リトルプリンセス

第二章　二人の秘密

第三章　ともだちカップル

第四章　文武両道トレーニング

第五章　優勝を目指して

第六章　告白予行練習

第七章　青春のバカヤロー

エピローグ






[image: ]







『カズサって、好きな人はいないの？』




　昨夜、ぼくは自分の部屋で勉強机の前に座り、ノートパソコンで、友達とメッセージの交換をしていた。

　友達といっても、直接会ったことはない。

　ＳＮＳで知りあった相手だ。

　好きな小説だとか、好きなゲームだとか、趣味が似ていることもあって意い気き投とう合ごう。

　こうして個人的にメッセージをやり取りするまでに、親しくなっている。




『いるよ』




　ぼくはその友達、トーリさんに返信リプライをする。

　すると、すぐにトーリさんが質問を返してきた。




『それって、どんな人？』




『ええと、眼鏡めがねを掛けていて、髪はお下げで、野や暮ぼったい感じなんだけど、眼鏡を外すととっても可愛くて、学校では結んでいる髪を解ほどいたら、長くて、綺麗で──』




　ぼくはその相手の容姿や好きなところを伝えていく。




　今は終礼前の掃除の時間だというのに、なぜこのやり取りを思い出したのかといえば、その少女が今、ぼくの視線の先にいるからだ。




　藤とう堂どう凜り々り菜な。




　彼女は、ぼくの好きな人。




　今は違うクラスだけれど、去年は同じ教室で学んだ、一年の時の同級生クラスメイトだ。





[image: ]











　　　　１






　ぼくこと八や神がみ一かず冴さが通う海かい戸と高こう校こうには、終礼の前に掃除の時間が存在している。

　ぼくたちが学ぶ教室はもちろんのこと──。

　クラスごとに担当する箇所がいくつかあり、あらかじめ決められた班ごとに割り振られ、掃除をすることになっている。

　今週、ぼくの所属する班が担当するのは裏庭だ。

　まだ青い空の下、掃除を始めて少しした頃。

　近くで掃除をしている同じ学年で違うクラスの少女、藤とう堂どうさんこと藤堂凜り々り菜なの姿が、ぼくの視界に飛び込んできた。

　それで今が掃除の時間であることなど忘れて、ぼくの目は藤堂さんに釘くぎ付づけになってしまう。

　彼女の動き、一つ一つから目が離せない。

　完全にぼくは、彼女の虜とりこになっていた。

　そんな中で、突如、悲ひ鳴めいにも似た叫びが耳に届いた。

「ヒメ、危ない！」

　隣のクラスの少女のものだ。

　その直後、どんっ！　と、ぼくは身体に衝撃を受けることになる。

「きゃっ!?」

　同時に聞こえた、少女の短い悲鳴。

　ぼくの視界は暗転し、お尻から、草一本生えていない茶色い地面に打ち付けられてしまう。

「ててて……」

　いったい、何が起きたのだろう？

　疑問に思っていると、声を掛けられた。

「怪け我がはない？」

　さっきの短い悲鳴と同じ声だ。

（リトル、プリンセス……？）

　思わず閉じてしまっていた瞼まぶたを開く。

　そこには心の中で呟いた通り、ウェーブのかかったふわふわの髪をした、リトルプリンセスこと、隣のクラスの天てん城じよう姫ひめ那ながいた。

　その異い名みよう通りの、小さなお姫さまのような姿をした少女。

　どうやら彼女が、ぼくにぶつかってきたようだ。

「あ、ああ……」

　どうしてそんなところにあなたがいるのよ──と言いたげに、睨にらみ付つけるように訊たずねてくるリトルプリンセスに、ぼくは答える。

　大丈夫だ、怪我はない。

「そう」

　だったら気にすることなどないと、リトルプリンセスは、地面に転がっている箒ほうきを拾い上げて、立ち上がる。

　ぼくは地面に尻しり餅もちをついたまま、そんな彼女の姿を呆ぼう然ぜんと見つめていた。

「危ないことがわかってたなら、はやく言いなさいよっ！」

　立ち上がったリトルプリンセスは、すぐに近くに立つ少女に不満を漏らす。

　相手は少し前に危ないと、天城さんに向けて、危険を告げる声をあげた少女。

　リトルプリンセスと同じ陸上部に所属する、元気のいい──悪く言えば、子供っぽい少女だ。

　ぼくはあまり親しくないのだけど、彼女とリトルプリンセスが仲がいいことは知っている。

　姫那のことをヒメと呼んでいるのも、その証拠だ。

　彼女と特に親しい者の中には、リトルプリンセス──天城姫那のことを姫那ではなく、ヒメと呼ぶ者が多い。

「ごめんごめん、ギリギリまで気付かなくて」

　天城さんの言葉にそう答えたあとのこと。

　箒を剣道の竹刀しないのように構えて、その少女は宣言した。

「それじゃ、勝負再開ってことで」

「よろしい、ジュースを賭けて！」

　同じように箒を構えて、答える天城さん。

　直後、地面を蹴った二人の箒の穂ほ先さきが勢いよくぶつかり合う。

　どうやらさきほどから二人はこのように剣道のようなことをしていて、それにぼくは巻き込まれてしまったようだ。

　そこに、こら！　と、叱しつ責せきする声が響いた。

　ぼくたちのクラスも担当している、四十代前半の女国語教師の声だ。

「二人とも、何やってるの！　危ないからやめなさい！」

　当たり前だが、今は掃除の時間。

　でなくとも、箒で剣道などやっていたら、怒られるのは当然だ。

　そもそも高校生にもなってやることじゃない。

　しかも女子が──である。

　さすがに幼よう稚ちすぎるし、お転てん婆ばすぎるなんて思いながら、ぼくが立ち上がろうとしたときのことだ。

「……大丈夫？」

　そう声を掛けられた瞬間。

　世界が停止したような気がした。

「藤堂、さん……？」

　ぼくに声を掛けてくれたのは藤堂凜々菜──リトルプリンセスとは違って、心配そうな表情でぼくの顔を覗き込み、手を差し伸べてくれている。

　その手に触れていいのだろうかと戸惑いながらも、この時を逃すと二度とそんなチャンスはないかもしれないと、ぼくは藤堂さんの手に触れた。

　ドキドキと、胸が早鐘を打つ。

　細い指先をなぞるようにして触れた、柔らかな手。

　その温ぬくもりが伝わってくると同時に、藤堂さんの手の温もりとぼくの手の温もりが、一つに溶け合っていくような感じを覚えた。

「八神くん、大丈夫？」

「あっ……！」

　藤堂さんはぼくの顔を、眼鏡の向こうの瞳で、不思議そうに見つめている。

　立ち上がったあと、藤堂さんの顔を見て、ぼーっとしてしまっていたせいで、ヘンに思われてしまったようだ。

　慌あわてて我に返って、ぼくは答えた。

「あ、ありがとう。大丈夫だから……!!」

「よかった……」

　ぼくの言葉を受けて、にっこりと微笑ほほえむ藤堂さん。

　彼女の右手が、ぼくの右手から離れた直後。

　藤堂さんの背中に、別の女子の声が掛かる。

「凜々菜、ちょっといい？」

　その少女は、ぼくと藤堂さんが向かい合っている姿を見て、邪魔したかなという、ばつの悪そうな表情を浮かべながらも、言葉を続けた。

「ごめん、お話し中だった？」

　その少女は藤堂さんと同じく、ぼくの一年の時のクラスメイト。

　よく藤堂さんと一緒にいるところを見る少女だ。

　眼鏡めがねを外した時の藤堂さんにも引けを取らないくらいの美人でもある。

　二人は同じ小学校出身。

　ぼくとは違う小学校だけれど、その頃から仲がいいことは、情報として知っている。

「ううん、大丈夫。もう終わるから」

　そう答えたあとのこと。

「それじゃ、また」

　ぼくにそうひと声を掛けて、藤堂さんは、その少女の元に向かっていった。

　遠ざかっていく背中が小さくなったところで、ぼくはさっきまで藤堂さんと繋がっていた、自分の手のひらに視線を向ける。

　思い出すのは、その手の感触。

　とても柔らかくて、温かな手。

　細くてしゅっとした指先。

　天使のようで、とても優しい藤堂さん。

　ほどいた長い黒髪が揺れるととてもいい匂いがすることも、彼女が本が好きで、この学園の図書館や、近所の書店や、その書店に併設された喫きつ茶さ店てんをよく訪れていることも、ぼくは知っている。

　その時ぼくはまた、トーリさんから送られてきたメッセージのことを思い出していた。




『カズサって、好きな人いるの？』




　──いるよ。




　あの時、返信リプライしたメッセージと同じように、心の中で呟いた。




　ぼくの好きな人。

　それは少し前に、この右手で触れた少女。




　藤堂凜々菜。




　ぼくは今、彼女に恋をしている。
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　父の姿は写真でしか見たことがない。

　今のぼくと殆ほとんど変わらない年齢の父は、六畳一間の和室に置かれた仏壇の上で、いつも微笑んでいる。

　見た目も、ぼくとあまり変わらない。

　血が繋がっていることがよくわかるくらいに、よく似ていると言っても過言ではないだろう。

　どのクラスにも一人はいそうなタイプの、普通の高校生だ。

　そんな父とは正反対に、高校時代の母さんは美人そのもの。

　髪を茶色に染めて、パーマをかけている。

　ヤンキーとまではいかないが、ずいぶんとヤンチャだったことが、当時の写真から伝わってくる。

　今でも見た目はあまりかわっていない。

　そんな母さんといかにも普通の父さんが、なぜ恋人同士になれたのだろう。

　互いに高校生の年齢で恋に落ちて、ぼくをつくったのだろう。

　高校生で子供をつくるということは、世間的な常識よりも相当はやいことは、小学生の頃から理解していた。

　いったい父さんは、どんな人だったのか。

　どうして母さんは、父さんのことが好きになったのか。

　幼いながらにもそんな疑問を持っていたぼくは、何度もそれを母さんに聞いていた。

　そのたびに母さんは、父さんのことをぼくに話してくれた。

　六畳一間の和室に敷かれた、布団の中で。

　その仏壇がある和室の壁にかけられた、父さんの写真の前で。

　母さんから父さんの話を聞くたびに、頭の中で、その存在の輪りん郭かくが次し第だいに形作られていった。

　父さんと母さん。

　二人の出会いから、永遠の別れまでの物語。

　ぼくはそれを膨らまして、一つの小説を書いていった。

『蛍ほたる火び』

　母さんから、父さんの将来の夢は作家だったと聞いていた。

　父さんは文章を読むのが好きで、書くのも好きだった──と。

　どうやらそんな父さんの血が、ぼくにも流れていたようだ。

　文章を読むのも書くのも、ぼくは好きだった。

　とはいえ、自分の父さんと母さんの初めての出会いから、永遠の別れまでの物語だ。

　こんなものを書いていいのかという迷いもあったが、書き始めると、筆が止まることはなく、その衝動を止めることも出来なかった。

　どんな人だったのかずっと知りたかった父さんという存在が自分の中で動き出し、その人となりが想像の産物とはいえ形作られていくのに、興奮してしまったのもある。

　やがてぼくはそれを多くの人に読んでもらいたいと思うようにもなり、インターネット上にある小説投稿サイト『ノベルポット』に、七しち條じようカズサ名義で『蛍火』の投稿を開始。

　すぐには反応はなかったけれど、連載を続けるうちにポツポツと感想が付き始め、完結する頃には、多くの読者もついて、いい評価を受けるようになっていた。

「感動した」や「泣いた」などの感想コメントが、多くつけられているおかげか、むしろ完結してからの方が、多くの人たちが読んでくれているくらいだ。「新作希望」などというコメントもたくさん見ることが出来る。

　それに気をよくしたぼくは、その声に応えようと思い、新作に取りかかろうとしていたのだけど──。







「ぜんぜんダメだ……」

　ゴールデンウィークが明けて、少し経った頃のこと。

　学校から帰宅して、制服からＴシャツとジーパンに着替え、自室の勉強机の前に座っていたぼくは、自じ嘲ちよう気味に呟いた。

　少し前まで向かっていたノートパソコンの画面には、『ノベルポット』の執筆ページが表示されている。

　投稿欄は真っ白だ。

　パソコンの前に座っても、小説ではなく、頭をかいてばかり。

　書いては消し、書いては消しの繰り返しの状態が、ここ数日続いていた。

　仰あお向むけになって天井を見上げながら、やっぱりぼくには才能がないのだろうかなんて考えてしまうのは、『蛍火』があくまで、母さんから聞いた父さんとの話を膨らませて書いたものだからだ。

　それだけに迷うことなく書けたのかもしれないし、評判がよかったのかもしれない。

　今になって思えば作家になりたいという夢をもっていた父さんが、ぼくに憑ひよう依いしていたのではないかと思うくらいだ。

　自分が作家になれる、なれないはともかく、次回作を期待している読者フアンにはやく作品を届けたいという気持ちはあるし、自分に才能があることを、自分自身に証明したいという気持ちもある。

　しかし、ネタが浮かばない。

　少し浮かんでも、形にすることが出来ない。

　これまで読んだことのある物語にどこか似てしまうし、そこから離れようとしたら、キャラクターが動かなくなってしまう。どこか実体感がなく、ふわふわしてしまって、何も書くことが出来なくなってしまう。

　──『蛍火』は、キミの父さんや母さんの恋愛のことを書いたんだろう？　だったら、今度はキミ自身の恋愛のことを書いてみたらどうだい？

　ぼくの読者の一人でもあるネット上の友人、トーリさんに相談した結果、返ってきたアドバイスがそれだ。

（ぼく自身の恋愛、か……）

　そんなことを言われても、これまで恋愛らしい恋愛などしたことはない。

　そもそも高校二年生で、どんな恋愛が出来るというのだろう。

　……とは言っても、父さんと母さんの恋の始まりは、今のぼくと同じ年齢──高校二年の春なのだ。

『蛍火』を読んでいるトーリさんには、言い訳にならない。

　──恋愛。

　考えると同時に脳裏を過よぎったのは、藤堂さんの姿だ。

　藤堂凜々菜。

　一年の時のクラスメイトで、今は隣のクラスにいる、ぼくの好きな人。

　でも、その方面の進展はまったくない。

　同じ読書が趣味ということもあって、書店や、その書店に併設する喫茶店、図書館などで会えば話はするが、どこか藤堂さんを遠い存在に感じてしまうのは、清せい楚そで大人しい感じではあるとはいえ、美人で才さい媛えんである藤堂さんの人気は総じて高く、告白して、玉砕している男もたくさんいると聞いているからだ。

　それどころか、藤堂さんの幼おさな馴な染じみである人気者の男子──ぼくと同じクラスで、クラス長でもある柿かき内うち淳じゆん也やと、付き合っているという噂だってある。

　それだけに躊ちゆう躇ちよして、告白することが出来ていない。

　それでも告白して、玉砕してでも、次の恋愛にいくべきなのだろうか？

　いっそそれもネタになるかもしれないし、だとしたら、何か書けるかもしれない──なんて、そんなことを考えてしまうくらいだ。

　しかし、その勇気が出ない。

　今の藤堂さんとの関係を壊したくないからだ。

　少しだけでも藤堂さんと喋ることができるだけで、ぼくは幸せなのだと、そんな風に、もやもやしていると、ピンポーン！　ピンポーン！　と、家のチャイムが鳴った。

　……いったい、誰なのだろう？

　母さんが、宅配便で何か頼んでいたのだろうか？

　ぼくはベッドから上半身を起こして、玄関に向かう。

　そして、扉を開くと同時に、目を疑うことになった。

　今日の掃除の時間にぼくにぶつかってきた少女──隣のクラスのリトルプリンセスこと、天城姫那が立っていたからだ。

　学校の制服姿ではない。

　パーカーにスカートという、ラフな服装をしている。

　つまりは一度家に帰ってから、こうしてぼくの家を訪れたということのようだ。

　しかも右手には、旅行に出かけるような手て提さげカートを引いていた。

「なんであんたが出てくるのよ」

　戸惑うぼくに対していきなりの、ぶしつけな質問だ。

　しかも、上目で睨み付けられていた。

「なんでって、ここがぼくの家だからだけど」
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　それ以外、答えられない。

　帰宅部だから、この時間でも家にいる。

　それだけのことだ。

「というか、なんでリトルプリンセスが──」

　そう言った瞬間、ギロリと、睨み付けられてしまった。

　それもそうだろう。

　リトルプリンセスという呼び名は蔑べつ称しよう。

　彼女自身は、気に入っていないものなのだから。

　ぼくは慌てて言い換える。

「ええと、天城さんは、どうしてここに……？」

　ぼくとは違って、天城さんには部活もあるはずだ。

　彼女が陸上部であることを、ぼくは知っている。

　確か冬休み明けに怪我をして、入院していたけれど、まだ復帰してないのだろうか？

「用事があるからよ。冴さえ子こはいる？」

「え、母さん？　母さんはまだ、仕事中で──」

　病院にいるはずだと、答えようとしたところで、一台のバイクがアパートに近付いてくる。黒の車体に赤の模様が入った、カワサキＮＩＮＪＹＡ２５０──母さんが乗っているものだ。

「母さん！」

「冴子！」

　ぼくとリトルプリンセスの声が重なった。

　バイクの模様と同じ赤のヘルメットといい、黒いジャケットと紺色のジーンズといい、母さんであることは間違いない。

　アパートの前で、バイクが停止した。

「ごめんなさい、遅れちゃって」

　ヘルメットを外してバイクから降りた母さんは、ポニーテールにまとめたシュシュを外したあと、ぼくたちに声を掛けながら、階段を上がってくる。

　いったい、何に遅れたというのか。

　状況を理解出来ないままに、ぼくは母さんに訊ねた。

「母さん、これってどういう……」

「カズちゃんには、これから説明するわ」

　ぼくの横を擦り抜けて部屋の中に入った母さんは、リトルプリンセスに呼び掛ける。

「姫那ちゃんも入って。中で鍵を渡すから」





　　　　☆☆☆






「天城さんが、うちの隣で暮らすって──」

　ぼくと母さんと天城さんの三人は、リビングの低いテーブルを囲むようにして、カーペットの上に腰を下ろしていた。

　食卓を兼ねたテーブルは少し前まで炬こ燵たつだったものだ。

「その通りよ」

　答えた母さんは、目の前でぼくの隣に座っているリトルプリンセスこと、天城姫那に鍵を差し出した。

「でもって、さっき言ってた鍵ね」

「ありがと、冴子」

「どう致しまして」

　親しい様子で母さんから鍵を受け取る天城さん。

　そのまま母さんは言葉を続ける。

「道が混んでいてもう少し時間がかかるみたいだけど、あと少ししたら、荷物が届くはずよ。カズちゃんはお引っ越し、手伝ってあげて。わたしは病院に戻らないといけないから」

　母さん曰いわく、勤務時間はまだ終わっていないという。

　休憩時間に許可を得て一時帰宅したということのようだ。

「いや、手伝ってあげてじゃなくてさ。どうしてこういうことになったのか、事情を説明して欲しいんだけど……」

「あれ？　わたしと姫那ちゃんが病院で仲良くなったことは、前に話をしなかったっけ？」

「された憶えはあるけどさ……」

　年が明けて少しした、一月の終わりのことだ。

　天城さんは部活中の足の怪我で、二週間ほど入院することになった。

　その入院先が、母さんが看護師として勤務している病院だったこと、天城さんの担当看護師に母さんがなったことなどは、その頃に聞かされた憶えが微かすかにあった。

　一年生の時も違うクラスだったのであまり気にしていなかったが、さっき思い出した。

　ぼくの母さんと父さん──そして、天城さんの父親が高校時代の同級生だったこともあって、看護師と入院患者以上に親しくなったと言っていた。

　ただ、それだけではまったく理解することが出来ない。

「……で、それと天城さんが、うちの隣に引っ越してくることに、どういう関係があるんだよ」

「放ほう浪ろう癖へきがあるのよ」

「はい？」

　誰が？　と思ったが、どうやら、天城さんの父親のことのようだ。

　昔から放浪癖があり、今も絶賛放浪中。

　一年以上、天城さんとも会っていないし、連絡を取るのさえ、かなり難しい。

　天城さんが入院する際の手続きも、そのせいで苦労したという。

　加えて、天城さんがまだ幼い頃に、父親と母親は離婚している。

　母親とも長年、連絡を取っておらず、取ることも出来ない。

　というわけで、現在天城さんは一人暮らし。

　入院中は、家に誰もいない。

　その間に泥棒が入ったりしていないか、何か異変はないかなどなど、母さんが確認しにいっていたようだ。

　その際に母さんは天城さんが住んでいた一軒家が立ち退き要求を受けていることを知り、入院の手続きの際に知った連絡先を手がかりに、天城さんの父親に連絡を取った。

　結果、あとのことはお前に任せると言われて、このようなことになったようだ。

「このアパート、築年数はかなり経っているけれど比較的しっかりした造りだし、家や賃ちんも安いし、ちょうど隣も空いてたし、わたしという保証人もいるわけでしょ。家や主ぬしさんにも顔が利きくし、ぴったりだったってわけ」

　うふふと、笑みを浮かべる母さん。

　以上が、天城姫那がお隣さんになったことについてのあらましというわけだ。

「それにしても、すごいお父さんだな……」

　思わず出たのは、そんな言葉だった。

「芸術家みたいな人だからね」

　答えたのは、母さんである。

　それを聞いて、天城さんはどこかばつの悪そうな表情を浮かべていた。

　最初は失礼なことを言ってしまったのかと思ったけれど、その表情はどことなく、父親のことをよく思っていないような──そんな表情に、ぼくには見えた。

「ともかく、これからお隣さん同士なんだから、二人とも仲良くね」

　にこりと微笑む母さん。

　顔を見合わせたぼくと天城さんは、互いに困惑した表情を浮かべ合っていた。
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　天城さんに鍵を渡して、ぼくに事情を話し終えると、すぐに母さんは病院に戻っていった。

　入院患者たちに夕食を出す仕事があるという。

　リビングに残された、ぼくと天城さん。

　互いを探り合うような、沈黙の時間が続いていく。

　それを打ち砕いたのは、天城さんの方だ。

「部屋、見てくるから」

　そう言って、天城さんは座布団から立ち上がった。

「荷物、来たら教えて」

　ぼくは玄関に向かう天城さんに声を掛ける。

　手伝えと、母さんに言われたのだから仕方ない。

　女手一つで育ててくれている母さんに、ぼくは逆らうことが出来ないのだ。

　そこで突然、スマホの着信音が鳴り響いた。

　ぼくのものではないので、天城さんのものだろう。

　どうやらその通りだったようで、天城さんはスカートのポケットからスマホを取り出し、通話を開始する。

　すぐに通話は終了。

「もう、荷物が着くみたい」

　ならばとぼくも立ち上がり、天城さんと一緒に部屋を出る。

　向かう先は、お隣の３０３号室。

　うちが３０２号室なので、その奧の部屋。

　この階で一番、奥の部屋だ。

　天城さんが鍵を開けて扉を開くと、うちとかわらない玄関が目に映った。

　先に部屋の中へと入っていく天城さんに続いて、ぼくも部屋に足を踏み入れる。

「お邪魔します」

　当然のことながら、内装もうちとかわらなかった。

　でも、間取りは違っている。

　うちは２ＬＤＫだけれど、天城さんの部屋はワンルームだ。

「ここが、今日からわたしが暮らす部屋……」

　ぐるりと何もない部屋を見回して、天城さんは呟いた。

　部屋自体は、ぼくにあてられている一部屋よりも少し広い。

　うちのリビングと同じくらいで、十じゆう帖じようほどだろうか。

　一時的な一人暮らしと考えれば、何も問題はないどころか、充分すぎる広さだ。

「電気、つくのかな……？」

　すでに夕暮れ。

　家の中は少し暗い。

「電気とかガスとか水道の手続きは終わってるって、冴子は言ってたわ」

「あ、ほんとだ」

　部屋の入り口近くのスイッチを押してみると、あらかじめ天井に取り付けられていた電灯が光を放った。

　続いてピンポーン！　と、部屋のチャイムが音を立てる。

　どうやら、荷物が届いたようだ。

　玄関の近くにいたぼくが扉を開く。

　それと同時に、

「え……？」

　目の前に現れた中肉中背のおじさんを見て、ぼくは驚いてしまう。

　母さんの親しん戚せきの、建築会社の社長さんだったからだ。

　どうしておじさんがと聞いてみると、母さんに頼まれて、引っ越しの手伝いをすることになったと教えてくれた。

　その部下たちも母さんの頼みならと、協力してくれたようだ。

　さすが母さん。

　魔ま性しようの女である。

（というか、来るのがおじさんなら、先に言っておいてくれよ）

　相変わらず、言葉足らずの母さんだとぼくが内心でぼやいているうちに、おじさんたちはあっという間に建築会社のトラックからベッドや洗濯機や本棚、冷蔵庫など、大物家具や家電を、天城さんの部屋の中へと運び込んでいく。

　ぼくはといえば、天城さんがおじさんたちから訊ねられて、丁寧に荷物の置き場を指示している姿を見ていることしか出来なかった。

　それが終わったあとのこと。

「ワンルームの新居に男女二人。なんだか新婚さんみたいだな」なんて、ぼくはおじさんにからかわれてしまった。

　それに対して、ぼくは苦笑しか返せない。

　ぼくの父さんと母さんのこともあるし、正直、笑えない冗談だ。

　なんにしろ、荷物の運び込みはこれにて終了。

「あとはお前が手伝ってやれ」と言い残して、手伝いの若者二人と共に、おじさんは帰っていった。




（手伝ってやれって言われてもな……）

　二人きりになった室内を、ぼくは見回した。

　大きな家具や家電、荷物などは、すでに姫那が定めた位置に置かれている。あまり荷物は持ってきていないようで、ダンボール箱もそれほど数がない。

　そんな中で何かぼくに出来ることはないだろうかと考えたところで目についたのは、窓際に置かれているピンクとベージュのチェック柄のカーテンだ。

「それ、つけてやろうか？」

　そう声を掛けたのは、天城さんは背が低いので、カーテンをつけるのは大変だろうと思ったからだ。

「そうね、お願いしていいかしら」

　姫那の言葉を受けて、ぼくは作業を開始する。

　最初から窓の上部にカーテンレールはついていたし、カーテンにもフックがついていたので、背伸びをするだけで簡単に取り付けることができる。

　なんだか同じ学校に通う女子の家でこうした作業をするのは、学園祭みたいな気分だ。

「これでオッケー……っと。どうだ、完璧だろ？」

「まあ、いいんじゃないかしら」

「他に何かやることはないか？」

「うーん、特にやってもらいたいことは、もう何もないけど」

「そっか……。それじゃ、ぼくは──」

　やるべきことは最低限はやったし、これで問題はないだろう。

　なので、自分の部屋に戻ると言おうとしたところで、カーテンをつけている間に姫那が開あけたダンボールのうちの一つに、ぼくは視線を奪われてしまった。

　本が入っている。

　その中でも、ぼくの目は一冊の本──真しん城じよう翔しよう一いちの本に、釘付けになってしまう。

「これって……」

　真城翔一は、かなり有名な人気作家だ。

　とはいえ、大人の恋愛を描く作家で、濡れ場なども多く、読者層は中高年の男性。

　女子高生が読むものではない。

　そんな真城翔一の本を、なぜ天城さんが持っているのだろう？

　疑問に思いながら手に取ると、

「ちょ、何見てるの!?　それは、ダメっ!!」

　突然、天城さんが飛びかかってきて、ぼくから本を取り上げようとした。

　それによって、ぼくの身体のバランスは崩れてしまって──。

「うわっ!?」

「きゃっ!?」

　ぼくは天城さんに押し倒されてしまった。

　つまりは、ぼくの上に天城さんが乗っているような状態ということだ。

　それでも、重くない。

　小さいだけあって、とても軽い身体。

　でも、柔らかくて、いい匂いがして──。

（って、ドキドキしてる場合じゃない……！）

　とりあえずぼくは大丈夫だけど、天城さんはどうだろう？

　なによりはやく離れてもらわないと、男として大事なトコロが、大変なことになってしまいそうだ。

　慌てて、ぼくは天城さんに声を掛ける。

「だ、大丈夫か……？」

「たたた……って──」

　ぼくの声掛けによって、自分が置かれている状況に気付いたようだ。

　はっとなった天城さんは、一瞬にして顔を真っ赤にしたあと、床を這はうようにしながら、ぼくから離れていった。

　そして落ちていた本を拾い上げ、座ったまま、大切なものであるように、両腕で抱きしめる。

「今の本のことは忘れて！　いい？」

　ぼくに背中を向けたまま、首だけで振り返って叫ぶ天城さん。

「わ、わかったよ！　それじゃ、ぼくは部屋に戻るから！」

　ドキドキと心臓が早鐘を打つ中で、焦るように、ぼくは天城さんの部屋を飛び出した。
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「あー、ドキドキした……」

　廊下に飛び出したぼくは天城さんの部屋の扉に背中を預けて、高鳴る鼓こ動どうを抑えるように、左胸に手をあてていた。

　まさかあんな風に天城さんと、身体をくっつけ合うことになるなんて──。

　それから自分の部屋に向かって、ベッドに寝転がる。

　すると、すぐに違和感を覚えることになった。

（なんだ、この匂い……？）

　くんくんと自分の服を嗅ぐと、先ほど感じた匂いがした。

　──天城さんの匂いだ。

　どうやら、ほんの僅かな間の出来事だったというのに、甘い、少女特有の匂いが、服に染み付いてしまったようだ。

　それを感じると同時に、その身体の柔らかさも呼び起こされてしまう。

　同時に思い出したのは、そのような状況になった原因である、真城翔一の本のことだ。

（なんであんな本が、天城さんの家にあったんだろう？）

　かなり縁遠そうな感じがするけれど、真城翔一の本に書かれているような内容に、天城さんは興味があるということなのだろうか？

　真城翔一の本ならば、二人、絡まりあって床に倒れたら、間違いなくそのまま──なんて、妄想が加速して、下半身がムズムズとしてきてしまった。

　やがては机の上に置いてあるティッシュの箱に、目が行ってしまう。

（──って、何を考えてるんだ、ぼくは……！）

　ぶんぶんと、首を左右に振りながら、妄想を振り払う。

　ぼくが好きなのは、藤堂さんなんだ。

　別の女の子にドキドキするなんて。

　劣情を催すなんて、あってはならないことだ。

　自分にそう言い聞かせていると──。

「うわっ!?」

　枕元に置いてあったスマホが音を立てた。

　電話の着信だ。

　びくっとしながらも手に取って、画面を確認する。

　そこには母さんの名前が表示されていた。

「母さん、どうしたの？」

　電話に出ると同時に問いかける。

『あ、一冴？　一つ言い忘れてたんだけど……姫那ちゃん、そこにいる？』

「いないよ。引っ越しの手伝いはもう終わって、家に戻っててさ。そろそろ、夕食の準備しようかなって」

『それなら、ちょうどよかったわ。今晩は姫那ちゃんの歓迎会するから、声を掛けておいてくれないかしら？　こっちは今、仕事が終わったところでさ。これからいろいろ買って帰るところなの。だから、準備はいらないわよ。それじゃ、よろしくね！』

「…………」

　通話が切れたスマホを、ぼくは数秒の間、じっと見つめていた。

（これからまた、あいつのところにいくのか……）

　さっきのことがあっただけに、なんだか顔を合わせ辛い。

　それでもはやく、母さんからの言づてを伝えた方がいいだろう。

　なにせもう、時計の針は午後七時を回っている。

　普通ならば、夕食の時間だ。

　食べにいくか、買いにいくかしていても、おかしくはないだろう。

　なのですぐにぼくは隣の部屋に向かって、チャイムを押した。

　ピンポーン、ピンポーン……

　チャイムは鳴るが、反応はない。

　もう出掛けてしまったのだろうか？

　母さんからの電話は遅かったというわけだ。

　さて、どうしたものか──

「──って……」

　ドアノブに手を掛けると、扉が開いた。

「鍵、掛けてないのか……？」

　ガチャリとドアを開けたところで、ぼくは目を疑うことになる。

　入り口近くにあるお風呂場から、天城さんがタオルで頭を拭ふきながら出てきたからだ。

　タオル以外は裸の状態で、である。

「え……？」

「え……？」

　ぼくと天城さんの声が重なった。

　細い手足。

　胸元も、それほど膨らみはない。

　とはいえ、目に映る天城さんの身体の曲線は、女の子そのもので、

「な、なななな、なんであんたがここにいるのよっ！」

　ぼくのことに気付くなり顔を真っ赤にした天城さんは、焦りながらも、タオルで胸や下半身など、女の子特有のドキドキポジションを隠して、お風呂場に駆け戻りながら叫んだ。

「ええと、母さんからの言こと伝づてがあって！」

「だからって、勝手に他ひ人との家に入らないでよっ！」

「──痛てッ!?」

　顔にぶつかったのは、洗面器だ。

　もちろん、天城さんが投げたものだ。

「はやく出て行って！　冴子からの話は、あとで聞くから！」
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「まさか、シャワーを浴びているなんてな……」

　あんな状況に出くわすことになるなんて、考えてもいなかった。

　それにしても、困ったものだ。

　部屋に戻って再びベッドに寝転がっても、天城さんの裸が頭から離れない。

　濡れた髪が色っぽかったし、少し前に触れた身体──その感触すらも、リアルに想像出来てしまう。

　押し倒されてしまった時に覚えた香りや感触との合わせ技で妄想が加速し、その先へと突き抜けてしまいそうになるほどだ。

（ダメだ、ダメだ！　こんなこと考えてちゃ！）

　とりあえずゲームでもして落ち着こうと、ぼくはソシャゲを起動して、周回を開始。

　無心で異世界ファンタジーゲーム『フェアリーズクエスト』の、デイリーミッションを消化していく。

　スタミナが切れて、やることがなくなるまでの時間は、ちょうど十分くらい。

　それでもまだ、チャイムが鳴ることはない。

（……って、話はあとで聞くと言っていたけれど、家に来るとは言っていなかったっけ……？）

　だとしたら、そろそろこちらから話にいくべきなのだろうか──などと迷っていると、ピンポーンと、チャイムが鳴り響いた。

　母さんならば、チャイムは鳴らさないはずだ。

　なので、天城さんに違いない。

　玄関に向かって扉を開けると、予想通り天城さんだった。

　さっきとは違って、もちろんちゃんと服を着ている。

　ただ、その頰と言えば、脳裏に焼き付いてしまった記憶と同じように、仄ほのかなピンク色に染まっていた。

「ええと……」

　どう声を掛けたらいいのかぼくが迷っていると、立て続けに声を掛けられる。

「その、荷物、開けてて……汗、かいたから……シャワー浴びてたの！　それで、チャイム、聞こえなくて……！」

「あ、うん……。こっちこそ、勝手に扉、開けてごめん……」

　言い訳のような状況説明に対して、謝罪した直後のことだ。

「あら、ちょうどよかったみたいね」と聞こえて来た声があった。

　母さんだ。

　声の方に視線を向けると、半径三十センチくらいの大きなＵＦＯ型のトレイが入っている袋を持った、母さんの姿があった。

　その袋をぼくたちに見せつけるように持ち上げて、母さんは続ける。

「これ、パーティ用のオードブルセットなの。病院でもお祝いごとがあるときに使っているお惣そう菜ざい屋やさんのでね。とても人気なのよ。わたしは着替えてくるから、カズちゃんが開けて、準備をしておいて」

　ぼくにその袋を渡した母さんは、今にも鼻歌を歌いだしそうなくらいに上機嫌な様子で、家の中へと入っていった。

「話って、このことだったの？」

　ぼくが両腕で受け取った袋に視線を向けながら、小声で訊ねてくる天城さん。

「うん」

　頷いて、ぼくは続ける。

「夕飯、まだ食べてないよな？」

「だから、問題ないけど……」

　ぼくから視線を逸らす天城さん。

「とりあえず、さっきのことは忘れて」

　照れくさそうに頰を染めながらお願いされたせいだろうか。

　濡れそぼった天城さんの姿が、再び脳裏に蘇ってしまう。

「……わかった？」

「わ、わかった……！」

　ギロリと睨み付けられたぼくは、慌ててその姿を振り払って答えた。

　すると、ラフな室内着というか、ほぼ下着姿といってもいい、いつもの姿に着替えを終えた母さんが、玄関で話を続けていたぼくたちをリビングから覗き込むようにして、声を掛けてくる。

「あなたたち、そんなところで何を話してるの？　歓迎パーティの準備も出来てないし。母さん、お腹すいちゃったわ。はやくこっちに来て、パーティを始めましょう」
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　母さんに呼ばれるがままにリビングへと移動して、ぼくは食卓の上に、オードブルセットを取り出した。

　母さんが置いたものなのだろう、すでにテーブルの上には、数本のビールの缶と、ウーロン茶のペットボトル──そして、三つのグラスとお皿が置かれている。

　パーティの準備は、もう終わっているようなものだ。

「ほら、姫那ちゃんはそこに座って」

　言われた通り、母さんが置いた座布団の上に座る天城さん。

　ぼくや母さんも座って、三人で卓袱ちやぶ台だいを囲む形になった。

　すると「はいどうぞ」と、母さんが二つのグラスにウーロン茶を注いで、ぼくたちの前に差し出してくれる。

　続けて母さんは３５０[image: ]のビールの缶を手に取り、プシャッと音をたてて開けて、トポトポと自分の目の前のグラスに注いでいった。

　そのグラスを持ち上げて、

「準備が整ったところで、歓迎パーティを始めましょうか。それじゃ、姫那ちゃん、これからもよろしく！」

　母さんに続いて、ぼくと天城さんも、ウーロン茶の入ったグラスを持ち上げる。

「カンパイ！」

　そんな母さんの掛け声に続いてぼくが──続けて天城さんが、「カンパイ」と声をあげた。

　三つのグラスがぶつかりあい、カチンと音を立てる。

　そのまま母さんはごくごくと、ビールを喉に流し込んでいった。

「ぷはぁあぁあ……っ！　生き返るわーっ。一日の疲れが取れるー、って……」

　勢いよくビールを飲み干していく母さん。

　その姿をじっと見ていたぼくたちに、母さんは不思議そうに目を細めて声を掛けてくる。

「二人とも、わたしのことなんて気にしなくていいから、はやく好きなものを食べなさい。引っ越しの作業でたくさん動いて、お腹が空すいてるでしょ？」

「あ、うん」

「そうね」

　互いに警戒した様子だったぼくたちは、母さんに背中を押されるようにして、箸はしを手に取った。

「それじゃ、いただきます」

「いただきます」

　続けて声をあげて、ぼくと天城さんは、からあげや春巻きなどに箸を伸ばして食べ始める。

　母さんもだ。

「ここのからあげ、本当に美味しいのよ。姫那ちゃん、たくさん食べてね」

「うん、わかった」

　答えて、からあげを口に運ぶ天城さん。

「あ、本当に美味しい♡」

「でしょ？　いーっぱい食べていいわよ。カズちゃんも、食べなさいよ？」

「わかってるし、食べてるって……」

　ぼくはおかずを目の前のお皿に載せて、もくもくと食事を続けていく。

　そんな中で、姫那が声をあげた。

「あ、冴子。グラス空いてる。注ごうか？」

「いいのよ、気にしなくて」

　そう言って、雑に手酌でグラスに注いだビールをぐびぐびと飲み干したあとのこと。

　食卓の上にグラスをカタンと打ち付けるようにして、母さんは不満げに言葉を漏らした。

「それよりね、母さんは二人が、楽しく喋ってくれた方が、嬉しいんだけど？」

　半はん眼がんで睨み付けられて、ぼくと天城さんは、言葉を失ってしまう。

　どうやら母さんは、ぼくと天城さんが黙りこくって食事をしているだけなのが、気になっていたようだ。

　もちろん、天城さんと喋りたくないというわけじゃない。

　事故のような接触を二度も繰り返してしまったこともあって、ちょっと喋りにくいというのもあって、どう話を切り出していいのか困っていたというのが、正直なところだ。

　こうして母さんが間に入ってくれたことで話しやすくなったなんて、思ったところだったのだけど──。

「なっ!?」

「ちょっと母さん、何をして……！」

　続けるようにして、ぼくと姫那は驚きの声をあげた。

　なぜなら立ち上がった母さんがぼくたちの背後に回り、左腕で天城さんを──右腕でぼくを、抱きかかえてきたからだ。

　それでぼくたち二人の距離は、物理的に接近することになってしまう。

「これからお隣さん同士なんだから、仲良くしないとダメよ？　ね？」

　とびきりの笑顔をぼくと天城さんに向けて、諭さとすように言い聞かせる母さん。

「わ、わかった」

「そうする……」

　母さんに逆らうことは出来ず、ぼくと姫那はただ素直に頷うなずくことしか出来なかった。

「だったら、名前で呼び合って」

「え？」

　思わず姫那の方を見たぼくに、更に母さんは声を掛けてくる。

「その方が、仲良くなれる気がするでしょ？」

「でも、それは……」

「いいわよ」

　ぼくが戸惑っていると、天城さんが答えた。

「天城さんって呼ばれるの、あんまり慣れてないし。こそばゆいし」

「それなら、姫那でいいの？」

「……いいわよ、別に」

「じゃあ、ぼくのことは一冴でいいよ」

「なら、そう呼ばせてもらうわ」

「それで、よし」

　母さんはパンッと、ぼくたちの背中を叩いた。

　とても満足げな様子だ。

　それでようやく、ぼくと姫那は解放されることになった。

　続けて母さんは、思いついたように胸の前で両手を重ねる。

　パチンと、高い音が室内に響き渡った。

「そうだ！　姫那ちゃん、よかったら、毎日ご飯、食べに来てもいいわよ！　一人で食べると寂しいと思うし、わたしも家族が増えたみたいで嬉しいし！　すぐ来れるわけだしね」

「……あ、うん。時々、そうする」

「やったー、嬉しい！」

　再び、天城さん──もとい、姫那に抱きつく母さん。

　姫那は困った表情を浮かべていた。

　こんなリトルプリンセスを見るのは初めてのことだ。

　すると、ぼくの耳元に顔を近付けて、姫那が小声で囁ささやいてくる。

「もしかして冴子、かなり酔よってない？」

「うん」

　実際、その通りだ。

「お酒は好きだけど、強いわけじゃないんだ」

　なので、酔うのもはやい。

　ビール二本飲んだだけでベロベロだ。

「病院での冴子とは、ぜんぜん違うのね……」

「お酒を飲んだ時は、よくそう言われてるみたい」

　ぼく自身、母さんが働いてる姿は殆ど見たことがない。

　でも、病院での評判がとてもいいことは、いろんな人から聞いていて知っている。

　姫那の反応も、それとほぼ変わらない。

　なんにしろ母さんのおかげで、こうしてリトルプリンセスこと天城姫那と、少しだが打ち解けて話が出来ている。

　これからのことを考えても、それは、とてもありがたいことだった。




　それからもぼくたちは食事を続けて──。

　やがてはオードブルセットを全て平らげ、パーティも終了という雰囲気になっていた。




「うー、もうダメ……。ちょっと横になる……」

　三本目のビールを飲み干したところで、母さんに限界が訪れてしまったようだ。

　ごろりと、カーペットの上に寝転がってしまう。

　こうなったら自分で起き上がることは、酔いが醒さめるまではまずない。

（まったく、母さんってば……）

　これ以上、母さんのはしたない姿は見せられないと、ぼくは姫那にパーティの終わりを告げた。

「母さんはもうダメみたいだし、これでお開きにしよう。いい時間だし、お前には朝練だってあるだろ？」

　時計は夜の九時を回っている。

　毎朝、陸上部が練習をしているのを見ているし、そろそろ寝る時間だろうと思ってのことだ。

「それは、そうなんだけど……。その前に、ちょっといい？　二人だけで、話したいことがあるの。ほんの少しだけだから。付き合ってくれないかしら？」

　立ち上がる姫那。

　ぼくに拒否権はないようだ。

「ああ、わかったけど」

　いったいなんだろうと思いながらも、ぼくも立ち上がる。

「それじゃ、冴子。ご飯、ありがとう。わたし、部屋に戻るから。おやすみ」

「うん、おやすみー。姫那ちゃんまたねー……って、うぇ……」

　起き上がって手を振ろうとした母さんだったけれど、吐き気を催してしまったようだ。口元を押さえて、再び崩れ落ちてしまう。

　その姿を見て、大丈夫なのだろうかと気になりながらも、ぼくは姫那と共に家を出た。





　　　　☆☆☆






「……冴子、大丈夫なのかしら？」

　吹きさらしの共用廊下に出た途端、姫那が訊ねてくる。

　吐きかけた姿を見たのだから、気になって当然だ。

「まあ、いつものことだから」

　苦笑しながらぼくは答える。

　たぶん、大丈夫だと思う。

　たぶん、だけど……。

「それで、話ってなんなんだ？」

　春になってからかなり経つとはいえ、外はまだ少し肌寒い。

　話をはやくすませた方がいいと思って、さっそくぼくは切り出した。

「隣同士のこと」

　ぼくから視線を逸そらして、少し照れたような表情で姫那は続ける。

「……学校では、秘密にしてくれるかしら？」

　まさか、リトルプリンセスからそんなことを言われるなんて──。

　ぽかんとしていたぼくを不ふ審しんがるように睨み付けながら、リトルプリンセスが念をおしてくる。

「ねえ、聞こえてた？　学校では、秘密──わかったかしら？」

「いや、その……」

「なによ？　聞こえてなかったの？」

「そうじゃなくて、そんなこと、気にするタイプだったんだな……」

　素直な気持ちをぼくは告げた。

　他人にどう思われるとか、そういうことを、リトルプリンセスは気にしないタイプだと思っていたからだ。

「な、なによ、それ！　あんただって、わたしとヘンな噂が立ったら困るでしょ！　普通は困るわよねっ！」

　顔を真っ赤にして叫ぶ、リトルプリンセス。

「あ、そうだね。困る、かも……」

　確かにその通りではある。

　藤堂さんにヘンな誤解をされたくはない。

　それは絶対のことだ。

「だったら、秘密にして。喋り掛けてきたりするのもダメだから。あと、学校で姫那とも呼ばないで。誤解の温おん床しようになるのは間違いないもの」

「やっぱり姫那じゃなくて、普段も天城さんって呼んだ方がいいいのか？」

　さっき姫那と呼んでいいと言ったのは、あくまで母さんの前だから──。

　これからも母さんの前以外では、ちゃんと天城さんと呼ぶべきなのかと思ったのだけど……。

「天城さんって呼ばれるのがこそばゆいのは本当のことよ。仰ぎよう々ぎようしい苗みよう字じだし。別にあんたがわたしのことを何と呼ぼうと構わないわ。リトルプリンセス以外ならね。ただ、学校でだけは姫那はやめてってこと……わかった？」

「だったら、姫那でいいか？」

「なんでもいいわよ。学校以外ならね」

　なんにしろ、学校で必要以上に親しくしないことは、ぼくにとってもありがたい話なのだ。異論を唱となえる必要なんてない。

「なら、そうするよ。おやすみ」

「おやすみ」

　おやすみの挨拶をぼくに返したあと。

　姫那はそっけない態度で、自分の部屋に入っていった。

　ばたんと閉じられた扉を見つめながら、ぼくは思う。

（やっぱり、リトルプリンセスって呼ばれるのは、嫌なんだな……）

　それにしてもヘンなことになったと思いながら、ぼくは家に戻った。





　　　　☆☆☆






「……って……」

　リビングに戻ると、先程と変わらず、横になっている母さんの姿が目に入った。

　すでに寝息もたてていて、とても気持ちよさそうだ。

　でも、こんなところで肌を露出して眠っていたら、風邪を引いてしまうだろう。

　外に出た時に感じた通り、春が過ぎようとしているとはいえ、まだ少し肌寒いのだ。

　なのでまずは母さんの部屋に向かい、布団ふとんを敷しいてあげることにした。

　酔っ払った母さんの世話をするのは、いつものことだ。

　ちなみにだけれど、ぼくの部屋と違って母さんの部屋は和室で、しかもベッドではなく、畳たたみの上に敷いた布団で寝ている。

　昔からそうだったので、その方が性しように合うらしい。

　なのでぼくはいつも通り布団を敷いていく。

　それが終わったあとのこと。

　リビングに戻って、相変わらずの状態の母さんの身体を揺すりながら声を掛けた。

「母さん、起きてってば」

「んん……カズちゃん？」

「そうだよ、一冴だよ」

「カズちゃんっ!!」

「うわっ!?」

　いきなり母さんに抱きつかれて、ぼくはカーペットの上に押し倒されてしまった。

　上に乗られて、マウントを取られているような状態だ。

「母さん、何を……」

「ねえ、カズちゃん──」

　目の前にある火ほ照てった顔。

　じっとぼくの目を見つめたまま、母さんは言葉を続けていく。

「姫那ちゃんと、なにを話してたの？　さっきも言ったけれど、仲良くしなきゃダメよー？　そうしてくれたら、母さん、とっても嬉しいんだから♡」

「……そんなの、わかってるって」

　目を逸そらしながら、ぼくは答える。

「ちゃんと、仲良くするからさ」

「よしよし♪」

　ぼくの返事を聞いた母さんは、両腕で抱えるようにしてぼくの頭を撫なでたあと、頰ずりまでしてきた。

「カズちゃんは、ほんといい子ねー♡」

「ちょっ、母さんっ……！　苦しいって……！」

　照れくさくて仕方がないし、酒臭くもある。

　なので両手で母さんを押しのけるようにして強引に離れて、ぼくは立ち上がった。

　すると母さんは上半身を起こして、ぷーっと、子供のように頰を膨らませる。

「カズちゃんったら、いけずなんだからー」

「いや、いけずとかじゃなくてさ……」

　ため息一つ吐ついたぼくは、まだカーペットの上に座ったままの状態の母さんに手を伸ばした。

「もう布団は敷いてあるから、移動しよう。ここで寝てたら、風邪ひいちゃうし」

「なら、だっこ！」

　ぼくの片手を摑むことなく、母さんが両腕を伸ばしてきた。

「カズちゃん、だっこ！　でないと、移動しないから！」

「はいはい、わかったよ」

　こうなったら仕方ない。

　そうしないと、母さんが絶対に動かないことをぼくは知っている。

　だからお姫さまだっこのような形で母さんを両腕で抱えて部屋を移動し、敷き布団の上に寝かしつけた。

　そして掛け布団を被せて、声を掛ける。

「おやすみ、母さん」

　返事はない。

　すでに母さんは、再び寝息を立てていた。

　続けて、仏壇の近くの壁にかけられている父さんの写真にも、ぼくは声を掛ける。

「父さんも、おやすみ」




　それからぼくはお風呂に入り──。

　自分の部屋に移動して、ベッドに寝転がった。




　天井を見上げながら思い返すのは、今日一日のことだ。

　母さんが再婚するんじゃないかとか、その相手に連れ子がいて、義理の姉や妹が出来るんじゃないかとか、この家で同居をすることになるんじゃないかなんて、そんなシチュエーションを想像したことがないといえば噓になる。

　夕食を兼ねた姫那の歓迎パーティの時に母さんが言っていた通り、幼い頃に妹が欲しいと言ったことはあるし、中学生くらいの年齢になってからは、もしかしたらそんなことが起きるんじゃないかなんて、現実的に考えたこともあった。

　年齢の割に母さんが若く見えることも、綺麗でモテるということも、理解していたからだ。

　とはいえ、こんな形で同じ学校に通う、同学年の少女が隣に引っ越して来るなんてシチュエーションは、想像したことがなかった。

　というか、出来るわけがないだろう。

　こんなこと、普通は起きることじゃない。

　それに、あくまでお隣さんなのだ。

　同居でもないし、家族になるわけでもない。

　あえて言うなら、遅れてきた幼馴染み……というところだろうか。

「なんだよ、それ」

　遅れてきた幼馴染み。

　自分で考えておきながらも苦笑してしまうほどに、ヘンな譬たとえだと思う。

　なんにしろ、ぼくの生活は、それほど変わることはないはずだ。

　でも、これはこれで何か小説のネタになるんじゃないか──なんて、考えている自分もどこかにいた。

　今は何も書けなくて、マイナスの状態なのだ。

　なにが起きても、プラスでしかないだろう。

　そう考えながらぼくは、今日起きたことを、ノートパソコンに打ち込んでいく。

　こうして父さんみたいに日記を書くのも、ぼくの日常だ。

　ある意味、ネタ帳のようなものと言えるだろう。

　それが終わったあとのこと。

　ぼくはベッドに移動して、眠くなるまで本を読むことにした。

　これもまた、ぼくの日課だ。

　本に挟まれている栞しおりは、大好きな藤堂さんからもらった、四つ葉のクローバーが押し花になっているものだ。

　そのうち眠気が襲ってきたので、ぼくは栞をそっと挟んで本を閉じ、電気を消して、眠りの世界へと落ちていった。
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　キーンコーンカーンコーン……。

　授業の終わりを告げる鐘かねの音ねと共に、なんとか今日一日、乗り切ることが出来たと、ぼくはほっとした。

　同じクラスではないとはいえ、朝から何度も姫ひめ那なとすれ違うことがあった。

　登校中に授業中、掃除の時間などもだ。

　何度か視線がぶつかることもあったけれど、すぐに姫那の方から逸そらされてしまったし、自分からも逸らそうとした。

　昨日の夜にした、二人の約束を守るためだ。

　もちろん、言葉をかわすこともない。

　よって、二人の間に生まれた秘密を、他の誰かに覚さとられることもなかったはずだ。

　帰宅準備を整えて、教室を出る。

　隣のクラスの前を通る際に、意識しすぎて教室の中に視線を向けてしまったが、姫那の姿を見ることは出来なかった。

　すでに部活に向かったのだろう。

　帰宅部のぼくは、これから家に帰るだけだと思っていたのだけど、

「カズサ、ちょっと待ってくれ」

　背中に声を掛けられてしまった。

　ツンツン頭のクラスメイト代よ々よ木ぎ陸りくだ。

　中学からの腐れ縁。

　趣味の合う友人であり、クラスメイト。

　ぼくが『ノベルポット』で小説を書いていることを知っている、数少ない一人でもある。

　振り返ると、陸の隣に小さな身体で大きなおっぱい──そして、二房の三つ編みをぶらさげた、少しオシャレな眼鏡をかけている少女、桜さくら木ぎめるるの姿もあった。

　同じ中学に通っていて、ぼくや陸と一緒のクラスだった時もあったが、今は姫那や藤とう堂どうさんと同じ、隣のクラスだ。

　そしてなんと陸の彼女であり、ドがつくほどのオタクでもある。

　ぼくや陸もどちらかといえばオタク寄りだけど、比べものにならない。

　同人作家であり、コスプレイヤーでもあるめるるも、ぼくが『ノベルポット』で小説を書いていることを知っている、数少ない一人だ。

「いったい、何の用だっていうんだ？」

　ぼくは陸とめるるに訊たずねた。

「これから一緒に『バトソル』やらないかなって」

　答えためるるは、ポケットから取り出したスマホをぼくに見せつけ、ウインクをする。

「『バトソル』か……」

『バトソル』というのは今巷ちまたで流は行やっている、ラストスタンディング型のバトルロイヤルゲーム、『バトルソルジャーズ』の略称だ。

　一つの島に集った百人の兵士が殺し合うゲームで、陸とめるるは四人でチームを組んでの、スクワッド戦をプレイしたいという。

「……ってことで、俺たち三人と、お前のネットの知りあいで上手いやつ前にいたろ？　確か──」

「トーリさんのこと？」

「そうそう、トーリさん。今、プレイ出来るか聞けるか？　出来るなら、これからうちの部室に行ってプレイしようぜ」

　うちの部室とは、陸とめるるが所属しているコンピュータ研の部室のことだ。

　二人以外にも部員はいるが、いわゆる幽霊部員というやつで、まず出てくることがない。

　よって部室は、陸とめるるのたまり場のようになっている。

　ぼくは部員ではないとはいえ、たまに部室に顔を出して、二人と一緒にゲームをプレイしていた。

　今のところ他の部員とは会ったこともないし、誰かに文句を言われたこともない。

「トーリさんは音声通信しないタイプだけど、それでも構わないよな？」

「構わねえよ。前だって、それでも重要な戦力だっただろ」

　陸の言う通りだった。

　トーリさんはぼくと趣味が合うだけでなく、ゲームもめちゃくちゃ上手い。

　ＲＩＮＧリングというメッセージアプリを使ってスマホからメッセージを送ってみると、すぐにトーリさんからの返信リプライがあった。

　十八時から用事があるけれど、それまでならオッケーとのことだ。

　時間的に考えると、二、三ゲームはプレイ出来るだろう。

　ということで、十五分後を目め処どにゲームをスタートすることをトーリさんと約束して、ぼくは陸とめるると共に、コンピュータ研の部室に向かった。
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　コンピュータ研の部室は、ぼくたち二年生の教室があるＡ棟ではなく、Ｂ棟にある。

　そのＢ棟に入る直前のこと。

　ぼくはグラウンドのトラックで、位置についているポニーテール姿の姫那に目を奪われた。

　姫那と同じ陸上部のユニフォームを身につけ、ストップウオッチを持っている一人の少女の「よーい、スタート！」の掛け声を受けて、これまた同じユニフォームに身を包んだ女子部員三名と共に、スタートを切る。

　あっという間に、姫那は独走態勢に入っていく。

　少し前まで足を怪我していたなんて思えない走りだ。

「カズサっち、そんなところにぼーっと突っ立って、何見てんのさ？」

　先を歩いていためるるが立ち止まり、呆あきれたように声を掛けてくる。

「あ、悪い」

　自分が棒立ちになっていることに気付いたぼくは、足を止めて振り返っていた二人に追いつこうと歩き出す。

　すると、陸が気付いたように声をあげた。

「そうか、一冴が見てたのはあれか」

　その視線は、さっきまでぼくが見ていたグラウンドへと向けられている。

「ん、なになに？」

　続けてめるるも、グラウンドに視線を向けた。

　そこで見ることが出来るのは、トラックを走っている陸上部の女子部員たちの姿だ。

　すでに二周目のトラックだが、姫那は更に後続を引き離していく。

　そんな彼女に、めるると陸も注目をしたようだ。

「圧倒的大差だねえ」

　めるるの言う通りだった。

　姫那が圧倒的な差をつけて、一番でゴールラインを駆け抜ける。

　二秒ほど遅れて、次の女子部員がゴール。

　更に一秒ほど遅れて、三番目、四番目の女子部員たちが次々にゴールしていく。

　すでに姫那はスタートの掛け声をあげた、ゴール地点に立っていた女子部員と、話を始めている。

　どうやら、タイムを聞いているようだ。

　その姿をじっと見ていると、からかうようにめるるが訊たずねてくる。

「もしかしてカズサっち、リトルプリンセスに恋しちゃったり？」

「なっ、何言ってるんだよ、そういうのじゃないって！」

「え、そう？　なんか、じーっと見てたし、怪しいなーって思ったんだけど」

「それは、もう走れるようになったんだなって思ってさ。気になって、見ちゃったんだよ。確か、怪け我がしてただろ？」

「ああ、そういうこと。一年の最後、入院してたもんね」

「そういやそうか。退院してから、まだ三ヶ月くらいだっけ？　あんなに走れるようになるもんなんだな」

　めるるに続いて、陸もぼくの言い分を聞いて、納得してくれたようだ。

　そんなやり取りをしていた、ぼくたちの声や、視線に気付いたのかもしれない。

　姫那の鋭い視線が、ぼくたちに向けられる。

　なんでわたしのことを見ているの。

　あっちに行けと言っているように思えるものだ。

「うわ、怖ッ！　なんかめっちゃ睨み付けられてるし！」

　めるるが声をあげる。

　続けて、陸が言った。

「一かず冴さがエロい目で見てたの、バレたんじゃねえか？」

「なんだよ、それ……」

「ほら、陸上部のユニフォームってエロいじゃん。露出多いし」

「走ってたら、おっぱいもぽよんぽよんって揺れるしね！」

　そう言って、自分の胸をアピールするめるる。

　制服の上からわかるくらいに、めるるのおっぱいは大きい。

　身長は低めなだけに、ロリ巨乳体型と評しても過言ではないだろう。

「何言ってるんだよ……。確かにめるるの胸だと揺れるかもしれないけど、リトルプリンセスの胸じゃ、揺れな──」

　そこまで言ったところで、昨日見た、シャワーあがりのリトルプリンセスの姿が脳裏を過ぎる。

　ぼくは頭をぶんぶんと左右に振って、その姿を振り払った。

　その姿を見て、不思議に思ったようだ。

「……どうしたんだ？」と陸が訊きいてくる。

「な、なんでもないから！」

　誤ご魔ま化かすように答えて、ぼくは続けた。

「ともかく、はやく部室に行こう。トーリさんとの約束もあるしさ。それに、ああやって威い嚇かくされた以上、ここにいたら、リトルプリンセスに、文句の一つでも言われそうだろ？」
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　コンピュータ研の部室で、陸と、めるると、ネットの向こう側にいるトーリさんとの四人で『バトソル』を三ゲームプレイして、なんと、一勝することが出来たあと。

　ぼくは、自宅に戻っていた。

　時刻は午後七時過ぎ。

　今日、母さんは夜勤で、ぼくが帰宅した時には、すでに家を出ていた。

　夕食はチキンライスが準備されていたので、それを食べることにする。

　姫那のぶんらしきものもあったので、そのうち、取りにくるのだろう。

　ぼくが学校を出る時はまだ部活をしていたし、帰ってくるまではまだもう少しかかるはずだ。

　そのうち、チャイムが鳴るのかもしれない。

　そして、食事のあとのこと。

　ぼくは自分の部屋で勉強机の前に座り、ささっと日本史Ｂの宿題を終わらせ、小説の執筆に取りかかった。

　もちろん、新作を書こうと思ってのことだ。

　でも、昨日と同じく、何も進まない。

　このまま真っ白な画面と向かいあっていても、前に進むことはないだろう。

　考えた結果、ネタ探しも兼ねて、『ノベルポット』で小説を読もうという結論に、ぼくは達したのだった。

　アウトプットには、インプットが必要というわけである。

　ランキングを見る限り、異世界転生以外のジャンルで今人気なのは、ホラーのようだ。

　ぼくは日間アクセスランキングや、週間アクセスランキングを眺めながら、分析を開始する。

　ホラー小説は今、女性に人気のジャンルで、『ノベルポット』から書籍化された作品も多くあるようだ。

　その中でもとびきり人気で売れている作品の著者は、ぼくと同じ高校二年生──。

　まだぼくは、その作品を読んだことはなかった。

　ホラーは親しみのないジャンルだし、自分で書けるとは思わないけれど、同じ年代の作家が書いたもの──しかも、ラブコメ要素もあるようだ。

　元々、恋愛小説も書籍化されている作家であり、売れてもいて、今度それは、映画化されることになっている。

　いわゆる、若き天才というやつなのだろう。

　ぼくは何かの参考になるのではないだろうかと考えて、そのホラー小説を読んでみることにした。

　冒頭からの、あっと驚く展開。

　プロローグから、一気に物語に引き込まれてしまう。

　これを、自分と同い年の作家が書いたなんて──。

　正直、その才能ぶりに嫉しつ妬とどころか、ただただ、驚くことしか出来ない。

「……って……」

　突然、トントンと室内に音が響いて、一気にぼくは現実に引き戻される。

（なんだ、今の音……？）

　部屋の扉に、視線を向ける。

　すると、今度は背中の方でトントンと音が聞こえた。

「ひっ……！」

　まるで今読んでいるホラー小説のような展開だ。

　恐怖を感じながらぼくは振り返る。

　すると──。

「うわぁっ!?」

　椅子からすべり落ちるくらいに驚いてしまったのは、窓ガラスにくっつくようにして、一人の少女が立っていたからだ。

「……って、姫那？」

　そう──。

　よく見るとその少女はお隣さんの、天てん城じよう姫那だった。

「は、や、く、開、け、て、よ！」

　唖あ然ぜんとしながらも、ぼくは窓を開けて問いかける。

「なんだってんだよ。どうして、こんなところから……」

「こっちの方が楽だったからよ。うちから直接来れるし」

　そう言いながら、姫那はベランダ用のスリッパを脱いで、ぼくの部屋に入ってくる。

「楽って、部屋の間のフェンスはどうしたんだよ」

「そんなの、なかったわよ」

「え……？」

　ぼくはベランダに身体を半分出して、確認する。

　幅一メートルもなく、洗濯物を干すことくらいしか出来ない、狭いベランダ。

　そこには本来、姫那の部屋と自分たちの部屋の間を分かつための仕切り──防火フェンスがあったはずだ。

　しかし、今は影も形もない。

　二、三日前くらい前、洗濯物を干す時に見た記憶があるので、姫那が引っ越してくる直前に、取り外されたということなのだろう。

（ボロボロだったし、母さんが外したのか？）

　あってもなくても同じようなものだったけど、なんにしろ、本当にびっくりした。

「で、なにしてたの？　これ、小説？」

　そう言いながら、パソコンを覗き込んでくる姫那。

　その画面には、さっきまで読んでいたホラー小説が表示されている。

「なんだっていいだろ！」

　慌ててぼくはモニタを消して、姫那に問いかけた。

「それより、いったい何の用なんだよ？　母さんが用意してるメシなら、リビングに──」

「その前に、頼みがあるのよ」

「頼み……？」

「コミュニケーション英語Ⅱの教科書。学校に忘れたの。宿題やらなきゃいけないから、貸してくれない？」

「なんだ……。そんなことか」

　まったくと、呆れたようにため息をつきながら立ち上がったぼくは、その教科書を姫那に突きつけた。

「ほら、これ」

「ありがと。恩に着るわ」

「次からは、ちゃんと玄関から入って来てくれよ。母さんから、うちの鍵はもらってるんだろ？」

　教科書を受け取る姫那に、ぼくは言った。

「……わかったわよ」

　不服そうに唇を尖らせて、部屋を出て行く姫那。

　やれやれと思いながらぼくは椅い子すに腰をおろして、読書を再開した。

　すると、すぐに再び、部屋の扉が開く。

「なんでまた入ってくるんだよ！」

　慌ててモニタの電源を消して立ち上がり、姫那の方へと視線を向ける。

　その目に映ったのは、さっき渡した教科書と、チキンライスの皿を手にした姫那の姿だ。

「だって、スリッパ置いてるし。この状態なら、ノックも出来ないでしょ」

「だったら、声くらい掛けろよ」

「次からそうするわ」

　ぼくの部屋を突っ切って、窓からベランダに出て行く姫那。

　それを見送ったぼくは、窓の鍵を閉めて、胸をなで下した。

　本当にびっくりしたけれど、なにより自分が小説を書いているところを見られなくてよかったと、心の底からぼくは思っていたのだけど……。

　数日後、この一連の出来事がとんでもない事態に繋がるなんて、この時のぼくは、考えてもいなかった。
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　姫那がベランダの窓から「こんばんは」してきた翌朝のことだ。

　仕事から帰ってきた母さんに聞いてみたところ、やはり、ベランダの防火フェンスを外したのは母さんであることがわかった。

　どのみちボロボロだったし、なくても同じだと、業者に外してもらったのだという。

　そのうち新しいものをつけてもらうことになっているそうだが、いつになるのかはわからない。

　とはいえ、ちゃんと玄関から来いと言っただけあって、あの日以降、姫那がベランダからぼくの部屋にやってくることはなかった。

　来る時はちゃんと、リビングからぼくの部屋に通じる扉を叩いてくる。

　トントンと、このように──。

「──って……」

　トントンと、扉が音を立てていた。

　まだ母さんが帰ってくる時間じゃないので、扉の向こうにいるのは姫那に違いない。

「少しいいかしら？」

　僅わずかな間まを置いて、想像通りの声が、扉の向こうから聞こえてくる。

　隣同士で暮らすようになってから、すでに二週間と少し──。

　とはいえ、姫那がぼくの部屋の扉をノックしたことは、窓からの時を含めて、ほんの数回程度しかない。しかも特に今回は、いつもと違って姫那の声が高圧的なものではなく、どこかしおらしいものに感じられた。

　それだけにぼくは、違和感を覚えながらも扉越しに返事をする。

「い、いいけど……」

　ゆっくり開いた扉を抜けて、部屋に入ってきたのはラフな室内着の姫那だった。その姿を見たぼくは、さっきの声と同じく、その表情にも違和感を覚える。照れくさそうだし、どこか、もじもじとしているようにも見えたせいだ。

「……いったい、何の用なんだ？」

　ベッドに腰を掛けるようにして、ぼくは訊ねた。

「お願いがあるのよ」

「お願い？　何か部屋で、困ったことでもあったのか？」

「そうじゃないわよ。相談、乗って欲しいの」

「何の相談だっていうんだよ？」

「それは、ええと……」

　言いい淀よどむ姫那。

　それだけに少し戸惑ってしまったのだけど、更に戸惑わせる言葉を、姫那は放つ。

「恋愛相談、なんだけど……」

「は？」

　まったくもって予想していなかった返答に、ぼくは唖あ然ぜんとするどころか、思わず苦笑してしまった。

「だから……恋愛相談……のって欲しいの……」

「ははっ、なんだよ、恋愛相談って……お前が？　いったい、どういう冗談なんだ？」

「なんで笑うのよっ！　それに、冗談じゃないわ。マジよ！　大マジよ！」

　大きく両腕を広げて、宣言する姫那。

「それがマジだったとして、なんでぼくに相談するんだよ。ぼくが恋愛相談になんか乗れるわけなんてないだろ」

　同じクラスになったことがないとはいえ、今はこうして隣で暮らして、家にまであがりこんでくるようになっている。ぼくがモテるわけでもないことや、恋人がいるわけでもないことは、さすがに知っているだろう。

（──って、待てよ……）

　もしかして、この展開──。

　恋愛相談というのは、もしかして、ぼくに対する告白なのではないだろうか？

　そう考えると同時に、胸がドキドキと早鐘を打ち始める。

『生まれて初めて、裸を見られたんだから……』

『それからずっと、ドキドキが止まらないの！』

『責任取って付き合って！』

　などと求められてしまう妄想が、ぼくの中で加速していった。

　今までぼくにつらく当たっていたのは、好きの裏返しだったというわけだ。

　でも、ぼくには藤堂さんがいるから付き合うことは出来ないなんて──そんな風に自分に言い聞かせていると、

「見ちゃったからよ」

　と姫那が言った。

「え？　見たって……？」

「あんたの小説」

「は？」

　一瞬、何を言っているのか、理解が出来なかった。

　ぼくの小説を、見ただって？

「確か、『蛍ほたる火び』だっけ？　あれ、冴子とあんたのお父さんのこと書いたものでしょ？　間違いないわよね？」

「いやいやいや、ちょっと待って！　なんでそれ、知ってるの!?」

「前にあんた、『ノベルポット』ってところで小説を読んでたでしょ？　それで、わたしも読んでみたのよ。そしたら、恋愛ジャンルの人気作に『蛍火』があったってわけ！　確か、著者名はろくじょう──」

「七しち條じようだよ！　七條カズサ！」

「それそれ！　七條カズサ！　名前もカズサだし、わたしだって、入院中に似たような話を冴子から聞いているもの。合わせ技で一発、あんたが書いたものだってすぐにわかったわ。あれ、冴子に許可取ってるの？」

「いや、それは……」

「その様子だと、取ってないんだ」

「だったら、なんだっていうんだよ」

「ふふーん♪」

　にんまりとした笑みを浮かべた姫那は、後ずさりするぼくを追うようにしてベッドに這い上がり、匍ほ匐ふく前ぜん進しんするように接近してくる。

　まるで、ネコのような姿にも思える姫那は、そのままぼくに顔を近付けてきて言った。

「それなら、わたしの相談を聞いてくれないと、勝手に冴子の話を世間に発表したってバラすわよ？　それでもいいかしら？」

「いや、それは……」

　やめて欲しい。

　話をするなら自分からするべきだし、どう伝えればいいのかも、まだ纏まとまっていない。

　なんにしろ、姫那から言われたくはなかった。
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「それなら、わたしの相談を聞いて？　いい？」

「それは、わかったけど……」

　挑発するような表情で訊ねてくる姫那に対して、ぼくはそう答えるしかなかった。

　でも──。

「なんなんだよ、その相談って……」

　それがわからないと、乗ることは出来ない。

　愛の告白でないことはわかったとはいえ、距離が近すぎるのもある。

　これはこれでドキドキしてしまうと思っていると、姫那が思い詰めたような表情で、必死に声をあげた。

「柿かき内うちくんのこと、教えて欲しいの！　柿内淳じゆん也やくん！　知ってるでしょ！　あんたのクラスメイトの柿内くんよっ！」

「それは、もちろん知ってるけど……」

　知らないわけがない。

　姫那の言う通り、クラスメイトだからだ。

　高身長でイケメンのクラス長で、藤堂さんの幼馴染み──藤堂さんと付き合っているという噂がある相手でもある。

「あんた、今日のお昼に柿内くんと廊ろう下かで喋っていたわよね？　わたし、見たもの。彼のこと、教えて欲しいの！　どんな食べ物が好きかとか、好きな子がいるのかとか！」

　必死に訊ねてくる姫那。

　頰を真っ赤に染めているその姿を見て、ぼくはそういうことかと理解した。

「つまりお前は、淳也のことが好きってことなのか？」

「ふぇっ!?」

　飛び上がるようにして、姫那は驚いた表情を見せる。

　その反応から見るに、どうやらビンゴのようだ。

　でも、姫那はぼくに向かって両手を突き出して、開いた十本の指を左右にブルブルと震わせながら、必死に否定する。

「違う、違うの！　そうじゃなくて、友達が……！」

「友達って……」

　バレバレの言い訳を始めた姫那を見て、ぼくは思わず苦笑してしまった。

「お前が他人のために、こんな風に動くとは思えないんだけど……」

　基本的に、唯ゆい我が独どく尊そんタイプなのだ。

　だからこそのリトルプリンセス。

　他人のために動くようなイメージは、悪いけれどまったくない。

「うっ……！」

　どうやら、思いっきり図星だったようだ。

　それに、バレバレの態度を見せてしまったことは、自分でもちゃんと認識しているのだろう。

「ふふふ、こうなったら仕方ないわね……」

　そう言いながら肩を震わせたリトルプリンセスは、ヤケクソ気味に叫んだ。

「そうよ、恋よ！　わたしが恋をしているのよ！」

　左手を前に突き出し、右手を少し引いて──共に、両手の人差し指を立てる姫那。

「そ、そのポーズは……」

「『恋』ダンスよ！」

　数年前に流は行やった恋愛ドラマのエンディングで流れていた曲のプロモーションにあるポーズ──『恋ダンス』のポーズである。

「ふふん♪　これもまた、勉強の成果ってわけ」

　小説だけではなく、漫画も読んだりドラマも見たりしてるのだと、ドヤ顔を浮かべる姫那。

　確かに恋について、勉強をしようとしているようだ。

　もしかして部屋にあった真城翔一の本も、そのために買ったものなのだろうか？

　あれは大人の恋愛の話だし、かなり的外れな気もするけれど……。

　それはともかく、ポーズはそのままに、姫那は言葉を続けていく。

「ここまで話したのよ。だから、わたしの恋愛を手伝って！　でないと、例の小説のこと、冴子に言うから！」

「うーん……」

　正直、困った状況だ。

　でも、これはこれで悪いことじゃない気もぼくはしていた。

　なぜならこれが、新作小説の突破口になるんじゃないかと思うところもあるからだ。

　同時にぼくは、前にトーリさんからもらったメッセージのことを思い出していた。

『あなたが恋愛してみたらどう？』だとか、『恋人をつくってみたらどう？』というものだ。『いっそ、フられてみてもいいかも』などとも書かれていた。

　そうすれば何か小説のアイディアが湧き出すかもしれない──新作が書けるかもしれないと、トーリさんは言うのだ。

　そこに一歩踏み出す勇気は、今のぼくには、ない。

　でも、姫那の恋愛に協力する形ならば、それに似た効果を──。

　何かヒントを得られるかもしれない。

　それに姫那が恋をしている相手は、自分が恋をしている相手である藤堂さんの幼馴染みであり、恋人なのではないかという噂がある、柿内淳也なのだ。

　確かに姫那が言う通りに今日の昼休みに喋りはしたけれど、それはぼくの友達の陸が喋っていたからに過ぎない。

　一言、二言、言葉をかわしたくらいで、そこまで親しいわけじゃないし、詳しいわけでもない。

　でも、そんな淳也のことを調べれば、藤堂さんと付き合っているのかどうかも、ちゃんとわかるかもしれないというのはあるだろう。

　もし付き合っていたとしても、そうでなかったとしても、姫那と淳也が付き合うことになれば、ぼくが藤堂さんと付き合える可能性も、少しは上がるかもしれない。

　淳也のことを調べるついでに、噂の相手である藤堂さんのことについても、いろいろ聞ける可能性だってあるのだ。

　結果的に見れば姫那のために動くことは、一石二鳥どころか、三鳥──場合によっては、四鳥にもなる。

　それに、今までぼくは多くの恋愛小説を読んできているし、自分には恋愛の経験はなくとも、明らかにその方面の知識がこれまでなかったリトルプリンセスよりは、恋愛について詳しいはずだ。

　きっと、なんとかなるはず。

　……たぶん。

「わかった、協力してやるよ」

　それが、ぼくの出した結論だった。

「ほんと！」

　姫那の瞳が、キラキラと輝く。

「恋愛小説家として、アドバイスでもなんでもしてやるさ」

　ぼくがそう宣言すると、「何それ？」と言うように、姫那が睨み付けてくる。

「あんたさ、恋愛小説家って言っても、冴子の話を書いただけじゃない」

「うっ……」

　まったくもって、その通り。返す言葉もない。

「でも、それならぼくに相談しても仕方ないだろ」

「それでも、わたしよりはそういうこと、詳しそうだし」

　どうやらぼくと同じようなことを、姫那も考えていたようだ。

「わかったよ。それなら、協力する上で、一つ聞かせてくれ。淳也のどこに惚ほれたんだ？」

「ふぇっ!?」

　ぼっと、姫那の顔から火が噴いた。

「な、なんでそんなことを聞くのよっ！」

「わかった方が、アドバイスだってしやすいだろ？」

「それは、そうかもしれないけど……あの、それはっ……!!」

「いいから、落ち着いて話せって」

「う、うん……」

　頷いて、すーはーと深呼吸したあとのこと。

　淳也のことを好きになったあらましを、姫那は話し始めた。

「入院中、わたしのところに毎日来てくれたの。自分のノートのコピーとか、宿題のプリントを持って」

　それはもちろん、病室にということなのだろう。

「それにわからないところ聞いたら、ちゃんと先生みたいに教えてくれて……。とても、優しくて──」

「ああうん、わかった。もういいよ」

　こうして淳也のことを語る姫那を見て理解した。

　彼女は本当に、淳也に恋をしている。

　その顔は、恋をしている少女の顔そのものだったからだ。

　見ていて、むずがゆくなってしまったくらいである。

　恋をした理由も、納得のものだ。

　つまりは、優しさに惚れたということなのだろう。

「でも、そこまでしてくれるってことは、普通にお前のこと好きなんじゃないか？」

「ふにゃっ!?」

　真っ赤になった顔を、飛び上がるようにして両手で隠した姫那は、指の隙間から、たどたどしく言葉を続けていく。

「あ、あんたもそう思う？　実はわたしも、ちょっとだけ、そう思ってるんだけど……。でも、自信はなくて……。だからどうなのか、まずは調べて欲しいの！」

「はいはい、わかったわかった。まずは、そこから調べてみることにするよ。それでいいか？」

「ありがとう、よろしく！」

　勢いよくぼくの手を握って、ぶんぶんと上下に振る姫那。

　これで、話は終わりだ。

「それじゃ、頼んだわよ！」

　部屋を出て行く前にも扉の向こうから顔を出し、念押しをしてくる姫那を見て、思わずぼくは苦笑してしまった。




　なんにしろ、こうしてぼくは姫那のために──。

　あくまで姫那のために、淳也のことを調査することになったのだった。
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「いってらっしゃ～い！　姫ひめ那なちゃんによろしくね～！」

　姫那の恋愛に協力すると約束した翌日の朝。

　学校に向かうために家から出ようとするぼくに向けて、布団の中からぶんぶんと、夜勤明けの母さんが手を振っている。

「それじゃ、行ってくる。母さん、おやすみ」

「おやすみなさ～い」

　これから眠るところである、ネグリジェ姿の母さんの見送りを受けながら、ぼくは家を出た。

　ちなみにだけれど、陸上部の朝練がある姫那の朝ははやい。

　なので、すでに家を出ているはずだ。

　ぼくは一人で学校に向かう。

　家から学校までは、歩いて十五分ほど。

　ぼくは歩きながら、昨日の夜のことを思い返していた。

　姫那のために、淳じゆん也やのことを探さぐるという約束のことだ。

　でも、どう探ればいいのかは、まったくのノープラン。

　寝る前に少し考えたけれど、全然浮かんでいない。

　学校に友達がいないというわけでもないけれど、特に顔が広い方でもないぼくは、もちろん淳也ともそこまで親しいわけではない。

　あくまでクラスメイトというだけの関係だ。

　当然ながら、直接、聞き出せるわけがない。

　さて、どうしたものかと考えているうちに、学校に辿り着いた。

　すでに、授業開始十分前──。

　姫那たち陸上部をはじめ、運動部の面々も朝練を終えているようだ。

　登校中の生徒たち以外の姿を見ることは出来ないグラウンドを横目に、ぼくは昇降口に向かって上うわ履ばきに履き替え、教室に向かっていく。

　そして教室に入ると、鞄かばんを机にかけ、椅い子すに座ろうとしている栗色の髪をしたイケメン、淳也の姿が視界に飛び込んできた。

（ほんと、爽さわやかなやつだよな）

　いかにもモテそうだ。と思いながら自分の席に向かっていると、淳也と目が合ってしまう。

「八や神がみくん、どうかした？」

　声を掛けてきたのは淳也の方だ。

「いや……なんでもないよ」

「そっか、何か髪とか服にヘンなものがついてるのかと思ったよ」

　にこりと、淳也は笑みを浮かべる。

　その笑みがとても魅力的なものであることは、男の自分でもよくわかった。

　とても優しくて、全てを包み込んでくれそうな笑みだ。

　この笑みに、多くの女子たちはときめくのだろう。

　そんな笑みは出来そうもないぼくが自分の席についた頃には、淳也はクラスメイトの女子たちに囲まれて、昨日の夜十時に放送されたドラマの話を始めていた。

（それにしても、もったいなかったかな……）

　せっかく淳也から話し掛けられたというのに、びっくりして、トークのチャンスを棒に振ってしまった。

　得られた情報といえば、今、リアルタイムで話している、夜十時のドラマを、淳也も見ているということくらいだ。

　それは直接話をしなくても得られたものだし、このようなやり方では、もちろんいつまで経っても知りたいこと──藤堂さんとの関係や、好きな人がいるのかどうかなどということには、辿り着けないだろう。

　だとすれば、誰かに頼るしかない。

　そう考えると同時に、一人の人物が頭に浮かんだ。

　直後、声を掛けられる。

「一かず冴さ、おはよう」

　ぼくの数少ない友人の一人、ツンツン頭がトレードマークの代よ々よ木ぎ陸りくだ。

「ちょうどよかった。今日の昼休み、めるるも一緒にメシ、食わないか？　ちょっと、相談があるんだ」

　先ほど頭の中に浮かんだ人物は陸ではない。

　陸の恋人である、めるるだ。

　彼女もぼくや陸と同じようにアニメやゲームなどが大好きだが、明るく、元気で、クラスの人気者。コミュニケーション能力も高く、友達も多い。

　それだけに、情報収集は得意のはずだと考えたのだ。

「俺はめるるさえ良ければ構わないけど。って、ちょうどいいところに来たみたいだぞ」

「陸、おはよー！　って、カズサっちもいるじゃん！　なになに？　二人で何話してるの？」

　興味深そうに、身を乗り出して聞いてくる。

　こうしてめるるが朝のホームルーム前に、隣のクラスからぼくたちのクラスにやってくるのはよくあることだ。それでいて彼女の反応は、ぼくが今、なによりも求めていたものである。

「なんか、一冴が今日の昼休みに、一緒にメシを食おうって。お前は構わないか？」

「別にいいけど。珍しいね、どうしたの？」

「相談があるんだ」

　さっき陸に言ったように、ぼくは応える。

「相談？　なに、それ？」

　不思議そうな表情を浮かべて、首を傾けるめるる。

「陸は聞いてるの？」

「俺もまだ聞いてないんだ。なんなんだよ、一冴」

　ぼくがその場で理由を語ることはなかった。

　他の人に聞かれたいものではなかったし、もうすぐ、朝のホームルームが始まってしまう。

　なのでその時に話すと言ってその場を乗り切り、ぼくは二人と一緒に昼食を食べるという約束だけを取り付けたのだった。
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「柿かき内うち淳也のことを、知りたいだって─────!?」

「淳也くんのことを、知りたいですって────!?」

　昼休み。

　賑にぎやかな食堂の四人席の一つ。

　ぼくの目の前に座る陸とめるるの二人が、驚いたように声を重ねた。

「おい、声が大きいって！」

　慌ててぼくは、二人に注意を促した。

　ちなみに、陸とめるる──。

　二人の目の前には、それぞれ豚トンカツカレーが置かれている。

　ぼくの目の前にあるのも豚カツカレーだ。

　すでにぼくたちは、揃そろって豚カツカレーを食べ始めていた。

「悪い悪い。確かにこれは、他人に聞かれたら困る話だもんな」

　うんうんと、納得するように頷うなずいたあとのこと。

　真剣そのものの表情で、陸が訊たずねてくる。

「それよりお前、いつそっちに目覚めたんだ？」
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「攻タめチ？　受ネけコ？　どっち!?」

　さっきよりは声のトーンが落ちているとはいえ、めるるに至っては机にかぶりつくようにして、興奮した様子だ。

　呼吸も荒い。

「あのさ、そういうのじゃなくて──」

「わかってるよ」

　冗談だと笑みを見せたあと、手にしていたスプーンをぼくに向けて、陸は言った。

「ズバリ、理由は藤とう堂どう凜り々り菜なだろ？」

「なっ……！」

　どう説明したものかと迷う余地もなく、陸はある一面での正解を突いてきた。

　それだけに動揺してしまったぼくを見て、陸はしてやったりの笑みを浮かべている。

「ほら、当たりだ」

「いや、その……そうじゃなくてさ……！」

「明らかに焦あせってるじゃん」

　そう指摘してきたのはめるるのほうだ。

「でも、違うんだって！」

「だったら、なんだっていうんだよ」

　再び、陸が訊ねてくる。

「取材なんだ。新作を書くための」

「そういえば、『ノベルポット』の活動報告に新作書いてるって、前に投稿してたね」

「見てるのかよ！」

　すかさずめるるに、ツッコミを入れてしまった。

「たまにだけどね」

「俺も、たまに見てるぜ」

　と陸が続ける。

　恥ずかしいからあまり見ないでくれと言っているのに、二人はお構いなしのようだ。

　続けて、めるるが訊ねてくる。

「で、その新作と淳也くんの関係は、どこにあるのさ」

「ええと……」

　ぼくはイケメンキャラが出てくることや、そういうタイプの人間がどういうものが好きで、どういう恋愛をしているのかなどを知りたいのだと説明していく。

「ふーん、そういうことなんだ」

「なんだよ、その疑いの眼まな差ざしは」

「ううん、なんでもない、なんでもない」

　一転、にこりと笑みを浮かべて、めるるは続けた。

「カズサっちがそう言うなら、そういうことにしておいてあげるよ、うん！　でもって、週末までに、ちゃんと淳也くんに好きな人がいるかとか、付き合っている相手がいるかとか、調べておいてあげる。もちろん、凜々菜ちゃんとの関係もね！」

「いや、それは──」

　関係ないだろ、と言おうとしたぼくの前に、めるるはいきなり人差し指を突き出して、指を左右に振りながら、チッチッチと舌打ちをする。

「みなまで言うな、みなまで言うな。全てはわたし、桜さくら木ぎめるるに任せておいて。そのかわり──」

　さっきまで左右に振っていた人差し指を、めるるはビシッと目の前に突き出してきた。

　びくっとするぼくに対して、にんまりと笑みを浮かべて、

「さっき、取材って言ったでしょ？　なら、その対価をもらおうじゃないか」

「……対価って、なんなんだよ？」

　いったい何を要求されるのか。

　ドキドキしながらぼくは訊ねた。

「新にノの浜はま駅前のショッピングセンター、サニープラザに、メイドさんがいるカフェ──つまりは、メイドカフェが出来たんだって。そこ、行きたいなーって。陸も行きたいっしょ？」

「前に、お前が言ってた場所か。どのみち、今週末に行こうって話、してたよな？」

「だから、ちょうどいいかなって。一時間の席料（本日の紅茶付き）五百円と、ケーキ代五百円。あわせて一人千円だけど、カズサっち、出してくれる？」

　つまり情報料として、ぼくと、めるると、陸のぶん──あわせて三千円を支払えということのようだ。そこで調査結果も教えてくれるのだという。

　三千円。

　母子家庭の高校生にとっては、かなり大きな金額だ。

　でも、今のぼくには少額とはいえ、投げ銭による『ノベルポット』からの収入がある。

「わかった。それくらいなら、払おうじゃないか」

　姫那のために。

　自分のために。

　少し痛いけれど、身み銭ぜにを切ろう。

　ぼくはそう決意した。

　それに──。

（メイドカフェ、一度行ってみたかったんだよな……）

　一人だと行き辛いだけに、これはいいチャンスかもしれない。

　取材費用と考えれば、安いものだ。

「やった！」

　ぼくの返答を聞いためるるは、嬉しそうに大きな胸の前で両手を打ち付けた。

　ただ一つ、気になることはある。

「週末まで、今日を入れても四日しかないけど、それで調査は大丈夫なのか？」

「四日で充分！　わたしにかかれば大丈夫！　たぶん、問題なしだよ！」

　任せといてと、握りこぶしで自分の胸を叩くめるる。

　そこまで言うのなら、信じることにしよう。

　というか、信じるしかない。

　続けて、めるるが聞いてくる。

「……で、カズサっちは、土曜日と日曜日、どっちがいい？　わたしはどっちでもいいけど。陸は？」

「俺もどっちでも構わないぜ」

「じゃあ、土曜でお願いしようかな」

　それが、ぼくの答えだった。

　確か、今週の土曜は、母さんが仕事のはずだ。

　なので、どこかに一緒に行くことになるとか、急な用事が入ることは、まずないだろう。

「それなら、土曜日で決まりね。待ち合わせは現地、新ノ浜駅の中央改札を出たところで。時間はお昼過ぎでいいかにゃ？」

「ああ、構わないよ」

「りょーかい」

　スマホに予定を打ち込こんだあとのこと。

　めるるはぼくに向けて、親指をビッと立てて言った。

「それまでに、ちゃんと調べておくから！　期待しててね！」

　自信たっぷりな態度だけに、これで一つ、肩の荷が下りたような気もする。

　それに──。

（藤堂さんとの関係も、調べてくれるのか……）

　ある意味計画通りとはいえ、答えを聞くのが少し怖かった。

　でも、今は前に進むしかない。

　それがきっと、ぼくの創作の糧かてにもなるはずだ。

　自分にそう言い聞かせながら、ぼくはドキドキする胸を落ち着かせていた。
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　めるるに淳也の調査を頼んだ日。

　学校から帰宅したあとの、ちょうど午後八時くらいのことだ。

　自分の部屋で机に向かい、ノートパソコンでニュースサイトを見ていると、玄げん関かんの方から音が聞こえてくる。

　姫那が部活タイムを経て、帰宅し、夕食を取りに来たのだろう。

　今日のメニューはビーフシチューだ。

　夜勤に向かう前に母さんが用意してくれたもので、ぼくはすでに食べ終えている。

（せっかくだし、今日得た情報を、一応、伝えておくかな）

　そう思って椅子から立ち上がろうとすると、トントンと、部屋の扉がノックされた。

　そのままぼくは立ち上がり、ノックに応えるように、扉を開く。

「どうしたんだ？」

　部屋に入ってきたのは、まだ制服姿の姫那だった。

　少し俯うつむき、頰ほおを赤く染めて、申し訳なさそうに訊ねてくる。

「今日、何かわかったことはあったかなって」

　ナイスタイミング！

　にんまりと笑みを浮かべて、ぼくは答えた。

「ちょっとだけあったぞ」

「ほんと！」

　ぱっと、姫那の表情が明るくなる。

　本当に嬉しそうだ。

「そこまで喜ばれるようなことでもないんだけど」と一応前置きをして、ぼくは続けた。

「朝、淳也と少し喋ったんだ。その後さ──」

　ぼくは淳也がクラスメイトの女子と喋っていたこと。

　その内容が、今、放送中のドラマの内容であること。

　淳也もそれを見ているらしいことなどを報告する。

「それ、いい情報よ！　わたし、チェックしてなかったから、チェックしとくね！　話すチャンスがあった時、ネタになるかもしれないし。で、それはそうと──その女子たちって、誰？」

　ギロリと睨み付けるようにして、訊ねてくる姫那。

　今にも相手を殺してしまいそうなほどに、背筋が冷たくなる視線だ。

「あ、ええと、誰だったかな……」

　ぼくは思わず目を逸らす。

　もちろん覚えているけど、ここは誤ご魔ま化かすことにした。

　その女子たちに、迷惑がかからないようにだ。

「……そう。それなら、仕方ないわね」

　どうやら諦めてくれたらしい。

　その女子たちはぼくに感謝するべきだと思う。

「ともかく、ありがとう。そのドラマ、ちゃんと見てみるわ」

　ネットで過去の映像が見付けられたらいいんだけどと、続ける姫那。

　公式に配信しているかどうかはぼくは知らないけれど、きっと、どこかにはあるのだろう。よい悪いはともかく、インターネットというのはそういう場所ところだ。

「ついでにさ、知りあいの女子にも、調査は頼んでおいたから。ぼくとは違って顔が広いやつだから、いろいろと、淳也の情報を仕入れてくれると思うんだ」

　ぼくが報告を続けると、姫那は驚いた顔をして、

「は!?　頼んだって、まさかあんた、わたしのこと、喋ってないわよね！」

「それは、もちろん！」

　本当に喋っていない。

　というか、勘違いされている。

「小説の取材って話をしてるから、大丈夫だよ」

「小説の取材って……」

　ぼくの言葉を聞いて、怪訝そうに目を細める姫那。

「あんたが小説を書いてるのは、秘密じゃなかったの？」

「ええと、その頼んだ相手なんだけどさ……」

　ぼくはその相手が親友、代々木陸の彼女──。

　姫那と同じクラスの、桜木めるるであることを話した。

　ぼくが小説を書いていることを知っている、数少ない二人でもあることもだ。

「ああ、そういうこと。あの女と、あの男のカップルか……。確かにあんた、よくあの二人と一緒にいるし、あの女も情報通っぽいし──そうね、ありがとう。その成果も、楽しみにしているわ」

　これにて、今日の報告は終了。

「また何かわかったら、すぐに教えて！　よろしくね！」

　そう言い残して、姫那はぼくの部屋から出て行った。
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　そして、週末。

　天気のいい土曜日のこと。

　潮しおの香りがする新ノ浜駅に、ぼくは降り立った。

　この海かい戸と市しは、海と山に囲まれている。

　海戸高校があるのはどちらかといえば山側で、この新ノ浜駅があるのは、その駅名からわかるように海側だ。

　約束の場所である新ノ浜の中央改札を出ると、すぐに陸とめるるの姿を見付けることが出来た。

　陸はシンプルに長ズボンにＴシャツ。

　その上から、襟えりつきのシャツを羽は織おっている。

　めるるは、さすがコスプレイヤーというべきなのだろうか。

　それとも、いつも通りというべきなのだろうか。

　フリルのたくさんついた、可愛いらしい服を身につけていた。

　ぼくは二人に声を掛ける。

「悪い、待たせて」

「約束の時間まで、まだ三分もあるぜ。待ってないって」

　そう答えたのは陸だ。

　続けて、めるるが言った。

「ちょうど今、陸と、これからどうする？　って話をしてたんだ。すぐメイドカフェに行く？　それとも、先に買い物する？　わたし、買いたい本あるんだけど」

「なら、買い物でいいよ。ぼくも見たい本あるし」

「それなら、決まりだね！」

　まずは買い物だと、ぼくたちは揃って歩き出す。

　向かう先は、駅前にあるサニープラザ。

　いわゆる、ショッピングセンターだ。

　その中には、漫画やライトノベルなどなど、いわゆるオタクグッズと言われるような商品を扱っているお店がたくさん入っている。

　普通の書店もすぐ近くにあるし、書店めぐりが好きなぼくは、よくサニープラザを訪れていた。

　当然、似た趣味を持つ、陸やめるるも同じだ。

　慣れた足取りで、ぼくたちはサニープラザに到着。

　いろいろなオタクショップを回り始める。

　買い物をしながら、一軒、二軒、三軒──。

　四軒目を出て少し歩いたところで、ついに目的のメイドカフェ、フランス語で天空の意味の名を持つ『Ｃｉｅｌシエル』の前に、ぼくたちは辿り着いた。

「ホームページで見てはいたけど、実物を見ても、本格的なつくりだな……」

　たしかに、ショッピングセンターの中にある店だというのに、外観は洋館のようで、めちゃくちゃ本格的だ。

「中、入ろっか」

　そう言って、厚い扉を開くめるる。

　カランカランと、鐘の音ね色いろが明るく響く。

　続いてぼくたちを迎えてくれたのは、オーソドックスなメイド服に身を包んだ、メイドさんたちだ。

「お帰りなさいませ、旦那様──そして、お嬢様！」

　一歩前に出た黒髪ロング、眼鏡のメイドさんに続いて、他のメイドさんが揃って「お帰りなさいませ！」と声をあげ、頭を下げる。

　それだけで本当に、旦那様やお嬢様になったような気分になってしまう。

　店内の雰囲気も洋風そのもので、天空の宮殿を意識しているところもあるのだろう。

　内装は空の色で彩られ、異世界に迷い込んでしまったようにすら思えてしまう。

「おお……すごい……おおお……」

　その内装やメイドさんたちを見て、めるるはキラキラと目を輝かせてた。

　そこに先ほど前に出た、いかにもメイド長といったタイプの黒髪ロング、眼鏡めがねのメイドさんが近付いてきて、ぼくたちに声を掛けてくる。

「当店のご利用は初めてでしょうか？」

　ゲームやアニメでは見ているとはいえ、こうしてリアルメイドさん（とはいえ、本物ではないのだけど）と遭そう遇ぐうするのは初めてだ。

　それだけにぼくが戸惑っていると、横からめるるが助け船を出してくれた。

「はい、初めてです。でも、サイトを見てきたので、システムは知ってます！」

「左さ様ようでございますか。博はく識しきでございますね、お嬢様。それなら、説明は必要はないようです。サチコ、あなたが案内してあげなさい」

「はい！」

　ぼくたちの方へと一歩前に出たのは、小さなおかっぱ頭のメイドさん。

　どうやら彼女が、ぼくたちの担当になったようだ。

「それでは、こちらへ──」

　にこりと微笑んで歩き出したサチコさんによって、ぼくたちは店の奥にある、円形の、木のテーブルに案内された。

　ちょうど三人がけの席だ。

「すぐに紅茶を用意しますので、少々お待ちくださいませ」

　ぼくたちが席についたのを確認したサチコさんは、そう言い残して、ぱたぱたとバックヤードに消えていく。

「ふあー、すごい本格的！　それに、お嬢様だって！」

「ずいぶんテンション高いな……」

「だって、メイドさんだよ！　メイドさん！　夢じゃん！　憧れじゃん！　陸もそう思うよね！」

「ああ、俺もテンションあがってるぜ！」

　二人とも、楽しそうでなによりだ。

　言葉通り、サチコさんはすぐに紅茶を持って戻ってきた。

「本日の紅茶はニルギリという茶ちや葉ばを使っています。味はシンプルなんですけど、柑かん橘きつ系けいの香りが特徴なんですよ。ストレートでも、ミルクでも、お好きな方法で飲んでみてください」

　そう言いながら、サチコさんはティーカップにお茶を注いでくれた。

「あ、確かにいい匂い♪」

　最初に注がれたのはめるるだ。

　ティーカップに顔を近付けて、その香りを嗅かいでいる。

　続いて注がれたぼくも、同じように嗅いでみた。

（ほんとだ、ミカンみたいな匂いがするな）

　そのまま、口をつけてみる。

　言われた通り、さっぱりとしたシンプルな味だ。

「いかがでしょうか？」

「美味しいです」

「よかったです♡」

　ぼくが素直な感想を伝えると、サチコさんは嬉しそうに微笑ほほえんだ。

「残りはティーポットに入っているので、いくらでもおかわりしてください。中身がなくなっても、言ってくださったら、すぐに新しいのを用意しますので」

「あ、一ついいですか？」

　サチコさんの話が終わると同時に、めるるが手をあげた。

「はい、なんでしょう？」

「わたしたち、ケーキを頼みたいんですけど、何かオススメはありますか？」

「ケーキですか！　チョコが苦手でないのであれば、チョコレートのシフォンケーキはいかがでしょう？　きっと、お口に合うと思いますよ」

　近くにあったメニューを開いて、メイドさんはシフォンケーキを指で示した。

　ホイップクリームとイチゴがトッピングされている、とても美味しそうなものだ。

「なら、わたしはそれで！」

「ぼくも、それにしようかな」

　めるるに続いて、ぼくは言った。

　ぼくはイチゴが好きなので、何も問題ないどころか、むしろ好んで食べたいくらいだ。

　続けて、めるるが訊ねる。

「陸はどうする？」

「うーん、俺はこれが気になるから、これにするかな」

　そう言って陸が指で示したのは、季節のフルーツタルトだった。

　イチゴやブラックベリー、オレンジにキウイなどが載っている。

「これも今日の紅茶に合いますかね？」

　陸が、メイドさんに問いかけた。

「まったく問題ありませんよ。ニルギリは何にでもあいますし、柑橘系の香りも、いいエッセンスになると思います」

「なら、決まりだ。俺はフルーツタルトにするよ」

「了解致しました。チョコレートのシフォンケーキ二つと、フルーツタルト一つ。すぐに用意してきます。少々お待ちくださいませ」

　手に持っていた手帳のような伝票に記帳し、ぺこりと頭を下げたあと、バックヤードに向かうサチコさん。

　ぼくたちの他にいる客は、男同士の三組で、店内を見回しながら、お店の雰囲気を楽しんでいると、すぐにサチコさんが三つのケーキをのせたトレイを持って戻ってきた。

「どうぞ、お召し上がりください」

　ぼくたちの前に、それぞれ注文したケーキを置いたあと、

「何か御用があれば、いつでもお呼びください」と言い残して、サチコさんはテーブルから離れていった。

　バックヤードの向こうに、その姿が消えたところで、

「いただきます」と、ぼくたちは、それぞれケーキに手をつけた。

　フォークで端はしから掬すくってぱくり。

　甘さは控ひかえめ。

　でも、ふわふわな口溶けがたまらない。

　とても美味しい、チョコレートシフォンケーキだった。

　店の見た目や、店内の雰囲気と同じく、食べ物にも妥だ協きようはしていないようだ。

　一口食べたあとに紅茶を飲むと、サチコさんが言っていた通り、ニルギリの柑橘系の香りとスッキリとした味わいが口の中で重なり合い、至高の幸せを与えてくれた。

　少し飽あきて来きたところで、ホイップクリームとイチゴをペロリ。

　やさしい甘さで口の中が満たされる。

　本当に、最高だ。

　サチコさんの言う通り、季節のフルーツタルトにもニルギリは合ったようで、陸も満足そうだ。

　もちろん、ぼくと同じチョコレートシフォンケーキを食べているめるるもだ。

　その感想を互いに述べ合ったあとのこと。

　ついに、本題──。

　ぼくが今日、陸とめるるに会っている理由。

　淳也の調査結果についての話になった。

　切り出したのは、めるるからだ。

「でもって、カズサっち。本題に入る前に、一つ聞きておきたいことがあるんだけど」

「え、なに……？」

「カズサっちと、リトルプリンセスの関係。どういうものなのか、教えてくれない？」

「なっ!?」

　まさかの問いかけに、ぼくは言葉を失ってしまう。

「な、なんでそんな話が出てくるんだよっ!!」

「なんか、最近よく二人で話してない？　みたいな噂話が出てるみたいでさ。カズサっちのアパートの部屋に、リトルプリンセスが入っていくところを見た人もいるとかで……」

「いや、それは……」

　間違いなく、事実だ。

　姫那の提案によって、最初の頃は距離を取っていたのだけど、ここ最近は、学校でもかなり話すようになっているし、家の前で会った時、一緒に帰宅するようなこともあった。お互いに、かなりガードが緩ゆるんでいたのは確かだ。

　どう言い訳したものかと困惑していると、ニヤリと笑みを浮かべて、めるるが追い打ちをかけてくる。

「この話、どういうことか教えてくれないと、今回いろいろとわかったこと、教えてあげないよ？」

「そうだぞ、一冴。そういや前に、リトルプリンセスが部活してるところ、じっと見てたじゃないか。俺はあの時から、怪あやしいとは思ってたんだ」

「喋らないと、あることないこと、噂、流しちゃうよ？　っていうか、小説書いてることも、バラしちゃったり？」

「ああもう、わかったよ！」

　こうなったら仕方がない。

　そもそも事情を知ってもらった方が、集めた情報を聞く上でも楽なことには違いないのだ。

　もちろん秘密にしてもらうことを条件に、ぼくはここ最近、起きたことを話すことにした。

　まずは隣に姫那が住むようになったことや、お互いの部屋がベランダで繋がっていることからだ。

　するとめるるは立ち上がり、興奮した様子を見せた。

「ちょっと待って、ちょっと待って！　それって、ほぼ同どう棲せいじゃない！」

「同棲じゃないって！」

　机を叩くようにして立ち上がり、ぼくは否定する。

　あくまで、お隣さんだ。

　そんなぼくとめるるの行動に驚いたのだろう。

　他の客たちの視線が、ぼくたちに集中してしまう。

「お騒がせして、すみませんでした……」

　ぼくは謝罪をして、再び椅子に腰を落ち着ける。

　同じように謝罪をして、めるるも腰を下ろした。

　そしてこほんと咳払いをして、めるるは小さな声で話を再開する。

「でもほら、ベランダが繋がってて、行き来も出来るんでしょ？　それって、めちゃくちゃエッチじゃない？　そーゆーイベントとかなかったの？」

「そんなのないって……」

　そう言いながらも、これまであったちょっとエッチなイベントが、頭の中に呼び起こされてしまう。

　こうして淳也のことを調査することになった時のことだ。

「えー、ほんとかにゃー？　どっちかの家で、二人きりになることとかなかったの？　そういう時にいい雰囲気になって、エッチなことに雪崩なだれ込こんじゃったり……」

「だからないって！」

　続けて、ぼくは否定する。

「そもそもあいつにだって、好きなやつがいて──」

「あー、つまりそういうことか」

「あっ!!」

「だいたい今ので繋がっていうか。今回の依頼の意味がわかったっていうか……」

「絶対に、ナイショにしてくれよ。喋らないって、約束もしてるわけだしさ」

　そう前置きをしてぼくは、『ノベルポット』に父や母のことを書いた『蛍火』を連載していることを姫那に知られたこと、そして、それを母さんや学校で秘密にするかわりに、彼女の恋愛を手伝うことになったことを、二人に話していく。

「やっぱり、そういうことだったんだ。それなら、聞きたいことはわかったから、単刀直入にいくね。現状、柿内淳也くんに恋人はいないみたい。柿内くんに告白した人は、みんな玉ぎよく砕さいしてるみたいだよ」

　その報告は姫那にとっての朗ろう報ほうであり、ぼくにとっての朗報でもあった。

「ってことは、藤堂凜々菜とも付き合ってないってことなのか？」

　ぼくが訊ききたかったことを口にしたのは陸だ。

「そだよ」と首を縦に振って、めるるが答える。

「玉砕した人の中には、もちろんそのことを聞いた人もいるんだって。でも、付き合ってないって答えたみたい。ちなみにだけど、リトルプリンセスとの仲を疑って、訊ねた女子もいるみたいだよ」

「それって、もしかして入院中の……」

「ビンゴ！　さすがに知ってたんだ。それが疑いの原因みたいだね。でも、付き合ってるわけじゃない。先生に頼まれたからやっただけって、淳也くんは答えたんだって」

「でもさ、先生に言われただけで、普通はそんなこと……」

「やんないよね。わたしもカズサっちと同じように思うよ」

「つまりそれって、天てん城じよう姫那のことが好きってことじゃないのか？」

　そう言ったのは陸だ。

「その可能性があることは、わたしも否定しないけど……。ちなみに好きな人がいるかって聞いた子もいるみたいなんだけど、上手く誤魔化されたんだって」

「うーん……」

　気付けば、ぼくは腕を組んでいた。

　淳也の好きな人。

　それはいったい、誰なんだろう？

「なんにしろ、天城さんにチャンスはあるんじゃないか？」

「そうだよな」

　確かに陸の言う通りだと、ぼくも思う。

　チャンスは大いにあるだろう。

　続けて、めるるが言った。

「可能性があるのならば、とにかくアタックアタックだよね！　動かなきゃ、手に入れることは出来ないんだから！」

「そうそう、動かないのが一番よくないからな。変わることを恐れたら、恋愛は出来ないぞ」

「変わることを恐れたら、恋愛は出来ない、か……」

　陸の言葉──。

　それは、恋愛の真理であるような気がした。

「それで俺たちは、こうして恋人同士になれたわけだしな」

「そうだね」

　微笑み合う二人。

　陸の言葉が胸に響いたのは、それが経験から来る言葉だったからなのかもしれない。

　心のメモ帳に、しっかりと書き込んでおきたくなるくらいだった。

「正直、わたしからみても、天城さんの恋が成じよう就じゆする可能性は、それなりにあると思う。だから、チャレンジチャレンジって、けしかけてあげてもいいんじゃないかな」

「ってことで、一冴。お前が背中を押してやれよ。もしダメだった時は、お前がもらってやればいいわけだしさ」

「は!?　陸、お前、何を言って……!?」

「なんだよ、その反応は。冗談だっての。もしかして、藤堂さんがダメなら、ワンチャン天城さんでもアリとか思ってたか？」

「いや、そんなこと、考えたこともなかったっていうか……」

「でもでも、フラれた同士がくっつくとか、アニメや漫画の中では別に珍しいことじゃないっしょ？」

　そう続けたのはめるるだ。

「ほら、余あまり物もの同士のサブカプとかよくあるし」

「あるとかないとかじゃなくてさ、今は上手く行かないことを考えるところじゃないだろ」

「あ、そうだ！」

　はっと思い出したように声をあげためるるは、胸の前で両手を重ねて、パチンと音を立てた。

「ついでに調べてあげたんだけど、藤堂凜々菜も、特定の彼氏はいないみたいだよ？」

「えっ……!?」
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「今、よかったって顔したよね？」

「～～～～～～っ……!!」

　顔が熱くなったぼくを見て、んふふと、ネコのように口元を緩めるめるる。

「っていうか、さっきからなんだよ！　藤堂さんのことは、今回の件と、何も関係ないだろ！」

　叫さけび、照れ隠しをするぼくを見て、めるると陸の二人は、楽しそうに笑っていた。

　これにて、めるるからの報告は終了。

　それからは、それぞれケーキと紅茶を楽しみながら、メイドさんたちからの接待を受け続ける時間が続いて──。

　気付けば、一時間が過ぎようとしていた。

　メイドさんに延長するかどうか訊ねられたけれど、今回はめるるの調査報告を聞くだけなので、延長はしなかった。

　でも、お店自体には大満足だ。

　ぼくたちはまた帰ってくることをメイドさんたちと約束して、お店を出ることにした。
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　約束通り、支払いをぼくがして、メイドカフェを出たあとのこと。

　ぼくはもう少しいろんなお店を見て回るという二人と別れて、家に帰ることにした。

　今日は夕食の準備もしなければならないし、姫那にいち早く調査結果を伝えたいと思ったからだ。

　なのでアパートに戻ったぼくは、自宅に入る前に、ピンポーンと、姫那の部屋のチャイムを鳴らした。

　……出掛けているのか、反応はない。

「おーい、いないのかー？」

　トントンと、部屋の扉を叩いてみる。

　すると、微かすかに扉が開いた。

「誰かと思ったら、あんたか……。何か用？」

　扉の隙間からぼくを睨み付けるようにして、姫那が声を掛けてくる。

「いや、あんたって……」

「いきなりチャイムを鳴らすからよ。普段、鳴らす人なんかいないから、びっくりしたの。ＲＩＮＧリングでメッセージの一つでも送ってくれればよかったのに」

「ああ、そういう……」

　新聞の勧誘か訪問販売か、それに類るいする何かかと思ったのだろう。

　相手をするのが面倒なのは、ぼくにもよくわかる。

「で、用件はなんなの？」

「前に言ってただろ。淳也のこと、めるるに調査してもらってるって。その結果を聞いてきたから、報告しようと思ったんだ」

　告げると一転。

　ぱっと、姫那の表情が明るくなった。

「ほんと！　入って！」

　チェーンを外し、扉を大きく開いた姫那は、部屋の奧へとテンション高く駆けていく。

　閉じていく扉を手で止めて、その後ろ姿を棒立ちになって見ていると、姫那は振り返り、半眼でぼくのことを睨み付けてきた。

「そんなところで、なに、ぼーっと突っ立ってるのよ？　はやく中に入りなさいよ」

「お、おう……」

　引っ越し当日は何も意識することはなかったが、よくよく考えれば、一人暮らしの女の子の家なのだ。

　すでに慣れ親しんだ相手の部屋とはいえ、入るのに少しドキドキして、心の準備が必要だった。

　……とはいえ、中に入ると同時に、そんな気持ちもなくなってしまう。

　基本的には、引っ越ししてきた時と殆ど何も変わらない。

　簡かん素そそのものな室内だったからだ。

「適当に座って」

　言われた通り、ぼくは床に敷かれている絨じゆう毯たんの上に姫那から渡された座布団を置いて、適当に腰を下ろした。

　続けて姫那も、ぼくの正面に座布団を置いて、腰を下ろす。

　ぼくと姫那は、一メートルもない距離で向かい合うことになった。

「それじゃ、さっそくその調査結果を聞かせてもらおうかしら。淳也くんのこと、教えてちょうだい！」

　興奮した様子で前のめりになってくる姫那に向けて、ぼくはめるるから聞いたことを伝え始める。

　淳也の好きな食べ物や、好きなテレビ番組。好きな漫画の情報から、得意科目。いろいろな女子に告白をされているが、誰とも付き合ってないこと。

　藤堂さんとも、付き合っていないこともだ。

　ふんふんと頷きながら、姫那はぼくの話を聞いていた。

　やがてぼくは、話の核心へと切り込んでいく。

「ということで、とりあえず淳也が今のところ付き合っている女子はいないらしい。ただ──」

「ただ……なんなのよ？」

「好きな人がいる可能性があるんだってさ」

「～～～～～～ッ!!」

　衝撃ッ！

　姫那に、衝撃走る──!!

「はは……そうなんだ……。好きな人、いるかもしれないんだ……」

　──絶望。

　肩を落として、身体から魂が半分抜け落ちたような──。

　真っ白に燃え尽きたような状態に、姫那はなっていた。

　慌てて、ぼくは言葉を続ける。

「ちょっと待てよ。そこまで落ち込む必要はないだろ？　その相手が、お前だって可能性もあるんだからさ」

「ほんと！」

　ぱっと、希望に満ちた表情を浮かべる姫那。

　本当に喜き怒ど哀あい楽らくが激しいやつだ。

「ほら、お前のところに、ノートとか毎日持って来てくれたんだろ？　そんなことした相手は、お前以外にいないわけだし、好きな人がいるというのなら、その可能性だって大きいと思うぞ？」

「そっか、そうだよね……。そっか、わたしのこと、好きな可能性もあるのか……えへへ♡」

　にへら、と、今度は気持ち悪い笑みを浮かべる。

　もちろん今言った言葉は、気をよくさせるためのでまかせでもなんでもない。

　可能性があるには違いないだろう。

　……とはいえ、他に入院した生徒なんていないのだから、あまり参考にならないかもしれないけれど。

　それはもちろん、姫那も理解しているようで──。

　少し前までとは違って、俯うつむき、自信なさげに言葉を続ける。

「……でもさ、わたしのこと好きとか、気になってるとかは、淳也くんは言ってないのよね……。そもそも、別のクラスになってからは、殆ほとんど話もしてないし……」

　結局のところ、不安なのは変わらないようだ。

　うーっと、姫那は頭を抱えて考え込んでしまう。

　その姿を見ていると、思わず笑みがこぼれてしまった。

「な、何を笑ってるのよっ！」

「お前、当たって砕けろタイプだと思ってたんだけど、結構、繊せん細さいなんだなって」

「うるさいわね！　乙女おとめはみんな、繊細なものなのよ！」

　顔を真っ赤にして、そう叫んだあとのこと。

「で、あんたはどう思うわけ？」

「え？」

「だから、脈はありそうか、なさそうかって聞いてるの！」

「いや、それは……」

　今喋ったことを思い返しながら、考えてみる。

　クラス長だからと言って、気にもならない女の子のために、わざわざ毎日ノートのコピーを届けたりするだろうか？

　自分だったら、絶対にしないだろう。

　姫那の部活の仲間や友達に、週に一度、纏めてだとか、頼んで届ける方法だってあったはずだ。

　それなのに、あえてそのような方法を採ったということは、何かしらの理由があると考えてもいいだろう。

　……単に、淳也は人がよすぎるだけって可能性もあるのだけど。だからこそクラスメイトから慕われて、クラス長にも専任されているのだ。

　でも──。

「ないよりは、ある方なんじゃないか」

　それが、ぼくの結論だった。

　めるるも姫那が成功する可能性は結構あると思うと言っていたし、似たような結論になったわけだ。

「そうね……。確かに、そう。ないよりある。完全にないよりも、いいわよね。うん」

　自分に言い聞かせるように、呟つぶやき続つづける姫那。

　どうやら、満足いく回答こたえだったようだ。

「で、どうするんだ？　ワンチャン、告白してみるか？」

「は!?　告白って、あんた、何を言って……！」

「そうでもしないと、これ以上はわからないだろ？」

　動かなきゃ、手に入れることは出来ない。

　動かないのが、一番よくない。

　陸やめるるが言っていたことだ。

「でも、それはハードル高いっていうか……なんていうか……」

「だったら、どうするんだよ」

「そうね、それなら、と、とりあえず、デート……誘ってみる！」

「ほう、デートか」

「そう、デートよ！　それで感触を確かめてみるの！」

　立ち上がり、ぐっと右手の拳を握り締めるようにしながら、姫那は宣言する。

「中間テスト明けの次の地区大会で、去年みたいに優勝することが出来たら、デートに誘うことにするわ！　そして、デートが上手くいったら告白する！　今、決めた！　絶対に、そうしてみせる！」

　つまるところ、普通に誘うのは恥ずかしいので、理由をつくるということのようだ。

　あなたのおかげで入院中も勉強が遅れることはなかったし、進級することも出来た。

　無事完治して大会にも出られたし、優勝することも出来た。

　その原動力は、全てあなた。

　めちゃくちゃ感謝してる。

　だから、お礼がしたいの！

　要約すると、そういうことのようだ。

「なんだかいける気がしてきた！　次の大会、絶対、優勝してみせるから！」

　やる気を見せるように、ぐっと胸の前で両手の拳を握り締める姫那。

　自分の描いた絵に、満足もしているようだ。

　正直なところ、いきなりそんなことを言われても戸惑うと思うし、その重さに引いてしまう気もするけれど、やる気に水を差すのも悪いだろうと思って、ぼくは何も言わないことにした。

　姫那の恋愛が上手くいくことは、ぼくにとっても悪いことではないのだから──。

「あ、練習がんばるから、中間テスト対策はよろしく。あんた、それなりに成績よかったわよね？　わたし、勉強はあんまり得意じゃないから」

「それって、ぼくに勉強を教えろってことか？」

「そうよ。ダメかしら？」

「うーん……」

　まあ、ぼくもそこまで得意じゃないけれど、確かに姫那よりは出来る方だろう。

「……仕方ないな、わかったよ」

　それも協力のうちだと、受け入れることにした。

「やった！　それなら明日から、練習も勉強も、どちらも全力でいくわよ！」




　その言葉通り、姫那は翌日から大会の日まで。

　全力で、毎日を駆け抜けていく──。
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　それは、一年と少し前の春のこと。

　海かい戸と高こう校こうに入学した直後から、ぼくは同じクラスになった藤とう堂どうさんのことが気になっていた。

　窓際でよく本を読んでいる清せい楚そな少女は、ぼくの好みドストライクなのだから、当然のことだろう。

　そんな彼女のことを、本気で好きになってしまったのは、去年冬の初頭のこと。

　コートが必要になってきた、肌寒い、十一月の終わりの、ぼくの誕生日のことだった。

　その日、母さんと外で食事をする約束をしていたぼくは、駅前の書店に併設された喫茶店でコーヒーを飲みながら、ノートパソコンで『蛍ほたる火び』を書いていた。

　母さんの仕事が終わるまでの時間潰しだ。

　やがて書くのにも詰まって、鞄かばんの中に入っている本でも読もうと、取り出そうとしたところでのことだった。

「……え？」

　その時、ぼくの目に映ったのは、コーヒーを載せたトレイを持っている、手に書店の袋をぶら下げた、一人の少女の姿。

　いつもと違って眼鏡めがねを掛けていないし、髪も結んでいない。制服姿ではなく、ふわっとした白ブラウスに、ドット柄のスカートと、可愛らしいコーディネイトをしてもいる。

　それでも、間違いない。

　彼女は間違いなく、ぼくの大好きな藤堂さんだ。

「藤堂……さん？」

　いつも以上に可愛く見える藤堂さんに、思わず声を掛けてしまった。

　驚いたように、藤堂さんは答える。

「よくわかったね。眼鏡かけてないし、髪も結ゆってないのに」

「わかるよ。いつも教室で見てるし……」

　──って、何を言ってるんだ、ぼくは。

　そんなことを言ったら、気持ち悪がられてしまうかもしれないじゃないか。

「それより、どうして藤堂さんはここに？」

「ええと、見ての通り、買い物の帰りなんだ。このあとに用事があるから、ちょっとここで時間を潰そうと思って。八神くんは？」

「まったく同じだよ！　夜に用事があってさ。ここで本を買って、時間を潰そうかなって──」

「ほんとだ。まったく同じだね」

　にこりと、天使のような笑みを見せる藤堂さん。

　本当は小説の原稿を書いていたなんてことは、恥ずかしくて言えるわけがない。

「よかったらここ、座っていい？」

「えっ……!?」

　藤堂さんが示したのは、ぼくの正面の席だ。

　当然のことながら、戸惑ってしまう。

　まさかそんな提案を藤堂さんにされるなんて、考えてもいなかった。

「他に空いてる席、なくなっちゃったし」

　確かにその通り。

　店内を見回してみると、空いている席は、どこにも見当たらない。

　ぼくたちが喋しやべっている間に、なくなってしまったのだろう。

「いいかな？」

「もちろん、構わないけど……」

「ありがとう」

　ばくが荷物をどけたところで、目の前の席に座る藤堂さん。

　まさか誕生日に、こうして藤堂さんと向かい合って座ることになるなんて。

　しかも眼鏡を外して、髪を結んでいない姿の藤堂さんに会えるなんて。

　神様からの誕生日プレゼントなのかもしれないなんて、そんな風に思っていると、

「八神くんは、よくこの喫茶店に来てるよね」

　と、藤堂さんが声を掛けてくる。

「えっ、なんでそれを……!?」

「本屋さんに来た時に、何度か見掛けてたんだ」

「ああ、そういうことか。ここにしか、この町に大きな本屋はないし、買い物ついでに、よく寄ってるんだ。オシャレで雰囲気もいいし。本を読むには最適だし」

「それは、わたしも同じなんだ。本も好きだし。習い事とかいろいろあって、その間に、ここで本を読んで、時間を潰すのにもちょうどよくて」

　いい感じで、会話が続いている。

　これほどまでに長く、藤堂さんと喋れているのは、初めてのことだ。

　一分、一秒でも長く、この時間を続けたい。

　だからぼくは、必死に話を繋いでいく。

「藤堂さん、学校でもよく本を読んでるもんね。本、好きなの？」

「わたし、八神くんにそんなとこも、ちゃんと見られてたんだ。恥ずかしいな」

　その言葉通りの表情を浮かべる藤堂さん。

　それでぼくも、なんだか恥ずかしくなってしまった。

「ほら、最近、スマホとかタブレットで読む人も多いからさ。紙で読んでる藤堂さんは珍しいっていうか、目立つっていうか……」

「あはは、それは、そうかもしれないね」

「なにか、こだわりあるの？」

「お父さんが本が好きで、小さな頃から、わたしにもいっぱい本を買ってくれたんだ。それが紙だったから、慣れちゃって」

「それなら、ぼくも似たようなものかな。ぼくの父さん、本が好きだったみたいでさ。残してた本を読んでたら、慣れちゃって」

「残してた、本……？」

「ぼくが生まれる前に、ぼくの父さんは、死んじゃっててさ──」

　それから、ぼくは、父が作家を目指していたこと。

　その練習ということで、日記を書いていたこと。

　ぼくは父のことを知りたくて、その日記を読んだこと。

　日記に書かれていた父が読んでいた本を父の実家から持って来て、読んでいったことなどを、藤堂さんに話していく。

「その……ごめんなさい、ヘンなこと聞いてしまって……」

「別に隠してることじゃないし、構わないよ。嫌だったら、こんな話しないし」

「八神くんは、優しいね」

　藤堂さんはにこりと微笑ほほえんで、

「それならついでにもう一つ、質問してもいいかな？」

「うん」

「八神くんは、お父さんみたいに、作家になってみたいって思わないの？」

　その質問に、ぼくはドキッとした。

「なれたらいいなって、思うことはあるんだけどね」

　あははと笑って、誤ご魔ま化かした。

　すでに『ノベルポット』に『蛍火』の投稿を始めていて、作家になりたいという気持ちが、自分の中で生まれてきている。

　でも、まだそれほど評価されていなかったし、恥ずかしい気持ちもあったので、それを口にすることは出来なくて──。

「いつか、何か書いたら、わたしに読ませてね」

「……うん。その時は、そうさせてもらうよ」

　答えたところで、母さんからスマホにメッセージが届いた。

　もうすぐ仕事が終わるので、予約を入れているお店の前で合流しようというものだ。

　お店の場所がわかるアドレスも、ＲＩＮＧリングで送られてきている。

「どうかしたの？」

　スマホを覗いていたぼくに、問いかけてくる藤堂さん。

　言うべきか迷ったけれど、これは誤魔化すことでもない。

「実は今日、誕生日でさ。このあと、母さんと食事に行く約束をしてるんだ」

「えっ、誕生日なの!?　それなら、ちょっと待って……」

　驚いた声をあげて鞄かばんの中を漁り始めた藤堂さんは、一冊の本を取り出した。

　まさか、その本をプレゼントしてくれるのかと思ったけれど、そうではなくて──。

「これ、あげる」

　差し出してきたのは、その本にはさまれていた栞しおりだ。

「昔、わたしがつくったものなの」

　受け取った栞には、押し花がついていた。

「これって、四つ葉のクローバー？」

「うん、幸運のアイテムなんだよ。ハッピークローバーっていうの」

　探して、見付けて、押し花にして栞をつくったのだという。

「これを本に挟んで使ってると、いいことがたくさんあったんだ。だから、きっと八神くんにも、いいことがあると思うよ」

「でも、それだと藤堂さんが……」

「まだいくつか家にあるから大丈夫。もらってよ」

「それじゃ、遠慮なく」

　さっきまで読んでいた本に、ぼくは栞を挟んだ。

　気になっていた女の子に、誕生日プレゼントをもらえたのだ。

　正直、飛び上がるほどに嬉しいことだ。

「ありがとう、藤堂さん」

「こんなもので、喜んで貰えるなら」

　このあと用事があるという藤堂さんと一緒に、ぼくは店を出た。

　その時、どうして藤堂さんがいつもとは違う格好をしていたのかも、その用事とは何だったのかもぼくは聞くことができなかった。それ以降、ぼくは同じ姿の藤堂さんを見ていない。

　ちなみに、その時もらった栞は、今でも大事に使っている。

　幸せの、四つ葉のクローバー。

　その効力のおかげだろうか。

　実際、いいことがあった。

『蛍火』の人気に、火がついたことだ。

　藤堂さんは、ぼくの運命の女め神がみ様さまなのかもしれない。

　でも、ぼくはその感謝を告げることはもちろん、栞のお礼だって出来ていなかった。

　小説を書いていることも、話せていない。

　書籍化でもしたら、君がくれたあの栞のおかげだとお礼を言って、印税でお返しのプレゼントでも買って、自分の思いを告げてみようかなんて、そんなことを考えてしまう。

　淳也と付き合っていないことは、すでにわかっているのだ。

　チャンスはあるかもしれない。

（……って、それじゃなんか、姫ひめ那なみたいだな）

　とはいえ、気にすることじゃないだろう。

　むしろ姫那が成功したら、参考にしてもいいくらいだ。

　このような状況すらも、ハッピークローバーのもたらしてくれた、幸運の一つなのだろうか。

　その幸運を摑めたらいいななんて、ぼくはそんな風に思っていた。
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　始まった、猛特訓の日々。

　毎日力尽きるまで、姫那は練習しているようだ。

　部活から帰宅したあと、母さんの誘いに応じて、うちのリビングで三人揃って夕食を摂っている最中に、食べながら眠ってしまうこともあった。

　他にも、うちに来ると約束したけど、来ない姫那の様子を母さんが見に行った時のことだ。

「カズちゃん大変！　手伝いに来て！」

　なんて、母さんが慌てた様子で玄関から呼び掛けてきたので、なんだなんだと思って行ってみると、湯船の中で姫那が眠っていて、

「……あれ？　冴さえ子こ？　っていうか……」

　タイミング悪く、姫那は目を覚ましてしまった。

　そして、母さんの後ろに立っているぼくに視線を向けるなり、姫那は顔を真っ赤に染めて──。

「な、なんてあんたがここにいるのよっ！」

　叫ぶと同時に、風ふ呂ろ蓋ぶたの上にあった洗面器を、ぼくに投げ付けてくる。

　気付いた時には、もう遅かった。

「……ああっ！　カズちゃん！　大丈夫、カズちゃんッ！」

　桶が顔に命中したぼくは、思いっきり背中から床に倒れて頭を打って、そのまま気を失ってしまった。

　他にもぼくが中間テスト対策に勉強を教えている最中に寝落ちしたこともあれば、学校でも授業中に寝てしまったこともあったらしい。




　そんな日々が続いて──。

　あっという間に、数週間が過ぎていった。




　勉強を教えた甲か斐いがあったのか、結果、ギリギリだったけれど、姫那はなんとか中間テストを乗り越えることが出来た。

　あとは月末の陸上大会で、結果を出すだけ──。

　そんな中でのこと。

　ようやく中間テスト前の勉強期間から解放されたぼくと陸りくとめるるの三人は、すがすがしい気分でコンピュータ研の部室に集まり、久しぶりにゲームをプレイしていた。

　前に遊んだラストスタンディングタイプのバトルロイヤルゲーム『バトソル』で、今日はトーリさん抜きの、トリオでのプレイだ。

「そういや例の件、どうなったんだ？」

　プレイ中、いきなり陸が訊ねてくる。

「例の件？」

「めるるが調査した件だよ。リトルプリンセスに伝えたんだろ？」

「ああ、そのことか」

　この場には、ぼくたち三人しかいない。

　だから、話をしても問題はないだろう。

「デートして、上手くいったら告白するんだって」

「なっ、マジか!?　って、やられたっ！」

「おい……って……うわっ、ぼくもだ！」

「あー、わたしも一発ヘッドショットー……」

　言葉足らずのぼくの説明で気が逸それた隙を突かれて、陸はやられてしまったようだ。

　陸がやられたのに動揺して、ぼくもやられてしまった。

　めるるも同じようだ。

「んで、さっきの件の詳細を聞かせてもらおうか？」

　仕方ないとゲームを終了した陸は、手にしていたスマホを机の上に置いて、ぼくに訊ねてくる。

「ええと……」

　協力者の二人に、今更、隠すこともないだろう。

　ぼくはめるるから聞いた話を姫那に伝えたことや、それを受けての姫那の決断などを話していく。

「つまり、来週ある地区大会で優勝したら、それを理由にデートに誘って、いい雰囲気になったら告白するってことか。それって、前提条件のハードルがめちゃくちゃ高くね？」

「でも、一年の時は天てん城じようさん、地区大会で優勝してたよね？」

　それは、その通りだ。

　ぼくも姫那本人や母さんから聞いている。

「とはいえ、怪け我が明あけなんだろ？　簡単じゃねえと思うけどな」

　正直、ぼくもそう思っているし、復帰直後なんだから無茶したらダメよと、母さんもよく言っている。

「でもって、お前はどうなんだ？」

「……へ？」

　いきなりの問いに動揺して、呆ほうけた返事をしてしまう。

「それって、どういう……」

「新作、書けてるのかって聞いてるんだよ」

「あっ……」

　そっちか、と思った。

　藤堂さんに告白しないのかという意味だと思っていたからだ。

　でも、そうではなかったらしい。

　でもって小説だけれど、姫那のことばかりに気を取られて、プロットすら進んでいなかった。

　勉強を教えるのに時間が取られていたこともあるし、最近書けているのは、毎日の日記くらいだ。

　これでは、本ほん末まつ転てん倒とうだ。

「ええと、今日はこのくらいにして、家に帰って新作の原稿をやるとするよ」

　思い立ったら吉日だ。

　藤堂さんのことに話題が及ぶのも避けたかったので、ぼくはゲームを切り上げ、この場をあとにすることにした。

「その反応、書けてないな」

「ええと、それじゃ！」

「おい、一かず冴さ！」

　ぼくは逃げるように、コンピュータ研の部室をあとにする。

　きっと陸とめるるの二人は、呆れたような表情を浮かべているだろう。
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　コンピュータ研の部室があるＢ棟を出る。

　そこで目にしたのは、大会に向けて追い込み練習を必死にやっている姫那の姿だった。

　二百メートルを全力で走って、二百メートルジョグ、再び二百メートルを全力で走る、インターバルトレーニングを繰り返している。

　そんな陸上ユニフォーム姿の姫那の姿を眺めていると、

「あれ、八神くん？」

　と声を掛けられて、ぼくは驚くことになった。

　なぜならそれが、藤堂先生の声だったからだ。

　藤堂先生はこの学園の教師であり、一年の時は姫那たちが所属するクラスの担任。

　ぼくのクラスを担当する、英語教師でもあった。

　そして、先生はぼくの大好きな人──藤堂凜々菜の従姉妹いとこでもある。

　その声の方へと視線を向けると、隣には、プリントを抱えた淳じゆん也やの姿があった。

　一年生の時のクラス長と、担任としての繋がりなのだろうか。

　藤堂先生の手伝いをしているようだ。

　先生に続いて、淳也が訊ねてくる。

「八神くん、こんなところで何を……って……」

　その視線が向けられたのは、さっきまでぼくが見ていた場所。

　姫那が練習している、グラウンドのトラックだ。

　すぐに姫那の存在に気付いたのだろう。

「天城さん、あんなに走れるようになったんだ」

　走っている姫那を見て、淳也は優しい笑みを向けた。

「本当に、よかったわね」

　藤堂先生も、同じような笑みを姫那に向けている。

　ちょうど一周、走り終えた姫那は、前屈みの体勢になって、ハァハァと息を整えていた。

　やがて顔をあげた時。

　ぼくと姫那の視線がぶつかった。

　同時に姫那は、先生と淳也の存在にも気付いたのだろう。

　驚いた表情を浮かべながらも、ぼくたちの元に駆け寄ってくる。

　もちろん、話し掛ける相手はぼくではない。

　先生と淳也だ。

「先生！　それに、か、柿かき内うちくん、久しぶりっ！」

「足、よくなったみたいだね」

「うん！　ぴんぴんしてる！　こうしても大丈夫なくらい！」

　淳也に声を掛けられて、舞い上がっているのだろうか。

　姫那はよくなったことを示すように、怪我をしていた右足を、パンパンと、地面に叩き付けている。

「この調子なら、月末の大会も、なんとかなると思う！」

「……大会？」

　それはなんだろうと、首をひねる淳也。

　補足するように藤堂先生が言った。

「県の総合体育大会が、月末にあるのよね」

「そう！　県の総合体育大会！　月末の土日でやるの！　土曜日が予選で、日曜日が決勝で──ってそうだ！　それで、なんだけど……」

　突然、もじもじとし始めてしまう姫那。

　その大会で優勝したらと、ここで宣言するのかと思って、ドキドキしてしまったのだけど、そうではなかったようだ。

「ひ、暇だったらでいいから、大会、見に来てくれない……かな？　お世話になった淳也くんに、完全に治ったところ、見てもらいたくて！　土曜日は予選だし、日曜だけで──ううん、日曜の、午後の決勝だけでもいいから！」

　正直なところ、それだけでも驚きだった。

　大会の見学とはいえ、こんなにもストレートに淳也を誘うだなんて──。

　ある意味、デートの誘いの予行練習のようなものなのかもしれない。

　先生曰いわく、他の先生や、学生なども、応援に行くようだ。

「その日は空あいてるし、わたしも見に行こうかしら？」などと、先生も言っている。

　なので、特別なことではないのだろう。

　デートより誘いやすいといえば、そうなのかもしれない。

　それに対する、淳也の返答は──。

　ごくりと、ぼくは唾つばを飲み込んでしまう。

　ぼくだって緊張しているのだ。

　それ以上に、姫那は緊張しているだろう。

　そんな中で淳也が答えた。

「月末の土曜日はもう用事が入ってるんだけど、日曜日なら、行けるかな」

「ほんと！」

　不安げだった姫那の表情に、ぱっと花が咲いた。

「それなら、準決勝に行けたら──って、行けたかどうか、伝える方法ないとダメだよね！　だから、ちょっと待ってて！」

　突然、その場から駆け出してしまう姫那。

　部室に入って、すぐに出てきたその手には、スマホが握られていた。

「よかったら、連絡先……交換しない、かな？　それなら、伝えられるし！」

　そういうことかと、ぼくは理解する。

　このチャンスを活かして、連絡先を交換しようと考えたようだ。

（というか、入院中に交換してなかったのか……）

　それどころではなかったのか。

　それとも、勇気が出なかったのか。

「いいよ、交換しようか」

「うんっ！」

　なんにしろ、姫那の作戦は成功したようだ。

　とても嬉しそうに、淳也とＲＩＮＧのアドレスを交換している。

　それを終えて、

「天城さん、がんばってね」

「うん！　いいメッセージ、送れるようにがんばるから！」

　淳也に応援の言葉をもらって、嬉しそうに宣言する姫那。

　その姿を見て、心の底からよかったなと、ぼくは思っていた。
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　再び練習に戻っていく姫那と、仕事に戻る藤堂先生。

　そして、藤堂先生の手伝いをする淳也と別れたあと、ぼくは駅前の商店街にある書店に向かっていた。

　現実逃避というわけじゃなく、書店で本に囲まれると、執筆しようという気力も湧いてくるので、そうしようと考えたのだ。

　気持ちを切り替えるための、やる気を出すための行動の一つというわけだ。

（それにしても、あんな姿の姫那を見られるなんてな）

　校庭で淳也と会話をしている最中の姫那の顔といえば、完全に恋をしている少女そのものだった。

　ぼくと淳也の話をしている時の姫那もそうだったけれど、それ以上に感じたくらいだ。

　なんにしろ、前に進めてよかった。

　好きな人と連絡先を交換することが出来たのは、大いなる前進だろう。

　ぼくだって、藤堂さんと連絡先を交換してみたい──なんて、そんな風に思いながら、書店に足を踏み入れた直後、

「……八神くん？」

　そんな風に声を掛けられ、ぼくの心臓は、大きく高鳴った。

「藤堂さん!?」

　思わず、大きな声をあげて振り返る。

　そこにいたのは、先ほど叫んだ言葉通りの藤堂さんだった。いつもここで会う時と同じく、髪はストレート。ただ今日は肩が出た服を着ているせいか、いつもよりもお姉さんっぽく見える。

「どうしたの？　そんなに驚いて？」

　この店で出会でくわすのは、そんなに珍しいことでもないだろうという表情を向けてくる藤堂さん。

　事実、その通りなのだ。

　でも、久しぶりだし、ちょうど藤堂さんのことを考えていたものだから、驚きすぎてしまった。

「それはそうと、八神くん。最近、何か変わったことあった？」

「え？　なんで？」

「あまりここでも、喫茶店でも、八神くんの姿を見ないなって」

　言われて、ハッとする。

　姫那が隣に引っ越してきてからというもの、確かにあまりこの書店にも、併へい設せつされている喫茶店にも来ていない。

　自分の生活パターンが変わったせいだ。

　家で夕食を食べることが多くなっていたし、母さんに頼まれて、姫那のためにも食事をつくらされることもよくあった。

　一緒に食卓を囲むことも増えているし、ここ最近は、中間テスト対策として、勉強を教えてもいたのもある。

（それに最近は、小説も書いてなかったしな……）

　もちろん『蛍火』のことや、姫那のことを話すわけにもいかないので、誤魔化すようにぼくは答えた。

「ほら、中間テストもあったし、ハマってるゲームがあってさ。それに時間を取られてて……」

「それって、どんなゲームなの？」

　興味深そうな様子でそこを深掘りされるだなんて、考えてもいなかった。
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　なのでぼくはさっきまで陸たちとプレイしていた、ラストスタンディング系の、バトルロイヤルゲーム『バトソル』こと、『バトルソルジャーズ』の話をすることにする。

「あっ、それ知ってる！　教室でも結構話題にのぼるし、スタバとか、マクドナルドでプレイしている人たちも見るし！　面白いみたいだね」

「最後まで勝ち残るのは、難しいけどね」

　そう答えたところで、ふとぼくは、校庭での出来事を思い出した。

　姫那と淳也が、連絡先を交換したことだ。

　これは藤堂さんに『バトソル』を紹介して、一緒にプレイをしようと、連絡先を交換するチャンスではないのだろうかと考えて、ぼくは切り出した。

「そうだ、藤堂さん。藤堂さんもよかったら、『バトソル』をプレイしてみたら。こういうゲームでさ──」

　ぼくがスマホを取り出して、見せようとしたところで、

「あ、いけない！」

　ぼくのスマホの画面を見るなり、藤堂さんは驚きの声をあげた。

「もう時間。わたし行かなきゃ。せっかく紹介してくれたのに、ごめんなさい」

「いや、構わないよ。時間なら、仕方ないし。気になったら、インストールしてみて」

「うん。それじゃ、八神くんまたね」

　急いで書店を飛び出していく藤堂さん。

　なんて、タイミングが悪いのだろう。

　結局、連絡先は交換出来なかった。

　はぁ……と、小さなため息をつく。

　それにしても、藤堂さんはどこに行くのだろう？

　よく用事があるといっているけど、それはいったい、なんだというのだろう？

　藤堂さんのこと。

　まだまだ知らないことがある。

　同時にそれを知りたいとも、ぼくは思うのだった。
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　やってきた、六月の下旬。

　県の陸上体育大会予選が行われる、土曜日の朝のことだ。

　さすが看護師というべきなのだろう。

　朝はちゃんと試合の三、四時間前に、糖質の多いものと消化によいものを食べるべきだという母さんの提てい言げんによって、姫那は朝食をうちで食べることになった。

　最初のレースは十時なので、朝の六時に起きて六時半から朝食となる。

　パンとバナナを食べて、オレンジジュースを飲む姫那。

　そして、準備を整えたあとのこと。

　姫那は大会に向かうため玄関で靴くつを履はいていた。

　ぼくと母さんは、姫那を見送るため、玄関でその姿を見守っている。

「姫那ちゃん、頑張ってね！」

　靴を履き終えた姫那に、母さんが声を掛ける。

「うん、絶対に勝ち残ってみせるから」

　答える姫那。

　続けて、ぼくも声を掛けた。

「復帰一発目。しかも今日は予選なんだから、あまり無理はするなよ」

「わかってるわよ」

　靴を履き終えた姫那は荷物を持って立ち上がり、扉のノブに手を掛けた。

「それじゃ、行ってくる！」

「いってらっしゃーい」

　家から出て行く姫那の姿を見送ったあとのこと。

　頰に指をあてて、母さんがぼくに訊たずねてきた。

「カズちゃん、今日は応援にいかないんだっけ？」

「明日の準決勝からでいいって言われててさ。今日は家のこと、やっておくよ」

　姫那曰く、陸上競技大会は、二日に亘わたって行われる。

　今日はあくまで予選。

　明日が準決勝と決勝というわけだ。

　今日の予選は勝ち残って当然だし、淳也も応援に来ない。

　だから来なくていい。

　むしろあんただけ来たらヘンな勘違いをされそうだから来るな、とまで言われていた。

「そっかー。カズちゃん、明日はわたしのぶんも、しっかり応援してきてね。わたし、明日は朝から仕事だし」

　そう言ったところで、ふわわと、母さんは大きく欠伸あくびをした。

　朝まで仕事だっただけに、そろそろ限界なのだろう。

「それじゃ、カズちゃん。わたしはこれからお風呂入って寝るから。あとのことはよろしくね」
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　母さんがお風呂に入っている間に朝食の食器を洗い終えたぼくは、部屋に戻って、パソコンでアニメを流しながら、だらだらとソシャゲの周回をしていた。

　家事といっても、母さんがまだ起きているうちに洗濯機は回していて、すでに外に干してもいる。

　騒音が出る掃除機は、母さんを起こさないためにもかけることは出来ない。

　やれることといえば、お風呂やトイレ、台所の掃除くらいのものだ。

　あとは洗濯物を取り込むことと、買い物くらい。

　その二つは夕方にする予定なので、とりあえずぼくは、お風呂の掃除を始めることにした。

　日頃、運動をあまりしないせいだろう。

　お風呂場に続いてトイレ、台所と掃除が終わったところで体力を使い果たしてへとへとになっていた。

　部屋に戻ってベッドに寝転がると、急に眠気が襲ってくる。

　窓の向こうから射し込んでくる暖かな陽光が気持ちいいというのもあって、睡すい魔まに抗あらがうことが出来ず、ぼくはそのまま、眠りの中へと落ちていった。
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「午後一時、か……」

　目を覚ましたぼくは、枕元に置いてあったスマホで時刻を確認する。

　どうやら、三時間くらい眠っていたようだ。

　ベッドから起き上がり、向かう先は母さんの部屋──。

　母さんはまだ、ぐっすりと眠っていた。

　この様子なら起きるのはたぶん、午後二時か、三時くらいだろう。

　いつもだいたいそれくらいだし、まず間違いはない。

　無理に起こすのは可か哀わい想そうなので、今日はたらこスパゲティにしようと決めて、ぼくは自分のぶんだけの昼食をつくることに決めた。

　それを食べ終えたあとのこと。

　ぼくはベランダに移動して、洗濯物をチェックする。

　すでに洗濯物は乾いていた。

　少し早いけれどやることもないし、取り込むことにしようと決めたところで、ぼくは仕切りのない隣のベランダに、姫那の洗濯物が干されていることに気付いた。

　普通の服だけではなく、ブラや下着なども干されている。

（そういや、朝食の前に、あと少しで洗濯が終わるから待ってとか言ってたっけ……）

　そのことを今、思い出した。

　つまり洗濯物を干してからうちで朝食を食べて、大会予選に向かったというわけだ。

（ああ、もう……！）

　正直な話、女性モノのブラや下着など、母さんのもので見慣れてはいるのだが、やはり同じ年頃の異性のものとなれば、話は別だ。

　すでに目を逸らしたし、見ないようにしたとはいえ、さっき見たブラが頭に浮かんでしまうし、それを身につけている姫那の姿も、脳裏に浮かんでしまう。

　告白が上手くいけば、あんな下着をつけて、姫那は淳也と──。

（いや、さすがにそれはないか）

　そのような状況下では、勝負下着というやつをつけるはずだ。

　リトルプリンセスというだけあって、例えば、レースのついた可愛いやつとか……。

（……って、いけないいけない……）

　ヘンな妄想が加速してしまった。

　別のトコロも膨らみそうになってしまったので、思わずぼくはぶんぶんと左右に頭を振って、その妄想を振り払おうとする。

　そこでふと、思い出したことがあった。

　そろそろ、予選の結果が出る頃だ。

　宣言通り、姫那は予選を通過出来たのだろうか？　と考えたところで、ピロリンと、家の中でスマホが音を立てた。

　ＲＩＮＧの着信音だ。

　洗濯物を取り込む手を止めて、部屋に戻る。

　スマホを確認すると、姫那からのメッセージが届いていた。

『とりあえず予選通過！』というメッセージと、ピースサインをしたキャラクターのスタンプである。

　すぐにぼくが『おめでとう』のスタンプを返すと、両腕で×印を作ったキャラクターのスタンプが送られてきた。

『それは、優勝してからで！』

　続いて『優勝！』という、やる気に満ちあふれたキャラクターのスタンプも送られてくる。カレーライスのスタンプもだ。

『夕飯、これにして。スタンプ通り、絶対勝利のカツカレー！』

　験げん担かつぎということなのだろう。

　ならば腕を振るうことにしようと、ぼくは『ＯＫ』のスタンプを送信。

　洗濯物を取り込んだあと、さっそくぼくは、駅前のスーパーへと買い物に出掛けたのだった。
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　やってきた、準決勝と決勝が行われる日曜日。

　姫ひめ那なが参加する試合を見るために、ぼくは陸上競技場を訪れていた。

　というより、今日は仕事の母さんのかわりに、姫那の復活を見届けることが、ぼくの使命のようなものだ。

　スタンドに入るとすぐに、ぼくは見知った二人を発見することが出来た。

　フェンスにくっつき、トラックで練習をしている選手たちを眺ながめている、陸りくとめるるだ。

　正面ではなく後ろ姿だけど、その着用している可愛らしい服ですぐにわかるのが、めるるのいいところ。

　そんなめるると陸の二人が、なぜここにいるのか。

　それは、ぼくが姫那の応援に行くことを告げると、俺たち、わたしたちも、陸上の大会を見てみたいと、二人が言い出したことが始まりだった。

　なんでまたとは思ったけれど、好奇心の強い二人だ。

　突っ込んだら負けだろう。

　それにぼく一人で応援に行くと目立つし、姫那とのヘンな噂の温おん床しようになる可能性もあるので、正直、二人が一緒というのはありがたい。

　なので姫那に問題ないかと訊たずねたら、好きにすればいいとの答えをもらった。

　結果、こうして二人はこの競技場にやって来たというわけだ。

　二人に近付いて行くと、興奮した様子の会話が聞こえてくる。

「やっぱ陸上部のユニフォーム、どの学校も露出多くてえちえちだよね！」

「あっ、あの子のおっぱいすげえな！　めっちゃ揺れてる！」

「ちょっと、彼女の隣で、他の女の子のおっぱいにときめくのはどうかと思うんですけどー？　だったらわたしは、イケメンの筋肉とかにときめいちゃうよ？　でも、あの女の子の細い足についた筋肉も素敵っていうか、なんかマジ興奮しちゃうかも！」

「おい、そこのバカップル。ここは、動物園じゃないんだぞ」

　呆あきれたように声を掛けると、二人は揃そろって振り返った。

「あ、一かず冴さ」

「やっと来たんだ」

「コンビニで、結構並んじゃってさ」

　ぼくは手にぶら下げていた、サンドイッチやスポーツドリンクが入った、コンビニのレジ袋を二人に見せつける。

「でも、ちょうどよかったよ。あと十分くらいで、最初の競技が始まるところだし」

　ちなみに今日はトラック競技が中心とはいえ、走り幅跳びや三段跳びなどの決勝も、同時に行われるし、砲ほう丸がんややり投げの決勝も行われるのだと、めるるが付け加えるように教えてくれた。

　参加している高校も、十校以上あるらしい。

　それだけに、スタンドには多くの観客たちが押し寄せていた。

　だいたいが、ぼくたちと同じくらいの学生で、私服から、制服まで、色とりどりだ。

　そんなスタンドを眺めていると、近くに、知った顔があった。

　姫那の想い人である、クラスメイトの柿かき内うち淳じゆん也やだ。

　ちゃんと応援に来てくれたようで、ほっとした。

　来てくれてなかったら、その時点でほぼ脈はないようなものだし、折角の計画も水の泡だ。

（……って……）

　続けて、一人の少女を発見した瞬間。

　ぼくの心臓が、大きく跳ねた。

　姫那が淳也を誘った時、藤とう堂どう先生は行きたいと言っていた。

　だから、先生が来ているのはおかしくはない。

　ただ、先生の陰にいたその少女。

　藤堂先生の従姉妹いとこで、同じ学校に通う、藤堂凜り々り菜なが来ることに関しては、まったく想定していなかった。

　……なぜ、藤堂さんがここにいるのだろう？

「あ、八や神がみくん！」

　競技場のスタンドの椅子に座り、文庫本を読んでいる制服姿の藤堂さんを発見して、呆然としたぼくに声を掛けてきたのは、藤堂先生だった。

　ぶんぶんと手を振っている。

　その声で、陸やめるるも先生がいることに気付いたようだ。

「なんで先生と、藤堂凜々菜がいんの？」

　疑問を呈ていしためるるに、姫那が淳也を誘った時に先生がいたことを告げたあと、ぼくたちは、先生に歩み寄った。

「どうも。先生も、来ていたんですね」

「ええ、ちょうど、スケジュールが空いていたから、淳也くんと一緒に、わたしも応援に来たのよ。それで、凜々菜も誘ったの。お昼間は、時間があるっていうから」

　視線を振られた藤堂さんは、文庫本から顔を上げて、小さく会釈をした。

　そのまま、先生は話を続ける。

「八神くんは、お隣さんの応援よね。お母様は、いらしてないのかしら？」

　先生がそう言うと同時に、まずい、という表情を見せたのは、ぼくだけじゃなかった。

　ヘンな噂が流れたり、二人の関係を誤解されたりしないようにと隠していたことを知っている、陸やめるるもだ。

　どうして先生がそれを知っているのかなんて、聞くまでもない。

　なにせ、姫那の一年の時の担任なのだ。

　姫那が入院中の担当看護師が、ぼくの母さんだったこと。

　それどころか、今、姫那がぼくの隣の部屋に住んでいることも、知っていてもおかしくはないだろう。

「母さんは、今日仕事で……かわりに見てきてって言われて……」

　だらだらと、汗を垂れ流しそうになるほどに焦りながらも、ぼくは答える。

「それに、俺たちも同行させてもらったんです！」

「そうそう、陸上、一度見てみたくて！」

　予想外の展開に、ぼくがしどろもどろになっていることに気付いてくれたのだろう。

　陸とめるるの二人が、すかさずサポートしてくれた。

　本当に、ありがたい。

「そういうことだったの」

　にこりと微笑んで、先生は続けた。

「それなら今日はみんなで、天てん城じようさんを応援しましょう！」

　それで一度話は途切れ、陸やめるると一緒に、ぼくはスタンドの席についた。

　先生や藤堂さん、淳也の近くだ。

　あえて遠くに座るのもヘンだし、それ以外の選択肢はなかった。

「なんか、ヘンなことになっちまったな」

　スタンドの椅子に腰をかけた直後のこと。

　先生たちに聞こえないように、陸が耳元で話し掛けてくる。

「まったくだよ……」

　ぼくは小さくため息をついた。

　本当に、こんな展開は、想像もしていなかった。

「でも、これはチャンスじゃないのか？」

「チャンスって、なんのだよ」

　思わず、ぼくは訊ね返す。

「決まってるだろ。お前と藤堂凜々菜が、お近付きになるチャンスってことだよ。ここで、いろいろ話しておけよ」

「…………」

　陸の言いたいことはわかる。

　実際のところ、学校や、駅前の書店、その書店に併設されている喫茶店以外で、藤堂さんと喋しやべったことは、殆ほとんどないのだ。

　この場所で喋ることが出来るというのは、大いなる進展となるだろう。

　それに、聞きたいこともある。

　ぼくの隣の部屋に姫那が住んでいることを、藤堂さんはいつから知っていたのかということだ。

　先生が話を持ち出した時の藤堂さんの反応を、当然のようにぼくは確認していたのだけど、特に驚いた様子は見せなかった。

　淳也も同じだ。

　つまり、すでに先生から聞いていて、知っていたのかもしれない。

　……だとしたら、いつなのだろう？

　前に書店で会った時は、すでに知っていたのだろうか？

　その上で、ぼくに最近、何か変わったことがあったかなどと聞いたのだろうか？

　だとしたら、その意い図とは、いったいなんなのだろう。

　話をする以前に、聞きたいことばかりが募っていった。

「あ、天城さんが出てきたわ！」

　突然、先生が声をあげた。

　それでトラックに視線を向けると、すぐに陸上部のユニフォーム姿の、姫那を見付けることが出来た。

　姫那が出場するのは、女子の八○○メートル走。

　四○○メートルトラックを二周、走る競技だ。

　準決勝の二組目。

　14番のゼッケンをつけた姫那のレーンは３番のようだ。

　姫那の視線が、スタンドに向けられる。

　気のせいかもしれないけれど、一瞬、ぼくたちの方を見たような気がした。

　そして、他の選手たちと一緒にスタートラインについて──。

　パァンッ！　と競技場に鳴り響くピストルの音と共に、姫那はスタートを切った。

　他の選手たちも同じだ。

　まずは、第一コーナーへ──。

　そこまでは、レーン通りに走らなければならないことは、ぼくも知っている。

　どこを走ってもいいオープンレーンになるのは、バックストレートに進入してからだ。

　そのバックストレートに入ってからは、姫那の独どく壇だん場じようだった。

　すぐにトップに立った姫那は、そのまま他の選手たちをぐいぐいと引き離していって、圧倒的大差でゴールイン。

「すごいな……」

　三着までが決勝に進むことが出来るので、まず確実に決勝に進めるだろうと事前に姫那は言っていたが、怪我明けということで不安でもあった。

　しかし、そんなものは全て吹き飛ばしてしまうほどの大勝利だ。

　レースのあとの姿を見ても平然としているし、まだまだ余裕があるようにも見えた。

　その後、スタンドのぼくたちに気付いた姫那は、すぐに小走りで近付いて来て、ピースサインを向けてくる。

　ぼくと陸とめるるの三人は、親指を立ててそれに答えた。

　その後、他の部員たちと共に待機所へと戻っていった姫那だったけれど、しばらくして、落ち着いたのだろうか、一人で、スタンドにやってくる。

「おーい、天城！」

　右、左と見て、ぼくたちの姿を探しているようだった姫那に、ここだと示すように手をあげたのは陸だった。

　近付いて来た姫那に、陸は声を掛ける。

「すげえな、ダントツだったじゃねえか」

　続けて、めるるも声を掛ける。

「さすが天城さん！　すごかったよ！　カズサっちもそう思うでしょう」

「ああ、ほんと、すごかったぞ！」

「えへへ、みんなありがと」

　少し照れた様子で答える姫那。

「でも、ここはあくまで通過点。わたしが狙うのは優勝だから──っていうか……」

　ぐいっと、ぼくの耳を摑つかむようにして自分の顔に引き寄せ、姫那は小さな声ながらも、耳元で責め立てるように訊ねてくる。

「ちょっと、どういうことなの？　桜さくら木ぎめるるやその彼氏はともかく、なんで先生と藤堂凜々菜が、柿内くんと一緒にいるのよっ！」

　正直、そこは突っ込まれると思っていた。

　ぼくだって、突っ込みたくなったとこなのだ。

　姫那に合わせて、コソコソ声でぼくは答える。

「そもそも、お前が淳也を誘った時も、先生はいただろ」

「それは、そうだけど……」

　あの時、先生が行きたいと言っていたことや、先生が藤堂さんを誘ったことも、ぼくは付け加えて、説明をしていく。

「でも、まさかこんなことになるなんて……」

　これは予想していなかった状況だという表情を見せる姫那。

　それは、ぼくだってそうだ。

　ただ、優勝した時、デートに誘い辛いというのもあるだけに、姫那にとっては、本当に困ったことになってしまったというのはある。

「あとさ──」

　こんな風に話をしていたら淳也や藤堂さんにヘンな誤解をされるじゃないかとか、こんな風にコソコソしなくても、すでに淳也や藤堂さんにぼくと姫那がお隣さん同士であることがバレていることを、念のため、言っておこうと思ったのだけど、

「天城さん、決勝進出、おめでとう」

　そこで淳也が声を掛けてくる。

「あ、ありがとう。それに、来てくれて……」

　照れた様子で、答える姫那。

「足は、大丈夫？」

「い、今のところ、なんともないわ！　大丈夫！　バッチリ！　きっと、決勝もいけると思う。だから、しっかり見てて！　わたし、頑張るから！」

　テンパりながら、まくしたてるように宣言する姫那。

　そこに、同じ女子陸上部の仲間が声を掛けてきた。

「ヒメー、ちょっといい？　弁当、どれにするか決めなきゃいけないんだけど」

「あっ……。柿内くん、ごめん！　これから部員のみんなと一緒に、ご飯を食べなきゃいけないの。だから、またあとで！」

「天城さん、頑張ってね」

「うん！」

　返事をした姫那は、仲間と共にスタンドから消えていった。
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　皆、事前にコンビニで買ってきていたパンやサンドイッチなどで昼食を摂ってから、三十分ほどした頃のことだ。

　女子陸上八○○メートルの決勝戦が、始まろうとしていた。

　姫那をはじめ、出場選手たちが、それぞれ自分のレーンへと向かっていく。

　そして、スタートラインについて──。

　選手たちはもちろんのこと、スタンドも緊張に包まれている中で、パンッ！　と、ピストルの音が鳴り響いた。

　レーススタートだ。

　さすが決勝戦というべきなのだろう。

　誰も遅れることはない。

　皆、素人のぼくが見てもわかるくらいの、綺麗なスタートを切っていた。

　第一コーナーを回ってフリーレーンになっても、集団が崩くずれることはなく、そのままトラックを一周しても、先頭からしんがりまでの差は、殆ほとんどない。

　しかし、二周目のバックストレートに入ったところで、集団が崩れ始める。

　抜け出したのは五人。

　その中に──姫那はいた。

　身体は一番小さいけれど、そんなことは関係ないと証明するように、長い髪を揺らしながら、加速し続ける他の四人に、しっかりとついていっている。

　残りは半周。

　二○○メートル。

　最終コーナー入り口へと差し掛かる。

　五人は一団となって、最後の直線へ。

　姫那は四番手だ。

　目の前には二人の選手がいて、進路が塞がれている。

　インからは抜けそうにない。

　外に膨れて抜くのか、そのまま抜くのか。

　それとも、力尽きて下がることになるのか。

　その三択を想像したが、そのどれでもなかった。

　姫那は前傾姿勢になって、身を小さくして加速。

　二人の選手の間を抜けて、二番手に飛び出した。

　ワッと、歓かん声せいがスタンドを包む。

　残るは、最後の直線。

「いけ、姫那！」

　ぼくは、声を張り上げた。

　陸やめるるもだ。

　先生や淳也も、必死に声援を送り続けている。

「天城さん、頑張って！」

　淳也の声は、姫那には届いてないかもしれない。

　でも、その声に背中を押されるようにして、姫那は更に速度を上げて──。

　その直後のこと。

「あっ……！」

　競技場全体が、言葉を失った。

　姫那の身体が、揺らいだからだ。

　膝から、身体のバランスを崩したように見えた。

　このまま転んでしまうのではないかと、誰もが思っただろう。

　姫那の怪我を知っている者なら、なおさらだ。

　なにせ崩れた膝は、怪我した方の右だったのだ。

　しかし、姫那は転ばなかった。

　もう片方の足でしっかりと踏ん張り、地面を蹴りあげ──。

　体勢を立て直して、そのままの勢いで最後の一人をかわしてゴールイン！

「よしっ！」

　ぼくはガッツポーズをしながら、声をあげた。

　電光掲示板に、姫那のゼッケン番号と名前が表示されている。

　間違いない。

　勝った！

　姫那は勝ったのだ！

「うはは、すげえや」

　陸がそう声をあげた。

「一瞬、転びそうになってびっくりしたけど、さすがだよね！」

　続けてそう言ったのは、めるるだ。

「やった、やったわ！」

　見れば先生は、藤堂さんに抱きつくようにして、子供のようにはしゃいでいる。

　それを受けて、藤堂さんは、少し迷惑そうな表情を浮かべていた。

　そんな二人を、微笑ほほえましげな目で見つめている淳也。

　息を整えた姫那が、引き上げてくる。

　それにあわせてぼくたちはスタンドを駆け下りて、グラウンドに一番近い場所──フェンスの側まで近付いて、姫那に声を掛けた。

「おめでとう、姫那！」

　その声で、ぼくたちに気付いたようだ。

　顔をあげた姫那に、めるるが声を掛ける。

「ほんと、すごかったよ！」

「復帰初戦とは思えなかったぜ。マジですげえよ！　あと足、大丈夫か？」

「ありがと！　ちょっと危なかったけど、なんとか、復活出来た！」

　陸の言葉を受けた姫那は、にへら、と嬉しそうに笑みを浮かべて、指でサインをつくる。

　そこに声を掛けたのは、藤堂先生だ。

「天城さん、本当にすごかったわ！　おめでとう！」

　続けて、放たれた言葉。

「天城さん、おめでとう」

　それは、淳也のもので──。

「ええと、ありがとう……」

　照れくさいのだろうか？

　淳也と視線を合わすことが出来ずに、目を逸そらして、姫那は答えた。

　……さて、ここからどうするのだろう？

　当初の計画では、ここでデートに誘うことになっていた。

　しかし、ぼくや、陸や、めるるどころか、藤堂さんや先生までいる中で、それが出来るのだろうかと考えていると、

「それで、なんだけど……！」

　と、勢いのままに、姫那は話を切り出した。

　いったいなんだろう、と首をひねる淳也に向けて、叫ぶように、それでいて、たどたどしく、姫那は言葉を続けていく。

「そのっ、柿内くんに、お礼、したいの……！　入院してた時、柿内くん、いろいろと、わたしのサポート……してくれたから！　それに、感謝してるから！　おかげで進級も出来たし、こうして、優勝出来たし！　だから、今度一緒に、来週の日曜日あたりに、お茶とか、映画とか……どうかなって！　わたしが、その……お金、出すから！」

　正直言って、驚きだった。

　グラウンドとスタンドという状況で言ったことがじゃない。

　優勝のテンションのままとはいえ、全てをさらけ出すように伝えて、淳也を誘ったことに対してだ。

　やるじゃないかと、素直に感心してしまった。

　それがどういう誘いなのか、理解したのだろう。

　ぼくや、陸や、めるるだけじゃなく、藤堂さんも、驚いた表情を浮かべていた。

　果たして、淳也の答えは──。

　ぼくたちが注目する中、困ったように、淳也が口を開いた。

「いや、そんな……。そういうつもりで、やったわけじゃないから……そんなの、天城さんに悪いよ……」

「悪くなんてない！」

　きっぱりと、姫那は断言する。

「映画のチケットなら、なんでも見られるやつを前に二枚、もらったのがあるし！　だから、ちょうどいいっていうか、お茶代くらいは、お礼として出させて欲しいっていうか……！」

　ちなみに、映画のチケットの話は噓だ。

　淳也がお金を出してもらうのは悪いというのがわかっていて、そういう設定にしてあるだけなのだ。

　もちろん、姫那が仕送りの中から購入したものだ。

「でも……」

「行けばいいんじゃないかしら？」

　申し訳なさそうにする淳也に対して、横から口を挟んだのは藤堂先生だった。

「淳也くん、前にみたい映画あるって言ってたでしょう？　確か、『アネモネ』だっけ？　上映は始まったばかりだし、ちょうどいい機会だと思うのだけど……」

「それは、そうなんですけどね……」

　突然の提案に困った様子を見せながらも、その言葉に、背中を押されたようだ。

「天城さんは、『アネモネ』でもいい？」

　淳也は、姫那に訊ねた。

「いい！　なんでもいい！　淳也くんへのお返しだもの！」

　当然の答えだ。

　ちなみに『アネモネ』は、『ノベルポット』で掲載されていた小説の映画化作品だ。

　確か姫那がベランダから訪れた時にぼくが読んでいたホラー小説の著者が書いた別作品で、恋愛小説だったと記憶している。

「なら、お言葉に甘えさせてもらうことにしようかな。でも、来週の土日はすでに用事が入ってるんだ。天城さんは、再来週でもいい？」

「もちろん！　来週でも、再来週でも、来来週でも、なんでもいいから！」

　来来週なら再来週と同じじゃないかなんて、ツッコミを入れるのも可か哀わい想そうなくらいのテンパり具合だ。

　そんな姿を眺ながめながら、ぼくは心の中で、藤堂先生に感謝していた。

　もし先生が何も言わなかったら、ぼくが口を挟んで、淳也の背中を押すしかなかったからだ。

　一つ、やるべきことが減ったようなものだ。

　ともかく、デートの約束は再来週の日曜日に決定。

　この数週間の姫那のがんばりが結実したことに、心の底からよかったと思うと同時に、ぼくはひとまず肩の荷がおりたような気分になっていた。
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　姫那のレースのあとのこと。

　他の部員の競技を見ることになる姫那を残して、ぼくたちは先に帰宅することになった。

　ぼくと、陸と、めるると、先生と、淳也と、藤堂さん──。

　珍しい組み合わせの六人でひとかたまりになって駅まで歩き、そこでまず、二手にわかれることになった。

　このあと同じ方向で用事があるという先生と淳也の二人は、逆の電車に乗るという。

　残ったのは、四人。

　陸とめるるの二人は、隣の隣の駅である新にノの浜はま駅えきで降りるようだ。

　せっかくだしと、サニープラザで買い物をしていくという。

（もしかして、気を遣われたのか？）

　そう思ったのは、新ノ浜駅で降りる時に、陸が頑張れよというように、ぼくの肩をぽんと、叩いてきたからだ。

　ぼくの隣を通り過ぎる時に、めるるもウインクしてきた。

　正直、二人の気遣いは嬉しい。

「二人きりになっちゃったね」

　何と話し掛けようかと迷っていると、電車が動き出したところで、藤堂さんから話し掛けられてしまった。

「あ、うん……」

　緊張しながらも、ぼくは答える。

　ぼくたちが降りる海かい戸と駅えきまでは、十分くらい。

　その間、藤堂さんと、二人きりの時間を過ごすことになる。

　……さて、何を話そうか？

　ぼくたちの間には、再び、沈黙の帳とばりが落ちていた。

　もちろん、このまま貴重な十分間を過ごすわけにはいかない。

　そんなのもったいなすぎる──と思ったところで、気付いたことがあった。

　新ノ浜駅でかなり人が降りたこともあって、並んで座れる席が空いていることだ。

　これは、話し掛ける理由になるだろう。

「あのさ、藤堂さん」

「……なに？」

「あそこ、座らない？」

　ぼくは空いている席に視線を向ける。

「うん、そうしようか」

　並んで二人、椅子に腰を掛けた。

（あっ、これ、結構ヤバイ……）

　隣に座っている藤堂さん。

　少し動くだけで、肩と肩が。

　ふとももとふとももが、触れ合うような距離だ。

　喫茶店で隣同士になったこともあるとはいえ、比べると、かなり距離が近かった。

　この距離は、史上最短だろう。

　藤堂さんの髪の香りが、鼻先に漂ただよってくるくらいだ。

　その香りはもちろんのこと、いくつもの要因が重なって、さっきまでよりもドキドキが加速していく。

「でも、意外だったかも」

　突然、呟つぶやくように、藤堂さんが言った。

「え？　意外って……」

「天城さんが、あんな風に淳也を誘うこと。わたし、八神くんが天城さんと付き合ってるんじゃないかって思っていたくらいだもの。そういう噂も、聞いたことがあったし」

「あ、その……それは、間違いで……。いろいろあって家が隣同士になってさ、親しくなっただけっていうか……」

「それは、今回のことで、従姉妹ねえさんから聞いて知ってるよ。わたしの誤解だったんだね。それに、さっきの見てたら、気付くよ、普通は。天城さんの好きな人──」

「まあ、そうだよな……」

　姫那が淳也を好きだということ。

　普通ならば、気付くだろう。

　続けて、藤堂さんは小さな声で呟いた。

「ただ、そういうの、気付かない人もいるのよね……」

「え？」

「ごめん、こっちの話。気にしないで──」

　誤魔化すようにはにかんで、

「あの二人、うまくいくといいね」

「……うん」

　頷きながらも、ぼくは藤堂さんの言葉の意味を考えていた。

　──気付かない人。

　それは、淳也自身のことを言っているのだろうか？

　なんだかこの話は、深く掘ったらいけないような気がしたので、それ以上聞くことは出来なかった。

　姫那と淳也の話も、それで終わりだ。

　それからぼくたちは、ぼくたちが降車する海戸駅に到着するまで、学校の話や、最近読んだ本の話をしていた。
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　いつも二人で会話する時と違う状況だからだろうか。

　どこか距離があるような、探さぐり合あうような、たどたどしい会話になってしまったけれど、ぼくにとっては本当に特別で、幸せな時間だった。

　他の人が見たら、そんなぼくたちの姿は、どう見えたのだろう？

　なんて、そんなことを考えてしまう。

　……恋人同士に見えたりしたのだろうか？

　ただ、降りるまでにぼくは、藤堂さんとＲＩＮＧのアドレスを交換することは出来なかった。

　それを切り出すタイミングが──。

　いや、そうじゃない。

　それを切り出す勇気が、ぼくにはなかったからだ。

　聞きたかったことも、あまり聞くことが出来なかった。

（姫那のこと、もう笑えないよな……）

　それどころか、姫那にはずいぶん先に行かれてしまったような気がする。

　でも、ぼくと藤堂さんの関係も、この二人きりの電車で、少しだけ前に進んだような──なんとなくだけど、そんな気もしていた。
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　これから用事があると言う藤堂さんと、駅前で別れたあとのこと。

　ぼくは夕食の材料を買うために、駅前のスーパーに向かっていた。

　今夜、つくるものはすでに決まっている。

　姫那の好物の一つ、牛肉のステーキだ。

　お祝いにはちょうどいいと思ってこれにした。

　夕食をご馳ち走そうするということは、すでに姫那にメッセージを送っている。

　ちなみに母さんにもいいお肉を買っていいかとメッセージを送って、許可を得ていた。

　なので、よさげな国産牛を買って帰宅したぼくは、まずは添え物の温野菜と、牛のテールスープからつくり始める。

　続いてステーキのたれをつくり、お肉の下ごしらえも終了。

　あとはお肉を焼くだけという状況で、ピンポーンとチャイムが鳴った。

　火を止めて玄げん関かんに向かい、扉を開く。

　そこには、姫那が立っていて──。

「おめでと、姫那」

「うん！　やったわよ！」

　満面の笑みで、ピースサインを向けてくる。

　ジャージ姿ではなく、いつもの室内着姿だ。

　荷物も持っていないし、一度、部屋に戻って、着替えてきたのだろう。

　髪も少し濡れているので、シャワーを浴びてきたのかもしれない。

「もう少しで、メシが出来るところだぞ」

　そう言いながらぼくは料理途中のダイニングキッチンに引き返した。

　その後を追うようにしてついてきながら、姫那が訊ねてくる。

「そういえばご馳走ってＲＩＮＧで送られてきたけど、メニューはなんなの？」

「ステーキだよ」

「ほんと！」

　キラキラと、姫那の目が輝いた。

「お前の優勝と、淳也とのデートの確約。ダブルでのお祝いだからな。お前の好きなものにしたんだ」

「ええと、その……ありがと……」

　ぼくの言葉を受けた姫那は、照れた様子で頰を掻いた。

「今更だけど、あんたのおかげで、淳也くんとのこと、かなり前に進めた気がする。ほんと、感謝してるから」

「なんだよ、いきなり改まって」

「いいじゃない！　ありがとうって言ってるんだから、素直に受け取っておきなさい！」

「はいはい、わかったわかった。あとはデート、上手くいけばいいな」

「うっ……」

　いきなり姫那は、心臓に衝撃を受けたように左胸を押さえた。

　そのまま倒れてしまいそうにも見える格好だ。

「なんだよ、その反応は……」

　呆れたように、ぼくは訊ねる。

「だって、これまでの人生で、一度もデートしたことないんだもの！　それに今日、柿内くんと喋ってる時、ドキドキしすぎて、ぜんぜん頭が回らなかったし。こんなんじゃ、本番でも上手く出来るとは思えない！　胸が痛くなって当然よ！」

　初めてのことだから不安になる。

　それは、当然のことだろう。

　今日、大会から帰る途中の電車で藤堂さんと二人きりになり、テンパってしまったぼくにはよくわかる。

「だから、今日から頭の中で、予行練習をするつもりなんだけど、何か……って、そうだ！　いいこと思いついたわ！」

「……いいこと？」

「そうよ！」

　突然、ぼくに向けて右手を突き出してくる姫那。

　それによって、ぼくの身体はドンッと壁に押しつけられることになった。

　いわゆる、壁ドンというやつだ。

「な、なんなんだよ、いったい!?」

　戸惑いながらも、ぼくは姫那に訊ねる。

　俯うつむいていて、その顔は見ることが出来ない。

　意図がわからないので、それを問おうとしたのだけど──。

「ひっ！」

　もう片方の手もぼくの顔の隣を通り過ぎて、壁に突く形になった。

　そして姫那は、真っ赤に染まった顔をあげて、

「予行練習、付き合って！」

「は？」

「だから、デートの予行練習、手伝ってって言ってるの！　どんなことが起きてもいいように、あんたがプランをつくって、それ見て、その通りにやればいいだけにしてってこと！　時間はもうないし、来週の土曜日か、日曜日までに！　それで、予行練習するのよ！」

「予行練習って、マジかよ……」

「マジよ！　誘ったのはわたしの方だし、絶対に失敗したくないの！　それに、プロの作家を目指してるんでしょ！　デートプランくらいつくれて当然じゃない！　当然でしょ！」

　いや、その発想は、明らかにおかしい。

　でも、そう言われたら、そのような気もしてきてしまった。

「──ってことで、お願いしてもいいかしら？」

　念押ししてくる姫那。

　そこに聞こえたのは、玄関の扉が開く音だった。

　母さんが帰ってきたようだ。

　慌てて姫那がぼくから離れると、勢いよく、リビングの扉が開いた。

「姫那ちゃん、優勝したんだってね！　おめでとう！」

　部屋に入ってきた母さんの手には、白い箱があった。

「ありがとう、冴さえ子こ」

「これ、お祝いね♡」

　白い箱を、食卓の上に置く母さん。

　とてもオシャレな箱だ。

　その中身が何であるのかぼくにはわからなかったけれど、一瞬で、姫那は理解したのだろう。

「もしかして、ＭＩＹＡＫＯのプリン!?」

「プリンは姫那ちゃんの好物でしょ？　優勝のお祝いに買ってきたの」

　そう言って、母さんが箱を開く。

　確かに中には三個、プリンが入っていた。

　コップ型のようなガラスの容器に入った、オシャレなものだ。

「ここ、めちゃくちゃ並ばないと買えないのに！　冴子、ありがとう！」

　ぎゅっと、母さんに抱きつく姫那。

「どう致しまして」

　無む邪じや気きに喜ばれて、母さんは満足げだ。

「で、どうするんだ？　さっそく食べるのか？」

「そうね……。すぐに食べたいところだけど、デザートは食後ってことにして、我慢するわ」

「だったら、冷蔵庫に入れておくよ」

　有名店のプリン。

　どんなものなのか、はやく味わってみたい気持ちもあるけれど、ここは我慢するしかないようだ。

　ぼくはプリンの入った箱を手にして立ち上がる。

「それじゃ、わたしは着替えてくるわ。カズちゃんはその間に、夕ご飯の支度、よろしくね」

　そう言い残して、母さんは自分の部屋に着替えに行った。

　そのままぼくはプリンの入った箱を冷蔵庫に入れて、夕食の支度を再開する。

　フライパンに油を引いて、炒いためたガーリックと共に、一枚、一枚、ステーキを焼いていく。

　ボリュームたっぷりの、一人３００グラム。

　焼き色がついたらバターを入れて、ステーキを裏返せば、あとは完成を待つだけだ。

　その間にすでに炊き上がってるご飯やサラダを食卓に運ぼうと、動き出したところだった。

「ねえ。さっきの話、いいかしら？」

　母さんに聞こえないように配慮したのだろう、姫那が小さな声で話し掛けてくる。

　それでぼくは、デートのプラン作成と予行練習に協力を促されている途中だったことを思い出した。

「……仕方ないな。優勝記念だぞ」

　姫那の言っていた通り、作家ならばそれくらい出来て当然な気もするし、ある意味、勉強にも取材にもなるだろう。

　小説だけではなく、自分のデートの時に役に立つかもしれないという邪よこしまな考えも、少しはあった。

　そんなぼくの答えを聞いた姫那は、ぱっと顔を輝かせて、

「ありがとう、恩に着るわ！」

　それから、ちょうどステーキを食卓に並べ終えたところで、いつも通り、露出の多い室内着へと着替えを終えた母さんが戻ってきた。

　すぐに準備を整え終えて、お祝いの晩ばん餐さんのスタートだ。

　丁てい寧ねいに焼き上げた特製ステーキはもちろんのこと、その後に食べたＭＩＹＡＫＯのプリンも、とても美お味いしかった。
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　姫ひめ那なと淳じゆん也やがデートをする予定の日曜日。

　そのちょうど一週間前の日曜日を、予行練習の日と決めた。

　そして、ついにその日がやってくる。

　ぼくが一週間かけて綿密に作ったデートプランを、これから姫那と共に、実行することになるというわけだ。

「それじゃ、わたしが先に出るから」

　うちの玄げん関かんに来てそう言い残した姫那は、淳也と約束した予定時刻の三十分前に、待ち合わせの場所である駅に向けて出発した。

（あいつ、あんな服、持ってたんだな……。もしかして、デートのために買ったのか……？）

　そう思ったのは、シンプルとはいえ、姫那が着ていたのが普段より可愛いらしいワンピースだったからだ。

　本番の予行練習をするという気合いが、いきなりビンビンに伝わってきた。

　とはいえ──。

（さすがに、早すぎるんじゃないか？）

　そう思うのは、家から駅前までは十分ほどだからだ。

　でも、何が起きるかわからないし、遅れたら淳也の心証を悪くするからはやめに家を出ると姫那は言っていたけれど、あくまで、今日は予行練習。

　駅前で待ち合わせているのは淳也ではなく、ぼくである。

　そこまで厳密にやらなくていいのではと思うし、一緒に家を出ても変わらないと思うのだが、姫那はそうではないようだ。

　姫那はぼくの思っていた以上に真面目。

　……というより、これをやると決めたら一いち途ずに一直線というタイプのようだ。

　だからこそ怪け我がから復活することも出来たし、最悪にも近いタイミングで怪我をして入院しても、無事に進級することが出来たのだろう。

　最近、それがよくわかってきた。

　果たして、そんな彼女の恋は、上手くいくのだろうか？

　十五分ほどかけて、ぼくは自分でつくりあげたデートプランを再度チェック。

　問題ないことを確認して、家を出た。
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「──遅いッ！」

　駅前に辿り着くなり、ぼくは姫那に一いつ喝かつされてしまった。

「待ちくたびれたわよ」

「時間は、ぴったりじゃないか」

　ぼくが駅に辿り着いたのは、約束の十三時ちょうどだ。

　だから、何も問題はないと思ったのだけど──。

「淳也くんなら絶対に五分前行動！　というか、十分前に来ているはずよ！　予行練習なんだから、その通りにしてくれないとダメでしょ！」

「んなこと言われてもな……」

　さすがにめちゃくちゃすぎる要求だ。

「ともかく、今日は淳也くんのつもりで過ごして！」

　いい？　と追撃までかけてくる。

「……わかったよ」

　仕方ない。

　乗り掛かった船だし、姫那の言うことを聞いてやろう。

　そう決めて、思考を転換。

　ぼくは淳也になりきることにした。

「それじゃ、天てん城じようさん。行こうか」

　優しい笑みを浮かべて、リードするように姫那の手を取る。

　どうだ？　完璧だろ？　と、ドヤ顔したくなるくらいに、淳也そのものになれたと思ったのだけど──。

「なっ！　なんで手を繋ぐのよっ！」

　かぁああっ……と顔を赤く染めて、手を振り払い、ぼくから離れていく姫那。

　慌てて、ぼくは釈明する。

「いや、ちゃんとした、デートの予行練習にするために、淳也になりきろうかなって。っていうか、お前もそれを望んでたんじゃないのか？」

「べ、別に付き合ってる状況からスタートとかそういうわけじゃないんだから！　いきなり手を繋ぐなんて、あるわけないでしょ！　淳也くんはそんなことしないし！　バカ！」

　言われてみれば、そうかもしれない。

　でも──。

（こいつ、ほんと面倒くさい……）

　心の底から、そう思ってしまった。





　　　　☆☆☆






　電車に乗って向かうのは、この近辺で一番栄さかえている新にノの浜はま駅えき。

　前に陸りくやめるるたちと行った、オタクショップやメイドカフェがある駅だ。

　最初にデートで訪れるのは映画館。

　駅前のビルにあるシネコンだ。

　見るのは、淳也が見たいと言っていた映画『アネモネ』。

　それは来週、デートで見るはずの映画でもあった。

「本当に、同じやつでいいのか？」

「いい」

　チケットを買う前に再確認したが、きっぱりと、姫那は断言した。

「本番は緊張して、まともに画面見ていられないと思うし。そしたら、上う手まく感想言えないと思うから。今のうちにしっかり見て、記憶しておくの」

　それなら、ぼくは何も問題ない。

　見たい映画だったわけだし、チケット代を姫那が出してくれたぶん、得をしたくらいだ。

「んじゃ、飲み物とか食べ物はどうする？」

「…………」

　姫那の反応がない。

　じっと何かを見ているようだ。

「おい、どうしたんだよ？」

「えっ、あ……その……」

　肩を叩くと、ようやく反応を見せてくれた。

「ぼくの話、聞いてなかっただろ。いったい、何を見てたんだ？」

「あ、ダメ！」

　慌てて止めようとするけれど、ぼくは気にせず、先ほどまで姫那が見ていた場所に視線を向ける。

　すると、そこには一枚のポスターがあった。

　姫那が持っていた本とは違うけれど、真しん城じよう翔しよう一いち原作の映画のものだ。

「あれ、気になるのか？」

「違うわよ！　ただ、知ってる名前だって思っただけ」

　それくらい、姫那にとって真城翔一の小説に描かれている大人の恋愛は、インパクトが強いものだったのだろう。

「それで、話ってなんなのよ！」

　無理矢理、話を変えようとする姫那。

　時間もないし、ぼくはそれに乗ることにした。

「そこの売店で、買い物するかって話だよ」

「それは、いらないわ。途中でトイレ行きたくなったら困るし」

　二時間の長なが丁ちよう場ば。

　その不安は、確かにある。

　じゃあぼくもいいかと、そのまま二人で入場ゲートを通り抜け、『アネモネ』が上映される６番シアターに向かうことにした。

　人気作でもあるし、上映五分前に入ったこともあって、かなり席は埋まっている。

　すぐにライトは消えて、予告編が開始された。

　あまりはやく来すぎたら緊張するだろうし、すぐ暗くなるタイミングがいいだろうと思って、そうしたのだ。

　隣が藤堂さんだったとしたら、ぼくはすでに緊張で、吐きそうになっていてもおかしくはない。

　しばらくして、映画が始まる。

　先に原作を読んでいただけに、内容はすでにわかっていた。

　改変も殆ほとんどないようだ。

　ぼくは途中、何度か隣を見て、姫那の反応を確かめていた。

　ここでハラハラするだろうとか、胸が苦しくなるだろうとか、思っていたシーンで、姫那は思っていた通りの反応を見せている。

　完全に、映画にのめり込んでいるようだ。

　ちなみにぼくはといえば──。

　観る前から原作で展開は理解しているとはいえ、中盤からはかなりの割合で、映画にのめり込んでいた。

　原作を読んだ時にも思ったけれど、同じくらいの年齢の人間が書いたネット小説とは思えない。キャラクターの立て方もいいし、心情の変化もよく描かれている。

　とても緻密に計算された内容だ。

　展開はわかっているというのに、最後の方は音楽の力もあって、完全にもっていかれてしまった。

　涙を流しそうになってしまったくらいだ。

　──映画が終わる。

　隣を見れば、姫那は流れる涙を指で必死に拭ぬぐっていた。

「よかったみたいだな」

　二人揃って席を立ち、シアターの外に出ると同時に、ぼくは問いかけた。

「うん！　めちゃくちゃ感動したわ！　こんなの泣くでしょ。泣くしかないでしょ！　ああもう、思い出すだけで涙出てきた！」

「お前、結構、感受性強いのな……」

「う、うるさいわね！　あの内容なら、仕方ないでしょ！　さすが淳也くんの選んだ映画だわ！　センスある！」

「はいはい、わかったわかった……。ってことで、次、行くぞ」

「なによそれ、余よ韻いんもへったくれもあったもんじゃないわね」

「どのみち、次はスイーツを食べながら、映画の感想を言い合うってやつなんだからさ。立ち話もなんだし、話の続きは、そこでしようってことだよ。他の客もいるんだし、こんなところでネタばれするわけにもいかないだろ？」

　これから向かうお店の名前は『アラカルト』。

　フルーツパーラーで、このシネコンの下のフロアにある。

　なのでぼくたちはエスカレーターに乗って、下のフロアに移動した。
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「どうやら、いっぱいみたいだな」

　この時間帯はそれなりに混んでいると、ネットで書かれていた通りだ。

　とはいえ、店の前で待っているのは一組だけ。

　その二人組も、すぐに店の中へと案内されていった。

「とりあえず、待ってみるか」

「どれくらい待つのかしら？」

「さあ？」

　初めて来る店なので、よくわからない。

　だからこそ、こうして予行練習で来ている意味があるというものだ。

　結果的には、五分もしないうちに一組のカップルが店から出てきて、入れかわりに入ることが出来た。

　ぼくたちはフォーマルな黒い衣装を身につけた、高身長の、爽さわやかな男性店員に席まで案内されていく。

　外観からも思ったけれど、中もとても可愛いらしい雰囲気の店だ。

　まるで王宮──。

　というより、お姫さまの部屋のようである。

　前に陸やめるると行ったメイドカフェ『Ｃｉｅｌシエル』を思い出させる。

　ぼくたちは丸いテーブルで向かい合う形になった。

　すぐにさっきの店員さんが水とメニューを持って来てくれる。

「ご注文が決まりましたら、お呼びください」

　その言葉と共に、店員さんが離れていった直後のこと。

　メニューを眺めていた姫那が、嬉しそうな声をあげた。

「あ、プリン！　プリンがある！」

「だから、この店を選んでみたんだよ。お前、プリン好きなんだろ？」

「うん、大好き！　しかもプリンアラモードも、プリンパフェもあるし！　うーん、どっちにしようかしら！　あんたはどうするの？」

　プリンアラモードは、プリンを中心にホイップクリームやアイスクリーム、そして今月のオススメのフルーツが、グラスに盛り付けられているものだ。

　見るからに色とりどりだし、見た目もゴージャス。

　そしてプリンパフェはその名の通り、プリンがグラスいっぱいに詰められたパフェで、その上にホイップクリームやイチゴなどが、目一杯、盛り付けられている。

「俺はイチゴのパフェにするよ」

　ぼくはイチゴが好きなので、最初からそれを食べるつもりだったのだ。

「わたしはプリンパフェ……と見せかけて、プリンアラモードで！　一番食べたいプリンパフェは、本番にとっておくことにするわ」

「確かに、それがいいかもな。ちなみに淳也は、モンブランが好きらしいぞ」

　モンブランは大きなマロングラッセが上にのっている、この店のオススメメニューの一つだ。

　姫那の好きなものと、淳也の好きなもの。

　この店には、その両方が揃っている。

　だからこそ、ぼくはこの店を選んだのだ。

「さすが、やるじゃない」

「だろ？」

　褒められて、ぼくは満足だ。

　ともかく、注文は決まった。

「それじゃ、さっそく映画の感想会を始めるわよ。あんたはどう思ったの？　参考までに、聞かせてくれるかしら？」

　先ほどの男性店員にそれぞれ注文したあと、いきなり姫那が、そう切り出してきた。

「普通に感動出来て、よかったんじゃないか？　原作通りだったしさ」

「なによそれ、つまんない感想。っていうか、原作読んでたんだ」

「予習としてな。読んだ時も出来がいい話だって思ったけど、映画で見ても、その感想は変わらなかったよ」

　原作は何も変える必要がないと思えるほどに、完璧なものだった。

　それを壊すことなく、ちゃんと映画に落とし込めている。

　それが簡単なことでないのは、これまで見た数々の映画の失敗から、知っている。

　三週目で二十億を超えるヒットとなっているのも納得が出来るほどに、『アネモネ』はそこがよく出来ている。

　このレベルで映画をつくってくれたならば、原作ファンはもちろんのこと、原作者だって、きっと満足に違いない。

　ぼくだって満足だ。

「……で、お前の感想はどうなんだ？　って、聞くまでもないか。あんだけ、涙を流してりゃな」

「う、うるさいわね！　でも、感動したんだもの！　悪い！」

「いや、その気持ちはよくわかるってか、悪いとも思わないぞ。それにあんな反応すれば、普通の男なら、キュンとするんじゃないか？　淳也だって、そうに違いないと思うぞ」

「え？　そう？　ほんと？　あんたもキュンとした？」

「ええと……まあ、少しはな」

　身を乗り出すようにして訊ねてくる姫那に、ぼくは視線を逸そらしながら答えた。

　直接言うことは出来ないが、正直、可愛いやつだなと思ったところはある。

　今言った通り、普通の男ならば、まずキュンとするだろう。

「そっか、キュンとしたんだ。えへへ……」

　にへら、と笑みを浮かべる姫那。

　どうやら、ぼくの答えに満足してくれたようだ。

「でも、一つだけ気になることがあるんだ」

　と、ぼくは姫那に言う。

「一度見て、ネタもわかってるし、次は泣けないんじゃないのか？　それだと、キュンとさせられないぞ」

「それは、大丈夫よ。だって、わたし……ひっく……今、内容を思い出すだけでも、泣けちゃうもの……何度、ひっく……見直しても、泣けると思うわ……ひっく……」

「お、おう……」

　本当に泣きだしてしまった。

　それだけに、少しドン引きだ。

「でも、そんなに感動してくれたら、作者も、映画監督も、きっと喜ぶだろうな……」

　作さく者しや冥みよう利りに尽きるというやつだ。

　きっと、嬉しいに違いない。

　ぼくならば、間違いなく嬉しい。

　そこに、さっきの店員さんがやってきて──。

　ぼくたちの前に、イチゴのパフェと、プリンアラモードをそっと置いた。

「プリン、プリン♪　これ、本当に最高！　めちゃくちゃ美味しいわ！」

　至し福ふくの表情で、姫那はプリンアラモードを食べている。

　その姿も、キュンとするくらいに可愛らしいものだ。

　きっと淳也も、キュンとするだろう。

　やはり、ぼくの店選びは間違っていなかったようだ。

　ちなみにぼくが食べたイチゴのパフェも、とても美味しかった。
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　フルーツパーラー『アラカルト』を出たあと、ぼくたちは駅前のアーケード街に移動して、いろいろなお店を見て回ることにした。

　いわゆる、ウィンドウショッピングというやつだ。

　その最中、

「むむ、むむむむむ……」

　突然、ぐるりと周囲を見回して、姫那が唸うなり声ごえをあげ始めた。

「いったい、どうしたんだ？」

「服」

　訊たずねたぼくに、姫那が答える。

「……服？」

「みんな、可愛いの着てる」

　ぐるりと周囲を眺め見る。

　比較的オシャレな店が建ち並ぶ場所だというのもあるのだろう。

　確かに誰もが煌きらびやかであったり、可愛らしかったりする服を着ている。

　カップルならば、なおさらだ。

「でも、お前も、可愛いの着てるじゃないか。それ、淳也とのデートのために買ったんだろ？」

　姫那が家を出る前に思ったことを、ぼくはそのまま口にした。

　いつもよりも、相当がんばっているように思える服だ。

「それは、そうなんだけど……。本当に、これでいいのか不安になってきたの。ねえ、あんたはどう思う？」

「どう思うって……」

　確かに周囲のキラキラ女子たちと比べたら、少し野や暮ぼったくて、地じ味みかもしれない。

　でも──。

「今、言った通りだよ。可愛いと思うし、お前はそれでいいんじゃないか？」

　素材はいいのだ。

　その姿でも、充分魅力的だろう。

　それが、ぼくの素直な感想だった。

　でも、その答えでは、姫那は満足しなかったみたいで──。

「……やっぱり、もっと可愛い服、買いに行く！　最善、尽くしたいし」

「最善って……」

「あんたが可愛いって即、断言するような服、買いに行くって言ってるの！　だから、これから買いに行くわよ！」

　どうやら、思いっきり選択肢を間違ってしまったようだ。

「で、こういう場合、どういう店に入ればいいわけ？」

「ぼくにわかるわけないだろ！」

　ぼくは男なのだ。

　女の服なんて、わかるわけがない。

　わかるとしたら、やっぱり可愛い服を着て、着飾るのが好きな女の子だろう。

　そんな知りあい──一人いた。

　めるるである。

「ええと、ちょっと待ってくれ。こういう時に、頼れるやつが一人いたわ」

「あっ……！　それ、わたしにもわかった！　でも、詳細は話したらダメだからね！　恥ずかしいし！」

「わかってるって」

　さっそくぼくは、ＲＩＮＧリングを起動。

　姫那がかわいい服をご所望していることだけをめるるに告げて、新ノ浜ならどのような店にいけばいいのかを、訊ねてみることにした。

　デートプランを考える上で、なんでも知っているトーリさんはもちろんのこと、カップルである陸やめるるにも、相談に乗ってもらったのだ。

　それだけに、察しのいいめるるなら、その意味を理解してくれるだろう。

　すると、『新ノ浜ならこの店がいいよ』と、店のホームページのアドレスがはられている返信リプライが送られてきた。

　さすが、持つべきものは親友の彼女だ。

　続いて、ハートマークのスタンプと、『ガンバレ！』という応援スタンプも送られてくる。『デート、がんばれ』という意味なのだろう。

　こちらの状況を思いっきり見透かされていたけれど、それは気にしないことにして、

「とりあえず、この店に行ってみるか！」

「う、うん！」

　めるるに紹介された店に向けて、ぼくたちは歩き出した。
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「ここか……」

　スマホの地図を頼りに辿り着いた店。

　めるる行きつけというだけあって、ショーウィンドウを眺めただけでも、可愛らしい服が並んでいる。

「わたし、ここに入るの……？」

「可愛い服が欲しいって言ったのは、お前なんだからな」

　すでに尻込みを始めている姫那の背中を押すように、ぼくは言った。

　もちろん、ぼく自身も入るのが怖い。

　この時点で、すでにぼくたち二人は場違いであるような気がするからだ。

「……入るの、やめるか？」

「ううん」

　ぶんぶんと、姫那は首を左右に振って、

「入るわよ！」

　思い切ったように、宣言する。

「わたし一人なら踏み出せなかったかもしれないけど、あんたもいるし。困ったら、なんとかしてよね！」

「そんなこと言われてもな……」

「してよね！」

「お、おう……」

　気き迫はくに押されたぼくは、頷うなずくしかなかった。

　とはいえ、自分に何が出来るのか、まったくわからない。

　これに関しては、本当に専門外すぎる。

　でも、乗り掛かった船なので仕方がないと、ぼくは勇気を出して、姫那と共に店に足を踏み入れた。

　客は数人。

　全員女性で、皆、売ってる商品と同じように可愛い服を着ている。

「……どうする？」

　ぼくは姫那の耳元で囁ささやいた。

　やはり買い物をやめて店を出るかというつもりで聞いたのだけど、姫那にその気はさらさらなさそうだ。

「き、決まってるでしょ。服を買いに来たのだから、服を見るわよ！」

　緊張した様子を見せながらも、店内をうろつき、服を見み繕つくろい始はじめる姫那。

　その姿をぼくが見守っていると、

「何かお探しでしょうか？」と、声を掛けられてしまった。

　いかにもアパレル店員といった感じの、オシャレな服装の女性。

　二十代前半くらいで、セミロングの、茶色の髪をしている。

「あ、いえ、その……」

　母さんに近い雰囲気の女性とはいえ、状況が状況だ。

　落ち着かない様子でうろうろしていたし、今だってそうだ。

　もしかしたら、不ふ審しん者しやだと思われているのかもしれない。

　どう答えるべきか迷っていると──。

「ええと、わたしが、服を買いに来て。そっちは、付つき添そいでっ！」

　後ろから、姫那が答えてくれた。

「うふふ、そうなんですか。お二人は、恋人同士なんですか？」

「ふぇっ!?　そ、そうじゃなくて！」

　真っ赤になって、否定する姫那。

　むしろ、逆に怪あやしい。

　慌あわててぼくは、説明を加えた。

「ぼくたちは、親しん戚せき同どう士しなんです」

　そう言ったあとは、もう勢いだった。

　病気で入院している祖父に可愛かわいい格好でこれから会いに行きたいなどという設定をつくって、服を見繕ってもらう方向に話をもっていったのだ。

　姫那はそれに疑問を挟むこともなく、うんうんと頷いていた。

　結果、店員のお姉さんはぼくの話を信じてくれたようだ。

　噓吐きは作家の始まりかどうかはわからないが、よくやったと思う。

　これで、きっとなんとかなるだろう。

　そう思ったのは、間違いではなかったようだ。

　相手はプロ。

　口ごもっている姫那からいろいろと聞き出して、服を選んでくれている。

　ぼくのやることは、もう何もない。

　そう思っていたのだけど──。

「ねえ」

　突然、呼び掛けられてしまった。

「これ、どうかしら？」

　そう言って姫那が突きつけてきたのは、フリフリのフリルがたくさんあしらわれた、お姫様のドレスのような、可愛らしい服だった。

　色は黒ではなく白だが、日頃、めるるが着ているものに近い。

「……可愛いんじゃないか？」

　素直な感想を、ぼくは口にした。

　でも、それは求められていたものではなかったようで──。

「それくらいは、わたしにもわかるわよっ！　わたしは、わたしに似合いそうかって聞いてるの！」

　怒られて、考える。

　すると、思わず、笑みがこぼれてしまった。

「な、なんで笑ってるのよっ！」

「いや、着ている姿を想像しちゃってさ」

　なにせ脳裏を過よぎったのは、馬ま子ごにも衣装というべきか、リトルプリンセスという二つ名にぴったりくる、とてもかわいらしい姫那の姿だったからだ。

「なによ、それ……」

　ぼくの反応を見て、唇を尖らせる姫那。

「やっぱりこれ、やめようかしら……」

「いやいや、んなこと言わずに、一度、着てみろよ。絶対に、似合うと思うぞ」

　笑ったのは謝るからと、背中を押すように、ぼくは言った。

　こうしてぼくに訊ねてきたということは、店員のお姉さんと一緒に選んで、自分が一番いいと思ったものなのだろう。

　姫那が納得する服を買うのが、なにより一番に違いない。

　そうしないと、満足しないと思うからだ。

「……わかった。なら、着てみる」

「そうですか！　ではこちらへ！」

　待ってましたという店員のお姉さんに先導されて、更衣室に向かう姫那。

　その前で、ぼくは着替えが終わるのを待っていた。

　中から聞こえてくるのは、店員のお姉さんが姫那をおだてる言葉だ。

　さすが、プロとしかいいようがない。

　しばらくすると、試着室のカーテンが僅かに開いた。

　その隙間から、不安げな姫那の顔が飛び出してくる。

「これでいいのか、わからないのだけど……」

「大丈夫です。バッチリですよ。きっと可愛いと言ってくれるに違いありません！　わたしが保証します！」

　姫那の後ろから聞こえて来たのは、店員のお姉さんの満足そうな声だ。

「……本当？」

「本当ですよ。このままわたしが持ち帰りたいくらいですもの！　ということで、カーテンオープンと行きましょうか──」

　興奮した様子の店員のお姉さんの言葉と共に、バッと開かれるカーテン。

　同時に、ぼくは息を呑のむことになった。

（……うそ、だろ……？）

　着替えを終えた姫那の姿は、想像を遙かに超えていた。

　馬子にも衣装だなんてとんでもない。

　本当に物語に出てくるお姫さまのようにも見える、胸元が開いたフリフリのドレスを着ている姫那は、とても可愛らしい姿だった。

「か、感想は……？」

　思わず言葉を失っていたぼくに、姫那が訊たずねてくる。

「い、いいんじゃないか？　可愛いと思うぞ……」

「はぅ……。可愛い……」
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　姫那は自分の服を再確認するように、照れた様子で俯いた。

「でも、わたしには、可愛すぎて、似合ってないような気もするのだけど……」

「そんなことありません！」

　そう断言したのは、店員のお姉さんだ。

「とても、お似合いだと思いますよ！　きっと、お祖じ父い様さまもお喜びになると思います！　正直、わたしとしては、お店の宣伝用に撮影して、ネットにアップしたいくらい！　っていうか、わたしのコレクションにしたいくらいです！　撮影してもいい？　させてもらうわね！」

　姫那の返答を待つことなく、スマホでカシャカシャと姫那の撮影を始める店員のお姉さん。着せ替え人形のコーディネートに成功したような気分なのだろうか。

　キャラが変わってしまうくらいに、めちゃくちゃ興奮していた。

　今の服を着た姫那が、それほどまでに可愛い証拠だろう。

「それで、どうします？　もちろん、お買い上げになりますよね？」

　一通りの角度から写真を撮り終えて、ようやく店員のお姉さんは、商売へと帰還した。

「ええと……」

　どうしようと、視線を向けてくる姫那。

「お前がそれでいいなら、いいんじゃないか」

　ぼく的にはさっき言った通りだと、背中を押すように付け加える。

　それで、心が決まったようだ。

「なら、買います！」

「そうですか！」

　姫那の決断を聞いて、ぱっと、店員のお姉さんの表情が明るくなる。

「どうします？　やっぱり、このまま着ていく方がいいですよね？　着付け、結構大変ですし」

「……え、あ、はい。そう、ですね。そう、します……」

「それなら、そこで少し待っていてください。値札、取りますから」

　そう言い残して、レジへと向かう店員のお姉さん。

　値札を取るためのハサミを、取りに行ったのだろう。

　すかさずぼくは、姫那の耳元で訊ねた。

「なんで着ていくんだよ。その必要は、ないんじゃないか？」

　すると、小さな声ながらも強い口調で、姫那が反論してきた。

「仕方ないでしょ！　そもそも、あんたがこれからおじいさんに会いに行くって話にしたんじゃない。適当なことを言うから、こんなことになったのよ！」

　それは確かに、その通りかもしれない。

「その、悪かった……」

　素直に、ぼくは謝罪する。

　悪いのは、ぼくだった。

「……まあ、それはいいのよ。こうして服は買えたわけだし。それに、この服にも慣れておきたいし。このまま着て帰るというのは、ちょうどいいかもしれないわ」

　戻って来た店員のお姉さんが、裁縫用の糸切りバサミで、値札を切ってくれる。

　それからレジで姫那がお金を払って、ぼくたちは「またぜひ来てくださいね」という店員のお姉さんに見送られるようにして、店を出た。
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「はあああ……緊張したわ……」

　店の外まで見送ってくれた店員のお姉さんが中に戻って、その姿が見えなくなると同時に、大きなため息を姫那は吐ついた。

「でも、買えてよかったじゃないか」

「そうだけど……」

　姫那は自分が着ている、ひらひらでふわふわな、可愛らしい服を再確認する。

「本当に、これでよかったのかしら？」

　眉を顰ひそめて、呟く姫那。

「だから、可愛いって言ってるじゃないか。あの店員さんの、テンションの上がりようも見ただろ？」

「[image: ]～～」

　安心させるためにも褒ほめ称たたえると、姫那は顔を真っ赤に染めて、俯いてしまった。

「そうやって照れてる姿も、結構可愛いと思うぞ」

「な、何言ってるのよっ！　バカっ！」

　今度はぷいっと、顔を背そむけられてしまう。

　でも、本当に可愛いのだ。

　とはいえ、これ以上からかうのもなんなので、ぼくは話を変えることにした。

「それよりさ、この服だって、買ったばかりのやつだろ？　その服も高かったし、お金は大丈夫なのか？」

　さっきまで姫那が着ていた服は、ぼくが持っているお店の袋に入っている。

　それを持ち上げるようにして、ぼくは訊ねた。

「大丈夫、来週のデートのぶんは残ってるから」

　ちなみにだけど、映画に続いて『アラカルト』の代金も、姫那持ちだ。

　ぼくたちの家でご飯を食べさせてもらってるから仕送りが余っているので問題ないと言っていたが、いったい、どれくらいもらっているのだろう？

　すでに淳也とのデートのために、据え置き型のゲーム機一台分くらいのお金が、飛んでるように思えるのだけど……。

（まあ、そこまでは聞くのは立ち入りすぎだよな）

　大丈夫というなら、その言葉を信じることにしよう。

　それからはアーケード街に戻り、デートでゲームセンターはどうだとか、こういう小物売り場に入るのも女の子らしくていいんじゃないかとか、そんな話をしながら、ぼくたちは歩き回った。

　やがて、そろそろデートのフィナーレを飾る場所に向かってもいいのではないかという時間になったとき、自分たちに向けられている視線に、ぼくは気付くことになった。

　一つだけじゃない。

　二つ、三つとたくさん存在している。

　遅れて、姫那も気付いたようだ。

「さっきから、何か視線、感じない？」

「お前も気付いたのか」

「いったい何なのよ、これ？　やっぱりわたしの服がヘンなのかしら？」

「いや、そうじゃなくてさ──」

　自分が可愛いと注目されていることに、姫那は気付いていないようだ。

　ぼくには「あの子、かわいい」などと言う声が、しっかりと聞こえていた。

　それを指摘しようとすると、

「まずいわ、こっち！」

「えっ!?」

　いきなり姫那に腕を引っ張られて、ぼくは目の前にあったスポーツショップの中に、連行されてしまう。

「おい、なんだっていうんだよ!?」

　慌てた様子の姫那に、ぼくは訊ねた。

「あれ、見て！」

「あれ……？」

　姫那が指で示す方へと視線を向ける。

　目の前を通り過ぎていくのは、どこかで見たことのある顔だ。

「あんたは一緒のクラスになったことないと思うけど、わたしのクラスメイトよ！　一年の時も同じクラスだった。こんなところ、見られるわけにはいかないわ！」

「何を気にしてるんだよ。むしろ、見てもらえばいいじゃないか。きっと、可愛いって言って貰えるぞ。そもそも、さっきからの視線だって、みんな可愛いお前に注目していて──」

「なっ……！　何言ってるのよ、あんた！　問題は、あんたと一緒ってところなの！　わたしとあんたで、ヘンな噂が立ってるんでしょ？　更に誤解を広めることになっちゃうじゃない！」

「あ……」

　それは確かに、その通りだ。

　からかって悪かったと反省する。

「そういやさ……」

「なんなの？」

　ふと、噂の話をしていて、思い出したことがある。

「藤とう堂どうさんや淳也に、ぼくたちが隣同士で暮らしてること、バレてるって話はしたっけ？」

「は!?」

　すっとんきょうな声を、姫那はあげた。

「なにそれ、聞いてない！　なんで？　どうして柿かき内うちくんが知ってるの!?」

「ちょっと静かにしろって！」

　そんなに大きな声を出したら見つかってしまうと、ぼくは姫那の口を塞ふさいだ。

「んん……それなら、これでいい？」

　今度は、小さな声で聞いてくる。

「ええと、だな……」

　それからぼくは、大会の会場で、藤堂先生が口にしてしまったこと。

　その時、藤堂さんと淳也の二人は知っている様子だったこと。

　他の人たちには聞かれてないことなどを話した。

「そういうことだったの……」

「伝えるのを忘れてたのは謝る。でも、二人も事情を知っているわけだし、きっとヘンな誤解はされてないはずだぞ」

　とりあえず、藤堂さんにはされていなかった。

「ほんと、そうだったらいいんだけど……」

　姫那の呟つぶやきは、淳也にはされてなければいいというものだろう。

　そのまま、しばらく待機して。

　姫那のクラスメイトたちの姿が見えなくなると同時に、ぼくたちはほっと息をついた。

　続けて、姫那が切り出してくる。

「そういや、さっきの話、ほんとなの？」

「さっきの話って？」

「みんな、わたしのこと可愛いと思って見てたって」

「ああ──」

　そういえば、元々、そんな話をしていたのだった。

　本当のことだと、ぼくは答える。

「だったら、淳也くんも思ってくれるかしら？」

「きっと、思ってくれると思うぞ」

「えへへ……そっか、思ってくれるんだ……」

　嬉しそうに笑みを浮かべて、頰を染める姫那。

　そこに夕陽が差して、更にその色を濃くしていく。

　傾き始めている太陽。

　あの場所に向かうには、いい頃合いだ。

「それじゃ、そろそろ最後の目的地に移動しようか」
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　サーモンピンクに色付く世界の中。

　足を進めたぼくたちは、デートプランの最後の目的地である公園に辿り着いていた。

　アーケード街から、歩いて五分ほどのところにある公園だ。

「ここが、ラストシーンを飾かざる舞台なの？」

「そうだよ」

　ぼくが答えると、姫那はぐるりと公園を眺め回して、不思議そうに声をあげた。

「ここで、いったい何をするのよ？　メモには、何も書かれてなかったけど……」

　それは、その通りだ。

　ぼくは『最後は公園で〆』としか書いていない。

　この時間のこの場所を見て、最終的に内容を決定しようと思っていたからだ。

　結果は、問題なし。

　場の雰囲気を含めてバッチリなので、ぼくは、想定していた内容を話すことに決めた。

「ほら、この時間だったら、この公園にはあまり人がいないし、いい雰囲気だし、告白に向いているんじゃないかって思ってさ」

「こ、告白っ!?」

「なんだよ、その反応は。お前、優勝したら告白するって言ってただろ？」

「それは、そうだけど……でも……」

「するかどうかは、その時の状況次し第だいっていうか、空気を読んでって感じでいいんじゃないか？　あくまでそういう可能性も考えて、ここに連れてきたってわけだ」

　ともかく、これで予行練習の行こう程ていは全て終了だ。

「……ってことで、帰るとするか。母さんに、夕食の準備しておいてくれって言われてるしさ」

　駅前のスーパーで何か買って帰ろう。

　公園を出ようと、姫那に背中を向けたそのとき、

「待って！」

　ぼくはぐいっと上着の裾すそを引っ張られてしまう。

「いったい、なんだってんだよ？」

「まだ、練習してないわ」

　振り返ったぼくに向けて、姫那は言った。

「練習なら、さんざんしたじゃないか」

「してない！」

　全身で叫さけぶように、姫那は続ける。

「告白の練習！　何を言えばいいか、わたしに教えて！」

　本当にわからないという、真剣そのものの表情だ。

「何って、前にぼくに言ったようなことを、素直に言えばいいんじゃないか？　お世話になって、それに感謝してて、好きになった、とかさ」

　マニュアルなんかない。

　ただ、自分の思いの丈たけをぶつければいい。

　ぼくはそう、姫那に言った。

　どうやら姫那は、それで納得してくれたようだ。

「……そ、そうね。それは、確かにそうかも……」

「あとはもう、流れ次第だろ。両思いだとわかって恋人同士になったら、キスとかするかもしれないぞ」

「き、きしゅっ!?」

　からかうように言うと、姫那の顔が、ぼっと赤く染まった。

「き……きしゅって、しょ、しょんな恥ずかしいこと、出来るわけないじゃないっ！」

　動揺しすぎてかみかみだ。

「でもさ、恋人同士になれば、普通にするもんだろ？　どんな小説でも、漫画でも、ドラマや、アニメだって──さっき見た映画でも、キスしてたじゃないか」

「そうだけど……ああ、無理！　無理！　絶対無理っ！」

　顔を真っ赤にしてしゃがみ込み、両手で頭を抱える姫那。

　考えるだけで、いっぱいいっぱいのようだ。

「なんにしろ、そういう状態になったら男がリードするものだし、きっとなんとかなるって」

　もちろんぼくは上手くリード出来ないけれど、淳也ならばきっと出来るだろう。

　そう思いながら姫那に手を伸ばし、声を掛ける。

「ほら、立てよ。これで満足しただろ？」

「いや、まだよ」

　差し出していたぼくの手を摑んで立ち上がりながら、じっとぼくの目を見つめて、姫那は続けた。

「練習は、まだ終わっていないわ」

「それって、何の──」

　まさか……と思ったけれど、その、まさかだった。

「何のって、決まってるでしょ！　もちろん、キスのよ！　どうやってやればいいのかわからないし、初めてなら、パニクって出来ないかもしれないし！　練習して、慣れておかないと！」

「いや、お前、何言って……！」

　逆に、ぼくがパニクってしまった。

「キスなんか、練習でするもんじゃないだろ！　それに、ファーストキスって、大切なものなんじゃ……」

「は!?」

　ぼくの反論を聞いた姫那は、ボッと顔を赤く染め上げる。

「ちょっとあんた、何言ってるのよっ！　本当にキスするわけないでしょ！　あくまで練習。フリよ！　フリ！」

　そう言われ、一瞬で、自分の顔が熱くなるのがわかった。

「もしかしてあんた、勘違いしてたの!?　えっち！　すげべ！　へんたい！」

「ってか、勘違いするようなこと言う、お前が悪いんだろ！」

「念のために言っておくけど、本当に、フリだからね！　いい？　ってことで、わかったなら、やってみるわよ。あんたとだったら、そんなにドキドキしないだろうし、出来ると思うし……」

「それなら、とりあえず、そこに立ってみてくれ」

「わ、わかったわ……」

　ぼくの前に立つ姫那。

　それで、ぼくと姫那は、向かい合う形になった。

「結構、顔の距離が遠いわね……」

「ぼくと淳也の身長は同じくらいだから、あまり感じはかわらないと思うぞ」

　ほんの少しだけ淳也の方が高いけれど、あくまで誤差に過ぎない程度だ。

「とりあえず、顔を上げてみればどうだ？」

「ん……これでいい？」

　上目になって、見上げてくる姫那。

　その瞬間、どくんと、自分の心臓が高鳴るのがわかった。

　息も詰まって、上手く言葉を発することが出来なくなってしまう。

「あ、ああ………それでいいんじゃないか？」

　なんとか出た言葉がそれだ。

　すると、再び姫那が上目で訊ねてきた。

「わたし、小さすぎない？　ちゃんと届く？　つま先立ちとかしなくていい？」

「たぶん、届くと思うぞ」

　姫那の肩に手を置いて、軽く膝ひざを曲げた。

　前ぜん傾けい体たい勢せいになったぼくの顔と、姫那の顔の距離が近付いていく。

「ほら、これなら問題ない──って……」

　気付けば、姫那は目を瞑つぶっていた。

　いわゆる、キスしてのポーズである。

「どう？　こんな感じでいいかしら？」

　訊ねてくる姫那。

（いや、待てよ。こんなの──）

　可愛すぎるだろ。

　あまりにも無防備すぎるし、その唇くちびるを見ていると、自分の唇が引きつけられそうになってしまう。

　……キスって、どんな味がするのだろう？

　ファーストキスはレモンの味だと書かれた本や漫画を読んだことがある。

　とても甘くて、酸っぱい味。

　それを書いているのは、酸すいも甘いも嚙み分けた大人だろう。

　本当のところは、どうなのだろう？

　キスって、どんな味がするんだろう？

　その答えが、今、目の前にある。

　ごくりと、迫り上がってきた唾つばを嚥えん下かする。

　作家としての好奇心が、ぼくの背中を押していた。

　キスを経験することで、ぼくが書ける表現は、間違いなく広がるはずだ。

　ぼくは姫那の唇に、自らの唇を近付けていって──。

「……って、なに本気でキスしようとしてるのよっ！　練習って言ったでしょ！」

　乙女おとめの勘かんというやつなのだろうか。

　目を瞑っていながらも、衝動に突き動かされ、一線を越えてしまいそうになっていたぼくの異変に気付いたようだ。

　ハッと目を開いた姫那の両腕に突き飛ばされて、ぼくは尻しり餅もちをつくことになってしまった。

「何言ってるんだよっ！　途中で止めるつもりだったって！」

「ほんとかしら？　めちゃくちゃ、息が荒かったんだけど……」

　姫那が、疑いの視線を向けてくる。

「そりゃ、フリとはいえ、緊張してたんだから仕方ないだろ！　そもそも、お前が予習したいって言ったんじゃないか！」

「あそこまで顔を近付けろなんて言ってないわよ、バカ！」

　顔を真っ赤に染めて、そうダメ出ししたあとのこと。

　姫那は、ぼくに手を差し出してきた。

「ほら、立って」

　ともかく、これで予行練習は終わりだ。

　立ち上がって、ぼくは言った。

「本番、上手くいけばいいな」

「……うん」

　照れた様子で、頷く姫那。

「それじゃ、帰るか」

　ぼくは、公園の出口に向けて歩き出す。

　すると、姫那はぼくよりも先に公園の出口へと向かっていった。

　そして、そこで振り返って──。

「今日は、付き合ってくれてありがとう。とっても楽しかった！」

　夕陽に彩られた、姫那の笑顔。

　それは、まるで本物のお姫さまのようで……。

　ドキッとするほどに、魅力的なものだった。

　その姿に見み惚とれていると、姫那が半はん眼がんになって睨にらみ付つけてくる。

「なに、ぼーっとしてるのよ？　あんたは、楽しくなかったの？」

「そんなことはないよ」

　本当に、楽しかった。

　本番もそうであれば、きっといいだろう。

　たとえ告白出来なくても。

　それが失敗しても。

　最後は笑顔で終われたら、きっといい思い出になる。

　今日という、一日のように。




　ぼくは、心の底からそう思っていた。




　それから一週間が過ぎて──。

　ついに、デート本番の日が訪れた。
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『絶対、成功してみせる』




　淳じゆん也やと姫ひめ那なのデートの日、日曜日の正午過ぎ。

　姫那からのメッセージがスマホに届いた。

　果たしてそれはデートなのか。

　告白なのか。

　わからないけれど、やる気充分だ。

　ちなみに今日も、母さんは仕事だ。

　ぼくは家に一人。

　やるべき家事を終えたあとはパソコンの前に座って、小説のプロットを書いていた。

　今頃、姫那たちは映画を見終わっているはずだ。

　きっと『アラカルト』で姫那はプリンパフェを、淳也はモンブランを食べている頃だろう。

　……姫那は、上手くやれてるだろうか？

　そんなことを考えながら、ぼくはプロットを書き続けていく。

　これまでよりは、手が止まらずに組み立てられていた。

　その内容は、姫那との関係の中で起きたことの、おさらいのようなものだ。

　隣で暮らすことになった、同じ学校に通う、同じ学年だけど違うクラスの、遅れてきた幼おさな馴な染じみ。

　彼女の恋を応援することになったぼく。

　それは、ぼくの恋にも関係することで──。

　すでに展開は現状に追いついていた。

　ここから書くべきことは、ヒロインのデートについて。

　そして、告白の結果だ。

（成功、するのかな……）

　考えれば考えるほど、居ても立っても居られなくなってしまった。

　机の前で、じっとなんてしていられない。

　これ以上、プロットも組み立てられそうにないので、ぼくは衝動に突き動かされるままに椅い子すから立ち上がる。

　もちろん、姫那に見つかるわけにはいかない。

　なので変装のために、サングラスをかけて──。

　ぼくは、家を出た。





　　　　☆☆☆






　今夜、日が変わる頃には雨が、と梅つ雨ゆ真まっ盛さかりらしく朝の天気予報で言っていたが、それよりも少しはやく降り出すかもしれないと思うくらいの曇り空だった。

　これでは夕焼けの中で告白が出来ないんじゃないか、そう危ぶみながらも電車に乗って、ぼくは二人がデートをしている新にノの浜はま駅えきに辿り着いた。

　今、二人はどこにいるのだろう？

　時間的にはアーケード街でデートしているはずだと思って向かってみると、すぐに二人の姿を見付けることが出来た。

（なんだ、上手くやってるじゃないか）

　予行練習の時に買った、お姫様のドレスのような可愛らしい服を身に着けた姫那とその横を歩く淳也。

　二人が何を話しているのかは聞こえないし、少し姫那がテンパっているようにも感じられるけれど、ぱっと見たところは、とても楽しそうだ。

　身長差があるとはいえ、美少年と美少女で、お似合いのカップルにも見える。

　自分の入る隙なんて、どこにもない。

　この様子であれば、心配する必要などなかったなと思ったのだけど──。

（え……？）

　姫那の先導で、二人はアーケード街から外れてしまった。

　その先にあるのは公園だ。

　天気がよくないだけに夕ゆう陽ひは諦め、はやくデートを切り上げようと考えたのだろうか？

　どうやらすでにデートは、フィナーレに向かっているようだ。

　つまりは、告白タイムというわけで。

　姫那は公園に入っていき、その中心で足を止めた。

　もちろん、淳也もだ。

（本当に、告白するのか？）

　プランをつくったのもぼく。

　けしかけたのも、ぼくだ。

　とはいえ、想像以上のドキドキの展開だ。

　公園の入り口付近の木こ陰かげに隠れて、ぼくは二人の様子を見守っていた。

　覗のぞきのようなことをするのはどうかと思うけれど、目を離すことが出来なくて──。

　距離もあるので、声は聞こえない。

　でも、何が起きているのかは、だいたい理解出来る。

　頰ほおを仄ほのかに赤く染めて、覚悟を決めたような表情を浮かべている姫那。

　淳也に向けて、必死に何かを語りかけていた。

　それはきっと、彼女の胸に秘めていた想いなのだろう。

　次はその想いを受けた、淳也のターンだ。

　彼が語る、彼の想い。

　告白の回答こたえ。

　それは残念ながら、姫那の望むものではなかったようだ。

　淳也に背中を向けた姫那の瞳には、涙の粒を見ることが出来て──。

「おい、姫──」

　走り出した姫那に、ぼくは声を掛けようとした。

　しかし、姫那は立ち止まることはなく、走り去ってしまう。

　さすが陸上部。

　めちゃくちゃはやい。

　それでも心配なので、追いかけようとしたところで、ぼくの背中に、声が掛かった。

「八や神がみくん……だよね？」

　淳也の声だ。

　まずいと、ぼくは誤ご魔ま化かそうとした。

「ワタシハ、タダノ、トオリスガリデ……」

「いつからそこに居たの？」

「…………」

　外国人のフリも、変装も、無視されてしまった。

　当然とはいえ、まったく通用していない。

（こうなったら、仕方ないか……）

　サングラスを外して、ぼくは答える。

「この公園に、入る前からだよ」

　今日、二人がデートすることは知っていた。

　誘うところを見ていたのだから、当然のことだ。

　その上で、ちゃんと姫那がデート出来るのか気になって、こうしてアーケード街まで来てしまった。

　そこで二人の姿を見付け、この公園まで追って──。

　告白の瞬間を、入り口近くの木陰から見てしまったと、ぼくは素直に打ち明けた。

　そして、淳也に訊たずねる。

「どうして、断ったんだ？」

「好きな人がいるからだよ」

　きっぱりと、淳也は答えた。

「それって、いったい誰なんだ？」

「一かず冴さだよ」

　真顔での、思いがけない返答だ。

　一瞬、思考が追いつかなくなってしまう。

「もしかしてお前、そういう……」

「冗談だよ」

　にっこりと、微笑ほほえむ淳也。

　彼の本心が、ぼくにはまったくわからない。

　これまで告白した女子も、同じような気分を味わったのだろうか？

「本当に冗談でいいんだよな……？」

「八神くん、ドキッとした？」

「いや、しないから」

「あはは、こうなったからには仕方ない、一冴にも教えてあげるよ。ぼくが、本当に好きなのはね──」

　淳也の話は、驚くべきものだった。

　でも、聞いてみれば、理解出来るものでもある。

　淳也の好きな女ひ性と。

　それは、一年の時の淳也の担任──。

　藤とう堂どう凜り々り菜なの従姉妹である、藤堂詩し織おり先生だという。

　考えてみれば、伏ふく線せんはたくさんあった。

　ぼくが学校のグラウンドで練習をしている姫那を見ていた時も、姫那が出場した陸上大会の時も、藤堂先生の側には淳也がいた。

　それはただ、淳也と藤堂さんが幼馴染みの関係であり、その関係性からのことだと思っていたのだけど、どうやら、それだけではなかったようだ。

　少し年と齢しが離れているとはいえ、先生と淳也も幼馴染み──その上で淳也が側にいたくて、好んで先生の側にいたというわけだ。

　思った通り、藤堂先生と一分、一秒でも一緒にいたくて、陸上大会もその口実に使ったのだと、淳也は言う。

　そもそも淳也が見たいと言っていると先生が言っていた映画『アネモネ』が、女性の方が年上の、年の差のあるカップルの恋愛ものであることなどから、気付ける可能性はあったはずだ。

　でも、その発想がぼくの中でなかったせいで、まったく気付けなかった。

　と同時に、理解出来たこともある。

　入院中の姫那に淳也が届け物をしていたのは、担任である藤堂先生から頼まれたからなのだろうということだ。

　優勝のあとのデートだってそうだ。

　藤堂先生が言い出したことを、淳也は拒絶出来なかった。

　全ては、淳也が藤堂先生に嫌われたくなかったから──。

　もしくは藤堂先生に対する好感度稼ぎのための行動であり、姫那のことを想ってのことではなかったというわけだ。

「この話は、姫那には──」

「さっき、一冴にもって言っただろ？　もちろん、言ったよ」

「なんで！」

　咄とつ嗟さにぼくは、淳也の胸ぐらを、両手で摑つかんでいた。

　カッと、頭に血が上ったせいだ。

　そんなの、さすがに残酷すぎる。

「天てん城じようさんのことも、ぼくは好きだからだよ」

　きっぱりと、淳也は答えた。

「いつもまっすぐで、真剣で、頑張り屋さんで、とっても魅力的で、いい子でしょ。一冴だって、そう思わない？」

「それは……思うけど……」

　ぼくの手から、力が抜けていく。

「それでも、ダメなのか？」

「ぼくには、好きな人がいるから──」

　しっかりと、淳也は答えた。

「だから、素直に伝えたんだ。彼女の気持ちに対して、本当の気持ちを──」

　これまで告白してきた他の少女たちへの対応とは違い、隠すことなく、ちゃんと全てを伝えた。

「それが、ぼくなりの誠意だと思ったんだ」

　それに対して、ぼくから言えることは何もなかった。

　淳也の中で、すでに答えは決まっている。

　変わることもないだろう。

　どうすることも出来そうにない。

「ぼくの話は、こんなところかな。お返しといってはなんだけど、一つだけ、一冴に聞いてもいいかな？　一冴は、天城さんのこと、どう思ってるの？」

「……え？」

　予想外の質問だった。

「ただ隣に住んでるってだけなら、こうして様子を窺うかがいに来るなんて、普通はしないんじゃないかなって思ってさ」

「それには、いろいろあってさ……」

「秘密ってわけ？　その秘密は、ぼくに教えられないものなの？」

　自分は秘密を打ち明けた。

　だからぼくにも秘密を教えて欲しいと言いたいのだろう。

　確かに、それがフェアなのかもしれない。

「仕方ないな……。でも、絶対に秘密にしてくれよ」

　念押しをして、ぼくは語り始める。

　まずはインターネット上にある小説投稿サイト、『ノベルポット』で小説を書いていることを、ぼくは淳也に話していった。

　それを姫那に見られたことも、秘密にすることと引き換えに、姫那の恋の手伝いをすることになったことも、デートプランをぼくが考え、予行練習をしたこともだ。

「あはは、そういうことだったんだ。天城さんにしては、ずいぶんと気合いが入っている服だし、デートの準備もしっかりしてると思ったんだけど、一冴が裏で糸を引いてたんだ。誰かがそういうことをしてるとは思ったけど、納得出来たよ」

　どうやら淳也は、どこかヘンだと気付いていたようだ。

　ぼくが思っていたよりも姫那のことをよくわかっているのだろう。

「それにしても、すごいね。小説を書いてるだなんて。今度、ぼくも読ませてもらうよ。なんて名前で書いてるの？」

「やめてくれよ。恥ずかしいから」

「そんなことないって。きっと小説のことを知ったら、凜々菜だって──」

「お願いだから、凜々菜には言わないでくれ」

　ぼくは淳也の両肩を摑むようにして、強い口調で懇願した。

「そのことは、ちゃんと自分で伝えたいんだ」

　他の誰からも伝えられたくはないと、ぼくは自分の気持ちを素直に話した。

　それを淳也は受け入れてくれたようだ。

「わかった、約束するよ」

　にっこりと笑って、

「他人の恋こい路じの邪魔は、したくないしね」

「恋路って……」

「気付いてないと思ってた？　見てたら気付くよ。そういうの、気付かないのは──いや、いいや、それは」

　誤魔化す淳也。

　同時に、思い出したことがある。

　陸上大会の会場から帰る途中の電車の中で、淳也と似たようなことを、藤堂さんが言っていた。

「それってもしかして、先生のことか？」

「はは、鋭いね、一冴は。子供の頃から、ずっと、アプローチを続けてるんだけどね」

　自じ嘲ちようするように笑う淳也。

　きっと彼も、恋に苦労しているのだろう。

「みんな、いろいろと、秘密を抱えているんだな」

「……そうだね」

　ぼくの呟きに、淳也が同意する。

「凜々菜だってそうだよ」

「え……？」

「秘密があるんだ」

「それって──」

「悪いけれど、それはぼくから言うわけにはいかないかな。知りたかったら、一冴が踏み込めばいいんだよ。凜々菜の、もっと近くにさ」

　藤堂さんの、もっと近くに踏み込む。

　それがどういう意味なのか、すぐにわかった。

　つまりそれは、偽いつわらざる自分そのものを──。

　自分の想いを、藤堂さんに叩き付けるということだ。

「ぼくから話されたくないなら、出来るだけはやくすることだね」

「淳也、お前──！」

「あはは、それじゃ、一冴。天城さんのこと、あとは頼んだよ」

　バイバイと手を振って、立ち去っていく淳也。

　その背中に、声を掛ける。

「淳也、参考までに一ついいか？」

「……なに？」

　足を止めて、振り返る淳也。

「先生の、どこが好きなんだ？」

「もちろん、全部だよ」

　それはとても、潔いさぎよい答えだった。

　恋とはたぶん、そういうものなのだろう。

　ぼくだってそうだ。

（それにしても、どうしたものかな）

　公園から出て行く淳也の背中を見送りながら、ぼくは心の中で呟いた。

　どうしようもない恋。

　実らなかった恋。

　その結末を、いったいどう描いてやればいいのだろう？

　なんにしろ、今、姫那がどこにいるのか、知らなければならない。

　とりあえずぼくは、ＲＩＮＧリングでメッセージを送ることにした。

『今、どこにいるんだ？』

　既き読どくはつくけど、返事がない。

　今度は、通話要請をする。

　鳴り続ける、呼び出し音。

　一回。

　二回。

　三回。

　このまま無視されるのではないかと思ったけれど──。

『……なに？』

　姫那の声が、聞こえてくる。

　ぼくはほっとしながらも、姫那に問いかけた。

「お前、今、どこにいるんだよ？」

『……なんでいたの……？』

　返ってきたのは、ぼくを責めるような言葉。

　そして、涙混じりの声だった。

「気になったから」

　ぼくは答える。

「気になって、たまらなくなってさ。様子を見に来たんだ。そしたら、ちょうど告白するところで──」

「……ばか」

　ぐすっ、と鼻を鳴らして、姫那は続ける。

『恥ずかしいところ、見られちゃったじゃない』

「そのお詫わび、させてくれないか？」

『お詫びって、なによ、それ』

「お前の好きなプリン、買っていくからさ」

『ＭＩＹＡＫＯの、買って来てくれるの？』

「さすがにそれは、時間がかかるだろ」

　買うには並ばなければいけないと、前に姫那が言っていた。

「なら、コンビニのでもいい。一番高いの」

「わかったよ。買っていく」

　だったらと、姫那は今いる場所を教えてくれた。

　どうやら、海沿いの公園にいるようだ。

　ぼくはすぐにコンビニに向かって、プリンを購入。

　姫那がいるという公園に向けて走り出した。





　　　　２






　公園に入るとすぐに、月明かりに照らされたベンチに俯うつむいて座っている姫那の姿を見付けることが出来た。

　近付くと、目の周りが腫はれているのがわかる。

　泣いていたことが、丸わかりだ。

「よう、買ってきたぞ」

「誰よ、あんた」

「一冴だよ」

　落ち込んでいる姫那を笑わせようと、かけていたサングラスをぼくは外した。

　苦笑とはいえ笑ってくれたので、結果は大成功だ。

「ほら」

「ありがと」

　プリンが入っている袋を、ぼくは姫那に差し出した。

　袋の中には、スプーンも入っている。

「食べて、元気を取り戻せよ」

「……うん」

　こくりと頷いて、プリンを食べ始める姫那。

「どうだ、美う味まいか？」

「…………」

　姫那は答えない。

　ただ、その瞳からは、涙の粒がぽろりぽろりと、落下を始めていた。

　一粒。

　二粒。

　その粒は、プリンの上にも落ちていって──。

「美味しい……。でも、いつもみたいに甘くない。しょっぱいよ、すごく、悲しい味するよ……。ねえ、一冴……」

「……姫那……」

「うわあああっ……！　ああああっ……！」

　ぼくに抱きついて、慟どう哭こくする姫那。

　プリンの入っていたカップは、彼女の膝ひざから地面に転がり落ちてしまった。

　まだ、食べている途中のものだ。

　でも、それを拾ってあげることは、ぼくには出来ない。

　ぼくが出来ることは、ただじっと、月明かりの下で、姫那の嘆なげきを受け止めてあげることだけだった。
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「ほら、もう一つあるからさ」

　落ち着いたところで、ぼくは新しいプリンを袋から取り出し、姫那に差し出した。

　本当はぼくが食べるつもりで買ってきたものだけど、地面に転がってしまったプリンは、砂だらけで、食べられたものではない。

　だから、あげることにしたのだ。

「どうだ？　そろそろ帰れるか？」

　姫那がプリンを食べ終えたのを確認して、ぼくは問いかける。

「ちょっと待って」

　そう言ってベンチから立ち上がった姫那は、空になったカップをゴミ箱に捨て、そのまま海と公園を遮さえぎる柵のほうへと歩いていった。

「おい、お前、何を……」

　今のプリンは、最後の晩ばん餐さん。

　これから柵を乗り越えて身投げでもするんじゃないかと考えてしまったぼくは、慌あわてて立ち上がった。

　すると、姫那は大声で、海に向かって叫んだのだ。




「なんで、わたしじゃないのよ～～～～っ！」




　真っ暗な海に、その言葉は吸い込まれていく。




「青春の、バカヤロ～～～～～っ！」




　そうして、叫び終えたあと。

　ぺたりと地面に座り込んだ姫那は、壊れたように、笑い始めた。

「あはっ、あはははっ！　ねえ、一冴？　どうだった？　なんか、ドラマみたいじゃなかった？　あははっ！」

　そのまま振り返って、問いかけてくる姫那。

　その頰ほおには、幾いく筋すじもの涙が、流れていて──。

「そうだな、ドラマみたいだった」

　なぜ、青春はバカ野郎なのか。

　相手が悪いわけではない。

　自分が悪いわけでもない。

　ただ、青春が悪いだけ。

　そういうことなのかもしれないと、ぼくは思う。

「うん。今ので、スッキリした」

　涙を指で拭ぬぐって、笑顔をつくる姫那。

「そりゃ良かった」

　にっこりと微笑み返したぼくは、姫那に近づき声を掛ける。

「じゃあ、帰るか」

「無理」

　ぼくが伸ばした手を、姫那が摑つかむことはなかった。

　かわりにぼくに向けて両手を伸ばして、姫那は続ける。

「ほら」

「は？」

「おぶって、連れて帰って」

「そういうことかよ……」

　まったくと、ぼくは小さくため息をついた。

　まるで、母さんみたいだ。

「……っていうか、ここから家まで、どんだけ距離があると思ってるんだよ。お前を背負って歩いて帰るなんてしたら、一時間以上は掛かるぞ」

「駅まででいい。だから、おぶって」

「わかったよ」

　仕方ない。

　今日だけは、それくらいはしてやろう。

「ほら、お姫さま」

　しゃがみ込んで、ぼくは姫那に背中を向けた。

「褒めて遣わす」

　よいしょ、という声が聞こえたのに続いて、背中に熱を感じた。

　小さいだけあって、想像していたより、姫那の身体は軽かった。

「それじゃ、立つぞ」

「……うん」

　ぼくは姫那の身体を背負ったまま立ち上がり、駅に向けて歩き出す。

「なんか、一冴、パパみたい」

「なにがパパだよ」

「でも、結構似てるかも」

「だから、何がだよ」

「秘密」

「なんだよ、それ……」

　ぼくは思わず、苦笑してしまう。

　姫那の父親に似ているということだろうか。

　ぼくが知っているのは、離婚していて、放ほう浪ろう癖へきがあって、芸術家みたいな人──。

　正直、似ていると言われて嬉しいところは、どこにもない。

「にしても、こんな姿、他のやつに見られたら、誤解されるぞ」

「もういいの。わたし、関係ないし。誤解されてもオッケーだから」

「お前がよくても、ぼくが困るっての……」

「なに？　もしかして一冴にも、好きな人いるの？」

「なっ、なんでそんな話になるんだよ」

「それって、藤堂凜々菜？」

「だから、なんで、そう──」

「その反応、当たりでしょ？」

「おい、首絞めるなって！」

　それに加えて、おっぱいが押しつけられているような状態なのだ。

　背中で動いて主張されると、気になって仕方がない。

「ビンゴね。あんた、アイツの前だとキョドってたもん」

「……だったら、なんだっていうんだよ」

「告白、しなさいよ」

「なんでだよ」

「一冴、優しいし、上手くいくと思うから」

「そうやって、けしかけるのはやめろよ」

　思わず、ぼくは苦笑してしまった。




　ぼく自身がいい男だとは思わない。

　でも、姫那はいい女だ。

　それは間違いないだろう。

　きっと淳也だって、そう言うに違いない。




　でも、初恋は上手く実らなかった。




　恋とは、本当に難しいものだ。

　綺麗に実らない方が多いもの。




　だからこそ、人は素敵な《恋愛物語ラブストーリー》を求めるのだろう。

　だからこそ、人は素敵な《恋愛物語ラブストーリー》を描くのだろう。




　姫那を背負って歩きながら、そんな風に、ぼくは考えていた。





　　　　☆☆☆






　揃そろって、ぼくの家に帰宅する。

　まだ母さんは、帰っていない。

「夕食、どうするんだ？」

　自分の家に帰る気などないというように、ごろりとリビングのカーペットの上に寝転がった姫那に、ぼくは訊ねた。

「一人になりたくない」

　返事はそれだ。

　つまり、ここにいるということなのだろう。

　それなら、つくるのは三人分だ。

「チキンステーキでいいか？」

「プリンがいい」

「さっき食べただろ」

　呆あきれたように呟いたぼくは、冷凍庫から鶏肉を取り出して解凍し、元々の予定取りにチキンステーキをつくり始めた。

　材料は、充分にある。

「あ……」

　外から聞こえてくる雨音。

　どうやら天気予報に先んじて、雨が降り出したようだ。

　しかも、かなりの土ど砂しや降ぶりだ。

　自分の部屋の窓は閉めているはずだけれど、母さんの部屋はどうだっただろう？

　母さんはたまに開けっぱなしで出掛けてしまうことがある。

「姫那、母さんの部屋の窓、ちゃんと閉まっているか、確認してきて──」

　料理の手を止めることなく振り返ると、ソファーの上で、姫那は眠っていた。

「おいおい……」

　呆れながらも、仕方ないと思うところもある。

　緊張したデートに、想いの告白。

　泣き疲れてしまったのもあるだろう。

　雨のせいか少し肌寒いし、とりあえず何か上にでもかけてやるかと、ぼくは火を止めて、料理を一時中断。

　母さんの部屋の窓を確認するついでに、タオルケットを持ってくることに決めたとき。

「……かず、さ……」

　ぼくの名前を、姫那が呼んだ。

　振り返ると、まだ眠っている。

　どうやら寝言のようだ。

「……告白、しなさいよ……」

「おいおい」

　夢の中でも、ぼくは告白を促されているようだ。

　母さんの部屋の窓は閉まっていた。

　なのでタオルケットだけ持って来て、それをかけようとしたとき、再び、姫那が寝言を呟いた。

「……ダメだったら、その時は、わたしと──」

　そこで、言葉は途切れてしまう。

「わたしと、なんだっていうんだよ……」

　タオルケットをかけて、姫那の頰に指で触れた。

　ぷにりと、指が頰に埋もれていく。

　……本当に、なんだというのだろう？

　同じ立場で、一緒に傷をなめ合おうとでも言うのだろうか。

（それに、一冴って……）

　隣の家で暮らすことになった日。

　母さんは、ぼくたちに名前で呼び合えと言った。

　ぼくは許可を得て『姫那』と名前で呼ぶようになったのに、頑かたくなに姫那は、ぼくのことを名前で呼ばなかった。

　だいたいが、あんただったのだ。

　なのに、さっきから一冴と呼ぶようになっている。

　ようやく姫那が、本当の意味でぼくに心を開いてくれたような気がしていた。

　それは、とても嬉しいことだ。

　でも──。

「ぼくは、成功してみせるからな」

　姫那の寝顔に向けて、呟つぶやくように宣言する。

　自分の中で、何をするべきかは決まっていた。

　藤堂さんに告白する。

　それが今、ぼくのすべきことだ。

　ぼくは自分にそう、強く言い聞かせた。





　　　　３






　藤堂さんに自分の想いを告げることは決めたが、そういう状況にどう持ち込めばいいのかわからない。

　姫那の時はプランをつくることが出来たというのに、自分のこととなればまったくだ。

　とりあえず書き出してみようと思っても、何も纏まとまらなくて──。

　迷い続けるうちに、三日が過ぎていた。

　そして、その日、最後の授業中。

　先生の話など右から左に抜けていく中で、ぼくは昨夜のことを思い出していた。

　自分の部屋で、パソコンの前に座っている時のことだ。

『トーリさん、ちょっといいかな？』

『どうしたんだい？』

『告白、してみようと思うんだ。例の、好きな女の子に』

　ぼくがそうメッセージを送ると、少しの間を置いて、返信があった。

『いきなりだね。何かあったの？』

　それからぼくは、トーリさんに事情を告げていく。

　姫那の告白は失敗したけれど、その勇気に背中を押されて、自分も告白をしようと思ったことなどだ。

『一つ、訊いてもいいかな？　もし告白に失敗したら、その姫那ちゃんって子と付き合ったりするんじゃないよね？』

　そんなことを訊かれるなんて、思ってもいなかった。

　少し考えて、ぼくは返信をする。

『その時のことなんて、考えてません。告白を成功させることしか、今は考えないことにしてるので』

　でも、失敗したら──。

　それは、その時になってみないとわからない。

　今は本当に、考えることが出来なかった。

『そっか。上手く行けばいいね。期待してるよ』

　それ以上、トーリさんは、何も言ってくることはなかった。

　そして翌日、こうしてぼくは普通に学校に通っている。

　ちなみにだけれど、学校での淳也の様子は、告白以前と何も変わっていない。

　ぼくと普通に接してくれる。

　姫那とも普通に喋っているところを見たし、あの日のことが、まるで無かったかのように思えるくらいだ。

　でも、あれは現実で──。

　鳴り響く、チャイムの音。

　今日、最後の授業が終了した。





　　　　☆☆☆






「やっぱり、降り出したみたいだな……」

　夕方あたりに雨が降ると朝の天気予報で言っていた通り、放課後になると、すぐに雨が降り出した。

　ぼくは持って来ていた傘を差して、商店街の書店に向かう。

　今日発売の文庫を買いにいくためだ。

　傘かさ袋ぶくろに傘を入れて、店に足を踏み入れる。

　同時に、ぼくは息を呑むことになった。

　その背中を見ただけでもわかる。

　新刊コーナーの前に、制服姿の藤堂さんが立っていたからだ。

　この状況を想像していなかったわけじゃない。

　もしかしたら、藤堂さんがいるかもしれないとぼくは考えていた。

　なんだかそんな気がしていたのだ。

　胸の前で右手の拳をぎゅっと握り締めて、自分に言い聞かせる。

　これは神様が与えてくれたチャンスなのだ、と。

　逃げるわけにはいかない。

　姫那が勇気を出したように、ぼくも勇気を出そう。

「あのっ……藤堂さんっ！」

　思い切って声を掛けたせいで、少し、大きな声になってしまった。

「……八神くん？」

　驚いたように振り返る藤堂さん。

　ぼくはそんな藤堂さんに向けて、緊張しながらも言葉を続けた。

「今、時間あるかな？　少し、話したいことがあるんだ」





　　　　☆☆☆






　揃って書店を出たあとのこと。

　ぼくと藤堂さんの二人は、傘をさしたまま肩を並べて、一緒に近くの公園に向かっていた。

　雨のせいもあるのだろう。

　ちょうどいいことに、公園には誰もいなかった。

　ぼくは、公園の中心で足を止める。

　続いて、藤堂さんも足を止めた。

「話ってなに？」

　さっそく切り出してきたのは、藤堂さんの方だ。

「ええと……」

　ここまで来る間に、心の準備は出来ていたつもりだった。

　でも、すぐに告白する勇気はなくて──。

　とりあえず、二人共通の話題を振ることにした。

「姫那と淳也の、デートのことなんだけどさ……」

「あ、話したいことって、それなんだ。楽しかったって、淳也言ってたよ」

「え……？」

　藤堂さんの言葉を聞いて、ぼくは呆あつ気けに取られてしまった。

　楽しかったなんて感想を伝えられるなんて、思っていなかったからだ。

「それだけ？　他に何も聞いてないの？」

　そんなぼくの反応を見た藤堂さんは、怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめて、問いかけてくる。

「何かあったの？」

「いや、それは……」

　まずった。

　これは、ぼくが言っていいことじゃない。

　そう思ったのだけど──。

「天城さん、淳也に告白した……とか？」

　切り込んでくる、藤堂さん。

　その表情は、告白の結果が予測出来ているような悲しげなものに、ぼくには見えた。

「でも、フラれたみたいなんだ」

　こうなったら仕方ないと、ぼくは正直に答える。

　すると、藤堂さんは続けた。

「淳也、好きな人、いるからね」

「それが誰か、藤堂さんは知ってるの？」

　驚いて、ぼくは訊ねた。

「八神くん、知っちゃったんだ」

　ぼくの反応を見て、察したようだ。

　それはつまり、藤堂さんもそれが誰か知っているということなのだろう。

　こくりと頷いて、ぼくは答える。

「淳也から、直接聞いたんだ」

「そっか……」

　困ったような笑みを浮かべる藤堂さん。

　そのまま彼女は、残念そうに呟いた。

「だからこそ、わたしは天城さんと淳也が、上手くいけばいいと思ってたんだけどな」

　年齢の差もあるし、先生と生徒。

　障害が多すぎる。

　きっと、そんな当たり前の理由なのだろう。

「それに従姉妹ねえさん、淳也の気持ちにぜんぜん気付かないし」

　その言葉を聞いて、思い出したことがあった。

　陸上大会の帰りの電車の中での話と、姫那からの告白を受けたあとの淳也の話のことだ。

　やはり藤堂さんが言っていたのも、先生の話だったようだ。

「それと、あと一つ──」

　ぼくは藤堂さんが、そのまま話を続けると思ったのだけど──。

（え……？）

　瞬間。

　頭の中が、真っ白になった。

　藤堂さんの細い指先が頰に触れたのに続いて、柔かな感触を、唇に覚えたからだ。

　苦しくなる呼吸。

　ぷはぁっ……と息を漏らしたところで目に映ったのは、潤うるんだ瞳の藤堂さんで──。

　それが今、唇くちびるに覚えた感触が本物であるということの証だった。

「藤堂さん、今のって……」

「………」

　藤堂さんが答えることはない。

　ぼくの顔を、ただじっと見つめていた。

　言うならば今しかないと、ぼくは切り出した。

「藤堂さん……ぼくは、藤堂さんのことが……」
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「それ以上は、言わないで」

　ぴたり、と。

　ぼくの唇に、藤堂さんの人差し指が触れた。

「これ以上は、ダメなの」

「え……？」

「今のは、二人だけの秘密だから」

「藤堂さん、何を言って……」

「わたしは、誰とも付き合えないの。だから、ごめんね」

　そう言い残して、走り去ってゆく藤堂さん。

　去り際に、涙の粒が飛び散ったような気もして──。

「待って、藤堂さん！」

　呼び掛けても、藤堂さんが止まることはない。

　追いかけようとしたけれど、そうすることは出来なかった。

　ぼくはぬかるみに足を取られて、転倒してしまう。

「藤堂さんっ……！」

　立ち上がった時には、すでに藤堂さんの姿は見えなくて。

　ほんの少し前に、重ね合った唇。

　その感触を確かめるように、ぼくは指先で触れた。

　告白することは出来なかった。

　というより、その前に阻そ止しされてしまった。

　でも、藤堂さんからキスをされて──。

　なのに、付き合うことどころか、告白まで拒絶されてしまった。

（これって、いったいどういうことなんだ……？）

　混乱の中、ぼくは傘も拾うことが出来なくて──。

　ただ、冷たい雨に打たれ続けていた。
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　藤とう堂どうさんに告白した日の夜から、三日が過ぎていた。

　まだ頭の中は、その時の記憶でいっぱいだ。

　あの日から、藤堂さんと口を利きけていない。

　話し掛けられることも無ければ、気まずくて、話し掛けることも出来ていなかった。

　あのキスは、いったいどういう意味なのだろう？

　自分で状況を整理して、理解するために物語にしてみようとしても、上手く書くことが出来ない。

　自分の気持ちと同じように、纏まとまることもなかった。

　藤堂さんの心情が、理解出来ないせいだ。

　現実逃避の物語を書こうとしても、それもまた、無理なことだった。

　今のようにパソコンの前に座って、頭をかくことくらいしか出来ていない。

　だから、トーリさんに相談しよう。

　したら何か解決の糸口が見つかるかもしれないと、『相談がある』とパソコンからメッセージを送ったのだけど、ここ数日、トーリさんがオンラインになることもなかった。

　今もオフラインのままだし、ぼくのメッセージに既き読どくもついていない。

　こんなことは、トーリさんと繋がり、親しくなってから、初めてのことで、このままでは執しつ筆ぴつだけじゃなくて、何も手につきそうにない。

　食事中にぼーっとしていて「体調でも悪いの？」と、姫ひめ那なに指摘されるくらいの状態なのだ。

　もうすぐ夏休み。

　それまでに勇気を出して、直接、藤堂さんに理わ由けを聞くしかないのだろうか？

　なんて、そんなことを考えていると、モニタの端に、ノベルポットのメールボックスにメールが一通届いたという知らせが、ポップアップで出現した。

『蛍ほたる火び』の感想だろうかと思ったのだけど、そうではなくて──。




【ＭＡＲＵＫＡＷＡ　キャラクター文芸局 三みつ橋はし】


　　　『蛍火』書籍化とメディアミックス展開についてのご提案






「マジかよ……」

　メールタイトルを見ると同時に漏れたのは、そんな言葉だった。

　正直なところ、今の『蛍火』の人気ならば、いつかは書籍化の提案が来ると思っていた。しかし、ＭＡＲＵＫＡＷＡのような大手から来るとは思っていなかったし、メディアミックスの多い出版社とはいえ、いきなりその展開のご提案なんていうのは、想定外のことだ。

　戸惑いの中、メールを開く。

　編集さんの挨あい拶さつ、レーベルの説明、書籍化したいという内容に続いて、メールのタイトル通り、映画化したいという旨むねの企画書も添てん付ぷされていた。ぼくがオーケーさえすれば、全てが同時に動き出す形になっていることも明記されている。

（いきなり、こんな待遇だなんて……）

　嬉しさの反面、戸惑いもあった。

　自分で小説を書くこと。その小説が出版されて、映画などのメディアミックスが行われることは、ぼくの父親の夢でもあったのだ。

　まさかぼくが最初に書いた小説が書籍化されるどころか、メディアミックスも前提というのは、いきなり、父さんの夢を叶えてしまったようなものと言える。

　こんなの、母さんにどう説明すればいいんだろう？

　どのみち書籍化されることになれば、全てを説明して、出版の許可をもらうつもりだったとはいえ、こんなことになるなんて──。

　興奮が収まらないままに、企画書を開く。

　そこには映画をつくるのも配給するのもＭＡＲＵＫＡＷＡ系列の会社であることが書かれていた。

　似たような経けい緯いで映画化された、過去の作品のタイトルやカット、説明なども、参考に並べられている。

　前に姫那と劇場で見た映画『アネモネ』もその中にあった。

　あまり意識していなかったが、あの作品も、原作、映画全て、ＭＡＲＵＫＡＷＡ系列だったようだ。

　次のページに画面をスクロールする。

　そこでぼくは、目を疑うことになった。

　どこかで見たことのある少女の全身写真が、そこに掲載されていたからだ。

　ポーズもとっていれば、笑顔でもある。

　ただ、いつもと違って眼鏡めがねを掛けてないし、髪も結んでいない。

　裸眼で黒髪のストレートだ。かわいらしい服を着てもいる。

　でもそれは、間違いなくぼくの好きな人。

　同じ海かい戸と高こう校こうに通う、一年生の時のクラスメイト、藤堂凜り々り菜なに違いない。

　以前に、ぼくは写真と同じ藤堂さんの姿を一度だけ見ているし。そっくりさんドツペルゲンガーでもないようだ。

　写真の横には『藤堂凜々菜』と、彼女の名前がしっかり明記されている。

（どういうことなんだよ、これ……）

　状況に、理解が追いつかない。

　とりあえず深呼吸して、落ち着いて──。

　ぼくは写真の隣に書かれている文章を読み進めていった。

　つまる話、この映画の主演女優候補の一人が、藤堂さんということのようだ。

　──っていうか、なんで藤堂さんが？

　藤堂さんが、女優？

　彼女が芸能事務所に所属していることだって、もちろん知らなかった。

　しかも藤堂さんが、ぼくの作品をＭＡＲＵＫＡＷＡに推すい薦せんしたということも、そのファイルには書かれている。

　藤堂さんが、ぼくの作品を読んでいた？

　……どうして？

　どこで知ったというのだろう？

　疑問が疑問を呼ぶ中で、パソコンの画面にポップアップ通知が届いた。

　トーリさんからのメッセージだ。

　まさか、このタイミングでトーリさんと連絡が取れるなんて。

　そのメッセージを、ぼくは開いた。




　タイトル：八や神がみくんへ





　　映画のこと

　　事務所から聞きました。

　　今まで秘密にしていて

　　ごめんなさい。







凜々菜　　　






「は……？」

　カナヅチで頭を殴られたような衝撃だった。

　一瞬で思考が吹き飛んで、真っ白になってしまう。

「これって……そういうこと、なんだよな……？」

　自分に言い聞かせながら、もう一度、送信主を確認する。

　間違いなくトーリさんだ。

　そもそもぼくは藤堂さんのＲＩＮＧリングのアドレスを知らない。

　なのに、藤堂さんからのメッセージがぼくに届いた。

　しかも、トーリさんを経由して──。

　──いや、違う。

　このメッセージをそのまま受け止めると、トーリさんが藤堂さんということになる。

　そこで、もしかしてと気付いたことがあった。

　──藤堂凜々菜。

　藤堂の『と』と、凜々菜の『り』で、トーリということだ。

　ヒントはあったというのに、どうして今まで気付かなかったのだろう？

　逆に藤堂さんは、七しち條じようカズサがぼく、八神一かず冴さであると気付いていたということになる。

　それはいったい、いつからなのだろう？

　ぼくはトーリさんに、いろんなことを相談していた。

　姫那のことも。

　藤堂さんのことだって。

　それはつまり、藤堂さんに、藤堂さんのことを相談していたということだ。

　好きな人であることも含めて。

（なんなんだよ、それ……）

　本当に、恥ずかしくてたまらない。

『教えて欲しいことがあるんだ』

　ぼくはトーリさんに──。

　藤堂さんに、メッセージを送信する。

　でも、返信リプライはない。

『トーリさん！』

『藤堂さん！』

　何度メッセージを送信しても、返信リプライはなくて──。

　既読だってつくことはない。

　なんなんだよ、本当に。

　わけがわからない。

「ねえ」

「うわっ!?」

　いきなり声を掛けられて、驚いてしまった。

　見れば、扉が少し開いて、姫那が顔を出している。

「なんなんだよ、いきなり」

「ご飯、まだつくってないの？　今朝、一冴がつくるって言ってたわよね？　まだなら、わたしが何か買ってきてもいいけど」

「だったら、お願いしようかな」

　今、夕食をつくれる気はしない。

　心ここにあらずの状態になって、絶対にミスをしてしまう気がするからだ。

「ええと、お金は──」

　母さんからもらっている食費がある。

　その中からお金を渡そうと、財布を取るために立ち上がった瞬間。

　動揺が収まっていなかったせいで、周りが見えていなかったのだろう。

　ぼくは今まで座っていた椅い子すに足を取られて、床に倒れてしまった。

「ててて……」

「どうしたのよ、いったい！　熱でもあるの!?」

　心配そうな表情を浮かべた姫那が慌てて扉を大きく開けて、部屋の中に飛び込んできた。

「いや、そうじゃないんだ」

　だから大丈夫と、近付いてくる姫那に向けて手のひらを見せて制止させ、ぼくは立ち上がる。

「……だったら、なんだっていうのよ？」

　不思議そうな視線を、ぼくに向けている姫那。

　この状況を、一人で解消出来る気はしなかった。

　でも、トーリさんは、もういないのだ。

　こんな時、相談出来る相手で思いつくのは、陸りくとめるるの二人くらいだ。

　彼らも今、ここにいなくて──。

　これまで頼られていた立場だ。

　頼るのは恥ずかしい。

　でも、どのみち、姫那もすぐに知ることなのだ。

『蛍火』の件を、母さんにも打ち明けなければならない。

　だから──。

　ぼくは目の前にいる姫那の肩を摑つかむようにして、切り出した。

「あのさ、姫那……！」

「な、なんなのよ、いきなり!?」

「お願いだ！」

　ぽかんとした表情を見せる姫那に対して、ぼくは続ける。

「ぼくの相談に、のってくれないか？」


〈続く〉








あとがき






　ファミ通文庫さんでは初めましてになります、箕み崎さき准じゆんです。

　出版業界やゲーム業界などで長年仕事をしてきたというのに、ＫＡＤＯＫＡＷＡさんでライトノベルを書くのも初めてですし、本作品が令れい和わになって出す初めてのライトノベルシリーズでもあります。

　本当に初めて尽くしの新シリーズスタートとなりました。

　一かず冴さ、姫ひめ那な、凜り々り菜な、淳じゆん也やと、秘密を抱えた思春期の少年、少女たちの恋愛模様を描いた本作。お読みくださった皆様、いかがでしたでしょうか？

　最近、仕事で関わっていることもあって、小説投稿サイトのネタなども、少しだけ入れてみたりもしました。

　ここ数年、電子書籍、投稿サイトなどなど、日本だけではなく、世界的にも、出版業界はめまぐるしい変化を遂とげているように感じます。

　とはいえ、媒体が何であろうと、変わらないものもあるようにも思えます。

　人が恋をするように、他の誰かを求めるように、《物語》だって、求められているということです。

　そんな誰かの期待に添そえるような《物語》を、本作でも描えがいていければいいなと思っています。それを楽しんでいただけたのならば幸いです。

　それでは紙し面めんも尽きてきましたし、謝しや辞じに移らせていただきましょうか。

　まずは本シリーズのイラストを担当してくださった睦むつ茸たけ様。可愛らしい姫那や凜々菜たちを、本当にありがとうこざいます！　カバーイラストにある、ドレス姿の小さい姫那もとても可愛いです！　引き続き、よろしくお願い致します！

　続いて担当の佐々木様！　佐々木様のラブコメを書いてみないかという一言から、本作品は生まれました。久々に現代舞台のラブコメが書けて、心の底から楽しかったです。これからも頑張りますので、よろしくお願い致します！

　その他、この書籍の制作、販売に尽力してくださった皆様、宣伝に協力をしてくださった皆様に心からの感謝を──。

　でもって最後になりましたが、この書籍を購入してくださった皆様、本当にありがとうございます！　四人のそれぞれの想いがどのような決着を遂げるのか、見届けてくだされば幸いです。次は、凜々菜についてのお話を予定しています。

　それでは、また次巻でお会い致しましょう！





二○一九年五月　箕崎　准
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